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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　石いし守もり楓かえでは、大きなヘッドフォンをつけ、俯うつむきがちな姿勢で歩いていた。

　楓が身につけているのは、真新しくも野や暮ぼったい、紺こん色いろのブレザーの制服である。都心ならばともかく、楓の住む地方都市──はっきり言ってしまえば田舎いなかの高校の制服などに、可か愛わいさを求めるのは無理というものだ。耳元で二つ結びにしている髪かみ形がたと相あいまって、余計に野暮ったく見えた。

　だがこの野暮ったさが、目立つことがあまり好きではない楓に安心感を与える。

　周囲には楓と同じ制服を着た生徒らが歩いているが、彼らの表情はみんな明るくもあり、緊きん張ちようしている様子でもある。無理もない、今日は特別な日。高校の入学式の日である。

　だというのに楓は一人下を向いて、しかめっ面つらをして歩いている。

　──ああ、うるさい。

『バカ』『キモイ』『バーカ』『キャハハ』『『『ケラケラケラ……』』』

　──お願いだから、静かにして。

　楓は、ずっと聞こえてくるささやきに向かって、怒ど鳴なり散ちらしたい衝しよう動どうに駆かられていた。同時に、それをしてしまっては、己おのれが不ふ審しん者しやになることも、よくわかっていた。何な故ぜなら、そのささやきは自分にしか聞こえていないから。

　楓がずっとそうやって俯いていると。

「君、ちょっと」

　突とつ然ぜん誰だれかに腕うでを摑つかまれた。

　驚おどろいて顔を上げた楓の目の前に、恐ろしく整った顔をした男がいた。艶つややかな髪は清せい潔けつな型に切り揃そろえられ、眼鏡めがねをかけた目元はとても涼やかだが、硬かたい表情が冷たく感じさせる。楓の心境を付け加えるならば、近寄りがたい印象である。

「……え、と」

　いきなりのことで声が出ず、楓は口をパクパクさせる。下ばかりを見て歩いていたので気付いていなかったが、いつのまにか校門に到とう着ちやくしていたのだ。

「校内に入る前に、これをとりなさい」

　トントン、と彼にヘッドフォンを指先で軽く叩たたかれ、楓はビクリと身体からだをすくませる。と、同時に。

『胸でけぇな、コイツ』

　そんなささやき、いや、はっきりとした声が聞こえてきた。一いつ瞬しゆん、目の前の彼が言ったのかと思えるほどに。

　驚きのあまり、楓は丸くした目で彼を凝ぎよう視しする。

「聞こえましたか？　これを外はずしなさいと言っているのです」

　反抗していると受け取ったのか、彼は強い口く調ちようで言ってきた。楓は人付き合いが得意な性格だとはお世辞にも言えず、ちょっときつく言われただけでもう逃にげだしたくなってしまう。

「す、すみません……」

　小声で謝りながら、慌あわててヘッドフォンを取る。
















『『『ケラケラケラ……』』』

　己の心境を馬ば鹿かにしているかのように、ささやきがとたんに増した気がして、眉まゆをひそめる。

　──我が慢まんだ、我慢。

　楓は自分に言い聞かせた。ここでおかしな態度をとりでもしたら、入学式の朝から学校中でなんと言われるかわからない。

　気を取り直し、改めて目の前の人物を観察する。彼はこの高校の制服を着ており、校章を確認するとどうやら二年生らしい。その彼が、すらりと背せ筋すじを伸ばした姿勢で楓に告げた。

「ミュージックプレイヤーの持ち込みは禁じていませんが、校内での使用は禁止です。使用した場合は、放課後まで風紀が預あずかります。そのつもりでいなさい」

　ヘッドフォンを外した楓の耳に、身体に響ひびくようなバリトンの声が流れ込む。

「……あの、せめて校舎に入るまでは」

「わかりましたか？」

　楓は小声でお願いしたが、それに被かぶせるように了りよう承しようを問われた。

「……はい、わかりました」

　仕方なく、楓はヘッドフォンをカバンに仕し舞まった。

「行ってよろしい。そこの男子、ネクタイはきっちり締しめなさい」

　彼はもう楓から視線を外し、他の者へと注意をしている。先ほどの口ぶりからすると、風紀委員なのだろう。

　──さっきの声、どれのだろう？

　軽く周囲を見回してみたが、それらしいものは発見できなかった。




　石守楓には、変な体質があった。石の声が聞こえるのだ。

　道みち端ばたに落ちている小石から、建物に敷しかれている天てん然ねん大だい理り石せきの床ゆか材ざいまで、石と名のつく物すべてから声が聞こえる。それはささやきだったり、大声だったりする。頭がおかしいと思われたくないので、他人に言ったことはないが、掛かけ値ねなしの真実である。

　何な故ぜそのような体質なのか。それはおそらく、楓の家である神社が関係していると思われた。神社の名は石いし守もり神社、その名の通り、石、というか岩を祀まつっている神社である。

　石守神社の成り立ちは古く、奈な良ら時じ代だいよりもはるか昔からある巨きよ岩がんを石神と信しん仰こうしていたものが由ゆ来らいとされている。この巨岩を御ご祭さい神じんとして奉たてまつり、今日まで守ってきたのが楓たちの一族だと聞いている。どこまでが本当なのかは定さだかではないが。

　物心ついた頃には、もう石の声が聞こえていた。石の声が聞こえる現げん象しようは、石守神社の御祭神の加か護ごがある証あかしのようなものだという。過去にも同じように石の声が聞こえる者がいたというが、現在聞こえるのは楓だけだ。

　両親や兄には聞こえないらしく、幼い頃は子供の妄もう想そうだと思われた。本当のことを言っているのに、信じてもらえない。混乱する楓を諭さとしたのは、今は亡なき祖そ父ふであった。

『いいかい楓。その声は、石たちの内緒のお話なのだよ』

　内緒話だから、言いふらしてはいけない。幼い楓に祖父はそう言い聞かせた。幼い子供に加護がどうのという難しい説明をしても理解できないと、祖父は思ったのだろう。

　だがその教えを守った楓はそれ以来、石の声のことを話さなくなった。そうすると両親や兄から、奇き異いの目で見られることがなくなった。

　しかし過去のそうした経験が、楓の性格を臆おく病びようにした。人と違うことを悟さとられないために自分を隠かくし、極きよく力りよく他人と関わらずにひっそりとした生き方をするようになる。

　そんな楓を唯ゆい一いつ理解してくれたのが祖父である。

　楓が成長するにしたがって、祖父はいろいろなことを教えてくれた。祖父も石の声が聞こえる人間であったが、楓よりもごく弱いささやき声しか聞こえないこと。楓の方が能力が高いこと。

『これは神様が与えてくださった力だ。感謝して、よいことに役立てるのだよ』

　そう言って祖父は、二年前に亡くなった。

『楓のことをわかってくれる人が、現れるといいね』

　祖父は最後まで、楓のことを心配してくれた。




　校長先生の長い話が退たい屈くつな入学式も、じきに終わりそうだ。

　そういえば、入学式に出席していた在校生の中に、校門で会った彼を見た。在校生の集団の中で特別に存在感を放はなっていたし、あれほど整った顔立ちは見み間ま違ちがえないだろう。

　入学式が終わると、教室で担任の紹しよう介かいと、今後についての確認である。担任は田た中なか先生という温おん和わそうなおじいちゃん先生だった。副担任は現在出張中で不在だという。人付き合いの苦手な楓はおじいちゃん子だったこともあり、怖こわくなさそうな担任でホッとする。

「では、解散」

　田中先生の声でホームルームは終わった。ざわざわと生徒たちが動き始めるが、楓は一人席に座っていた。

　──ああ、外に出たくないな。

　人工物である建物の中にいると、石の声が聞こえにくくなる。建物の外に出るということは、楓にとっては大変な勇気をともなうものなのだ。

　携けい帯たい電でん話わをいじっているフリをして、外に出るタイミングを自分の中で見み計はからっているうちに、教室には誰もいなくなった。そろそろ行かなければ、と楓が渋しぶ々しぶ席から立つのと、教室のドアが開くのが同時であった。

「あら、まだ残っている子がいたのね。誰かと待ち合わせ？」

　若い女教師が楓に声をかけてきた。ふわふわにパーマがかかったショートボブの、可愛らしい印象の先生である。

「……いえ、もう帰ります」

「そう？　忘れ物をしないようにね」

　優しそうな笑みを浮かべる彼女は、小ぶりなブローチをしていた。入学式だったので、いつもよりオシャレをしているのかもしれない。花の形のブローチで、真ん中にきれいな石があしらわれている。

　しかしそのブローチから、物ぶつ騒そうな声が聞こえてきた。

『シネシネシネ……』

　楓は驚いてそのブローチを見た。

「……それ」

　ささやきではなく、はっきりとした声が聞こえる。これほどに強きよう烈れつな声を発する石は、滅めつ多たにない。過去の経験でも、二度聞いた程度だ。そういった声を聞いたのは、心しん霊れいスポットであったり自殺の名所であったりした。

「このブローチ？　恥はずかしいわ、安やす物ものだからあまり見ないでね」

　楓の驚きをどう捉とらえたのか、女教師が照れたようにブローチを撫なでる。

「いえ……可愛いな、と」

「そう？　ありがとう」

　楓は適当に言い繕つくろった。

　ブローチの石の声が聞こえただけだ。その内容が少々過か激げきであったのが、一いつ体たいなんだというのだろう。変なことを言って、おかしな奴やつだと思われたくはない。

　今日は朝からろくなことがないと、楓はひそかにため息をついた。朝も嫌いやな声を聞かされたのに。

　──もう帰って、家で大人しくしていよう。

　そう決心した楓が、カバンを手にとった時。

「先生、他の一年の教室に忘れ物はないようです……おや？」

　男子生徒が教室を覗のぞいて声をかけてきた。楓にとって聞き覚えのあるバリトンの声だった。

　──朝の人だ。

　楓はできるだけ俯いて、気付かれないようにする。

「本ほん郷ごう君、ありがとう。今日はもう帰っていいわ。お疲れ様」

「はい、先生。お疲れ様でした」

　本郷という名前らしい、男子生徒が女教師に軽く頭を下げた。

「あなたも、気をつけて帰りなさいね」

「……はい」

　女教師に優しい笑顔を向けられた楓も、挨あい拶さつ程度に頭を下げる。

　話の流れからして、もう少し教室に残りたいとは言いにくかった。仕方なく、楓がのそのそと歩いていると、何故か本郷は教室のドアのあたりに立っている。

　──早くどこかに行ってくれればいいのに。

　そんなことを考える楓とは裏うら腹はらに、本郷が声をかけてきた。

「もう新入生は全員帰ったと思っていました。探し物でもしていましたか？」

「そういうわけでは……。ただ、ボーっとしていただけです」

　一人教室に残っていたことを、怪あやしまれているのかもしれない。楓が言い訳めいたことを言った、その時。

『う～ん、いいカラダしてるねぇ、好みだなぁ』

　またあの声が聞こえた。目の前にいる本郷の声とよく似ている気がする、石の声。しかしにらみつけるようなキツイ顔をしている本郷にしては、ちょっと緩ゆるいというか、チャラい声だ。

　──これは一体、なんだろう？

　いや、そんなことよりも、楓としてはここから早く去ってしまいたい。

「あの、失礼します」

　楓は早口で言うと、本郷の前から足早に去る。

「……臭くない」

　その背中を、そう呟つぶやいた本郷がずっと見ていたことに気付かずに。




　こうして学校から出た楓は今、長い石段を上っている。家に帰るのに、必ず通らねばならない難なん所しよだ。

　楓の自宅である石守神社は、崖がけの上に建てられている。大昔はこの崖の下まで海だったという話だ。だが今は埋うめ立たてられて、ぎっしりと住宅が建っている。

　それでも、神社が崖の上であるという事実は変わらない。歩いて帰るならば長い石段を上り、自転車なら迂う回かいする坂道を押して上らなければならない。すっかり慣れたとはいえ、精神的に疲れた身には辛つらいものがあった。

　──絶対、私の足が太いのはこのせいだ！

　うらめしく思ったところで、坂が平たいらになるわけでもない。楓は黙もく々もくと石段を上っていく。

　ようやく階段が終わると、目の前に神社が見えた。狛こま犬いぬが守る参さん道どうの向こうに拝はい殿でんとその脇わきに社しや務む所しよがあり、奥おくに御ご祭さい神じんを祀まつる神殿がある。それらから少し離はなれた場所に、楓たち家族が住んでいる家が建っていた。さらに入り口からは見えないが、敷しき地ちの一番奥には弓きゆう道どう場じようもある。

　テレビで見るような有名な神社ほど広い敷地ではないが、朱しゆ塗ぬりの柱に白い壁かべがきれいなことが楓のひそかな自じ慢まんだ。いろいろな種類の桜が植えてあり、ちょうど今の季節には満まん開かいの桜が美しい。高台であるため、気持ちのいい風が吹いてくる。

「はぁー、なんだか疲れた」

　楓が家へ入ろうとすると。

『楓よ、こちらに来い』

　声が聞こえてきた。

　──疲れてるのに……。

　がっくりと肩かたを落とすが、呼ばれたならば向かわなくては、行くまで呼ばれ続ける。これは過去に実じつ証しよう済ずみである。楓は諦あきらめて境けい内だいの奥の神殿に向かう。

　境内の中では石の声が聞こえない。これは石いし神がみ様さまのおかげであるらしい。しかし、石の声が聞こえる体質もまた、石神様のせいである。感かん謝しやするべきか、非ひ難なんするべきか、楓としては迷うところだ。

　神殿の扉とびらを開けると、そこには巨岩があった。しかしごつごつしたものではなく、表面は黒く艶やかだ。夏に触ふれると、ひんやりして気持ちよかったりする。

「なにか用事ですかね、石神様」

　楓は巨岩しかない空間に話しかけた。

『楓よ、妙みような念をつけておるな』

　すると声が語りかけてきた。この声の主は目の前の巨岩、石守神社の御祭神『石神様』である。

「そうかもね、朝から変な声聞かされたし」

　楓は石神様の前に座り込んだ。

『変な声、とはどういうものか』

　石神様の問いかけに、楓は言葉を詰つまらせた。今思い出しても嫌な気分になる。自身のコンプレックスを刺し激げきする言葉だ。

「……む、胸むねがでかいとか、いいカラダしているとか」

　どもりながら言う楓に、石神様が返す。

『それは、褒ほめ言葉ではないのか？』

「違うよっ！　……どうせ、デブだって言われてるんだ」

　叫さけんだ後に俯いた。

『お主ぬしのそれは病気よの』

　楓の様子に、石神様が呆あきれたように呟いた。

　なんと言われようが楓は、自分をよく知っているつもりだ。雑ざつ誌しで見るような、スラッとした体型のお姉さんたちとは、かけ離れた存在である自分を。

　──それを、石にまで指し摘てきされるなんて。

　だが落ち込んでばかりはいられず、あの奇き妙みような声について聞いてみることにした。

「ねえ石神様、同じことを繰り返すだけじゃない声って、なにか違うの？」

　石が発する声とは、レコーダーの録音みたいなものだと楓は考えていた。ただ同じ言葉を繰り返すばかり。一度の声で沈ちん黙もくする石もあれば、百回繰り返して沈黙する石もある。何度繰り返しても沈黙しない石もある。それは、石が吸きゆう収しゆうした人の念の強さによる違いだと、石神様は言った。

　でも、本郷といる時に聞こえたあの石の声は、少し違ちがった。自分の意志で話している感じがしたのだ。

　楓の説明に、石神様が少々考えるように間をおいた。

『同じ人物の念を長い間吸収し、人格を写し取ったのやもしれぬ。稀まれに、そういうこともある』

　確かに声は本郷と似ていたが、人格は全く違うように思える。本郷はとても真ま面じ目めで堅かたい印象だが、あの声はなんというか、口が悪い。

『今日気になったのはその声だけか？』

　石神様の声に、楓は考えるのをやめると、あの女教師のブローチを思い出した。

「あ、あとシネって言う声を聞いた」

『それかの。よくない念がまとわりついておる。どれ、我われが喰くうてやろう』

　石神様は神様だが、好物がある。それは人の念だ。念によって、いろいろな味がするらしい。

『ふむ、少々苦味が残る味だの。どこでつけたか知らぬが、もう近寄らぬがよいぞ』

「……よくない念なの？」

　眉根を寄せる。

『長く接しておると、影えい響きようを受けるかもしれぬな』

「ふぅん……」

　そんな話を聞いて、少々心配になる。あの人は優しそうな、普通の先生に見えた。居残りをしている新入生にも、嫌な顔をせずに笑顔を向けてくれた。人付き合いの苦手な楓にとって、受け入れやすい相手である。

　しかしブローチは今日が入学式だからつけていたのであって、明日からつけてこなければ問題ないだろう。それに、心配だからといってどうするのだ。「あなたのブローチが変なことを言っています」とでも告げるのか。頭がおかしいと思われるに決まっている。

　加護のおかげで、少しだけ石神様の力を借りたりもできるが、それだってささやかな力で、物語で語られるような大たい層そうなものではない。

　──忘れよう。私は石の声が聞こえるだけで、特別な人間なんかじゃない。

　そう考えようとするものの、楓の心は晴れなかった。




　翌よく朝あさ、楓は重い気分で登校する。

　──あの先せん輩ぱい、またいる……。

　校門に本郷がいた。よく見れば本郷だけではなく、数人の生徒がいる。彼らは皆、風紀委員なのだろうか。新入生が入ったばかりなので、服ふく装そうチェックの強化をしているのかもしれない。なんにせよ、朝早くからご苦労なことである。

　昨日同様にヘッドフォンをして、俯きがちに歩く楓は気付いていないが、周囲の女子生徒が本郷を見てざわめいていた。本郷は一言で表すならば、美形な男子である。女子生徒が騒さわぐのも無理はないというもの。

　その女子生徒注目の的まとである本郷が、楓に声をかけた。

「君、ちょっと」

　先日ほど注意力散さん漫まんではなかった楓は、すぐに声に気がついた。そしてあの時された注意を思い出す。

「これですね。ちゃんと外します」

　楓は慌ててヘッドフォンを外してカバンに仕舞う。その様子を見て、本郷が首を傾げた。

「イヤフォンじゃ駄だ目めなのですか？　小さなものであれば、すぐポケットに仕舞えるでしょうに」

　本郷のお節せつ介かいともいえる細かい指摘に、楓は一瞬答えに詰まる。

「……こだわりのようなものです」

　楓にとっては音質でも収納しやすさでもなく、遮しや音おん性せいが重要なのだ。

「そうですか。あと、前を見ていないと危ないですよ」

『今日も見ごたえのある胸だね！』

　本郷の初歩的な注意の声に被せて、またあの声が聞こえてきた。昨日も聞いたちょっとチャラい声は、やはり本郷がいる時に聞こえてきた。

　石神様が言うには、この二度も胸について言げん及きゆうしてきた声は、本郷の人格を写した石のものかもしれないという。テレビで言うところの副音声みたいなものだろうか。

　少なくとも楓に聞こえるということは、制服の上からはわからないが、本郷が原因となる石を身につけているのは確かだろう。

　──うーん、ブレスレットとかのパワーストーンっぽいのとか？

　楓が俯きながらも本郷をちらりと見ると、本郷の視し線せんとぶつかった。もしかして、また注意を無む視しした失礼な奴と思われたのだろうか。

「……気をつけます。お疲れ様です」

　楓は軽く頭を下げて、校門をくぐる。

　距きよ離りをとった後に後ろを振り返ると、本郷は他の生徒に厳きびしい注意をしていた。その様子を見ながら、楓はそっと自分の胸むな元もとを見た。

　──人格を写すっていうと、あの人は胸が気になるってこと？

　人は見た目では判断できないということだろうかと、楓は真面目そうな本郷を見ながらぼんやりと思った。

　校舎に入った楓は、教室の自分の席に座る。五十音順で席を決められたので、楓は端はしの前から二番目だ。

「ねえ」

　楓は座ってすぐに、女子生徒に声をかけられた。彼女を見上げて観察するが、名前も知らないクラスメイトである。

「あなたさっき校門で、本郷先輩に声をかけられていたでしょう」

　彼女の言う通りであるので、楓は頷うなずいた。

「知り合いなの？」

「……違うけど、どうして？」

　昨日二度ほど短い会話をしただけの関係を、知り合いとは呼ばないだろう。

「知り合いだったら、紹介してもらおうと思って。なんだ、違うのか」

「えと、注意をされただけだよ」

　楓の答えに、彼女はもう興きよう味みを失くしたらしかった。なにも言わずに、窓まど際ぎわで集まる女子グループに入っていった。

　──あの本郷って人、カッコいいもんね。

　もう関わらないようにしよう。でないと、きっといいことなどない。楓もこんなことで、女子たちの嫉しつ妬とを買いたくはない。

　朝からそんなことがあった本日の午前中は、学校生活を送る上での注意などが説明されている。入学式の後数日は、このような新入生のオリエンテーションが続くらしい。

　体育館に集められた新入生の前、壇だん上じようで説明しているのは風紀委員長の本郷である。フルネームを本郷巽たつみというらしい。

　──あの人、風紀委員長だったんだ。

　二年生なのに委員長になるとは、すごいことではないだろうか。そんな風に楓がボーっと壇上を見上げている周囲では、女子生徒がひそひそと会話している。

「あの人、カッコいいよねぇ」

「わたし先輩から聞いたんだけど、東とう京きようの大きな会社の社長の息子むすこらしいよ」

「えーっ、そんなすごい人が、なんでこんな田舎にいるんだろうね」

　聞くつもりはないが聞こえてくる会話に、楓も内心で同意する。

　楓の住んでいるところは、はっきり言って田舎だ。かといって山間の農村というわけでもない。買い物や生活には困らないが、物足りなくもある、中途半はん端ぱな地方都市である。

　そんなところにある高校に、東京の大手企業の社長令息が通っているとは、非常に違い和わ感かんがある。

　けれども、他人のプライベートを探さぐってどうなるものでもない。むしろ探られて困るのは楓の方だ。石の声が聞こえる女なんて知られては、どうなるかわからない。

　声だけ聞くなら、バリトンの耳みみ触ざわりのよい声だ。楓は音おん楽がく鑑かん賞しようのように、本郷の注ちゆう意い事じ項こうを聞いていた。

　オリエンテーションが終われば、初めての授業である。一つ目は、偶ぐう然ぜんにも昨日会った女教師の授業であった。彼女が黒板に名前を書いて自己紹介をしたところによると、新あら井い香か織おりという、古典の先生らしい。

「みなさん、よろしくね」

　にっこり笑った新井先生に、楓は違和感を覚えた。

　──なんだか、疲れてない？

　よく見ると、目の下に隈くまができている。昨日はそんな様子ではなかったのに。

　楓は首を傾かしげたものの、考えすぎだと思い直す。昨日夜よ更ふかししたのかもしれない。自分は石神様の言葉を気にしすぎているのだ。それに、新井先生は昨日のブローチをつけてはいない。

　授業の間、楓は自分に言い聞かせてみたものの、やはりどうしても気になってしまう。そうして訪おとずれた放課後、楓は教科書を手に職員室前に立っていた。

　──やっぱり気になる！

　根が臆病な楓はこのまま家に帰っても、きっと新井先生を心配してしまう。自殺の名所で聞こえるような石の声が、普ふ通つうの人にどう作用するのか。考えていると、悪いことばかりを連れん想そうしてしまうのだ。もし万が一、自殺なんてことになれば、楓は行動を起こさなかったことを、一生後こう悔かいするだろう。

　それならば、いっそ新井先生に直じかに話を聞いてしまおうと考えた。もしかすると、楓が使える石神様の力で、なんとかできることかもしれない。

　今までの楓だったら尻しり込ごみしただろうが、高校生になったのだから、中学までの自分とは変われるという、妙な自信が湧わいていたりもする。

　新井先生に会う理由付けもちゃんと考えた。生徒が授業のことで質問をする、これならなんの不思議もないだろう。

　──よし、行こう！

　楓は自分を鼓こ舞ぶしてみたものの、いざ職員室に入ろうとすると、足がすくんでしまった。職員室のドアの前に立っている楓を見て、通りかかる生徒が不審そうな目を向けてくる。

　時間が経つにつれ、楓の中の勇気がだんだんしぼんでくる。

　──やっぱり帰ろうかな……。

　楓がそう思い直していると。

「どうしました？」

　背はい後ごから声をかけられた。

「ひゃっ！」

　楓は驚いて、ビクッと肩を跳ねさせる。

「驚かせましたか、申し訳ない」

　振り返ると、そこには本郷がいた。関わらないようにしようと思っているのに、どうして自分は彼と遭そう遇ぐうしてしまうのだろうか。

「何か用が……ああ、質問ですか」

　本郷はなにも言わずとも、古典の教科書を握にぎりしめている楓を見て悟ったようである。

「そう、なん、です。新井先生に」

　楓は妙に緊張してしまい、途と切ぎれ途切れに答える。

「僕ぼくもちょうど新井先生に、委員会の用事があるところです。どうぞ」

　本郷が用事があるならば遠えん慮りよしたい。楓がそう申し出ようとしたところ、エスコートするように本郷に背中を押された。自然、楓は職員室に立ち入ってしまう。

「新井先生、質問だそうですよ」

　なおかつ声までかけられては、もう逃げられなかった。

「まあ、あなたは昨日の生徒さんね。熱心で嬉うれしいわ」

　楓を見てふわりと笑った新井先生は、やはり少々疲れている様子だった。

「えと、ここの訳が、どうしてこうなるのかわからなくて」

　楓が意を決して、あらかじめ考えておいた質問をすると、新井先生は丁てい寧ねいに答えてくれた。それを、本郷が背後で静かに聞いている。

「わかりました、ありがとうございます……先生、お疲れですか？」

　お礼の言葉に続けて、楓は極力さりげない風を装よそおって、新井先生に尋たずねた。

「そういうわけじゃないのよ。ちょっとね、夢見が悪かったというかね……」

　よく眠れなかったのだ、という新井先生。

「そういえば、昨日のブローチ可愛かったですね。どこで買ったんですか？」

　楓の突然の話わ題だい転てん換かんに、新井先生は驚いたようだが、笑顔で答えてくれた。

「あれ？　アンティークショップで見つけたの。私、アンティーク物が大好きなのよ。だから同じものはないと思うわ」

「そうなんですか。他にも、いろいろ持っているんですか？」

「そうよ、趣しゆ味みでいろいろ集めているから」

「へー……」

　楓はアンティークという言葉に、不安を煽あおられた。石を使った雑ざつ貨かなどであれば、当然古い念がこもっている可能性があるだろう。

「アンティークに興味があるのですか？」

　背後から本郷に尋ねられ、そういえば彼も新井先生に用事があったのだと思い出した。

「いえ、そういうわけでは。お邪じや魔まをしました」

　楓は頭を下げて、そそくさと職員室を後にする。

　カバンをとりに戻った教室で、楓は新井先生のことを考えていた。

　新井先生はアンティーク品を集めるのが趣味らしい。昨日のブローチだけではなくて、集めた物の中に、なにかよくないものがあるのかもしれない。たとえば、石の置物とか。

　しかしそれが推すい測そくできたからといって、入学したばかりの新入生が、先生の家を知っているわけでなし。それに家を調べるとして、どういう理由で訪問するのだ。「怪しい石がありませんか？」と正直に聞くのか。

　──無理だって。相手にされないに決まってる。

　答えの出ないまま時間は過ぎ、外はだんだんと日が暮れていく。

　仕方なく教室を出て帰ろうとする道すがら、どうするべきかと考えごとをブツブツと呟きながら歩いていると。

「また下を向いて歩いてますね。危ないですよ」

　もう聞き覚えてしまった声と共に、頭に軽い衝しよう撃げきがあった。楓が顔を上げると、目の前に片手にカバンをさげ、片手にファイルを持った本郷がいた。どうやらあのファイルではたかれたらしい。

「……本郷、先輩」

　どうしてこうも彼と会ってしまうのかと、楓は己に問いかける。

「奇き遇ぐうですね、僕も今帰るところなのです」

　本郷が言うには、どうやらここで会ったのは偶然らしい。

「そう、ですね」

　他になにも言えない楓が、頭を下げてそそくさと帰ろうとすると、何故か彼は隣に並んで歩き出す。

　新井先生への質問で時間をとったので、周囲に帰宅する生徒の姿はない。部活動に勤いそしむ生徒たちの声が聞こえてくるくらいだ。要するに、本郷と二人きりなのである。楓の心境としては、猛もうダッシュで走って逃げてしまいたい。

　そのような楓の内心など、本郷が知る由よしもなく。

「二年生は新井先生の担当ではないのです。先生は授業で具合が悪そうだったのですか？」

　彼がそんなことを尋ねてきた。

「えっと、その、顔色が悪そうだな、と感じただけです」

　楓としては「気になる」が「心配である」に進んでしまった気持ちをなんとかしたい。そのためには、新井先生の家に一度行ってみればいい。けれど、楓にはその口実がない。

　そういえば、昨日の様子からして、本郷は新井先生と役職上の付き合いがあるようであった。ならば──

「先輩は、新井先生の自宅に伺うかがう用事はないですかね？」

　楓がぐるぐると考えていたことが、するっと口から出てしまった。

「はい？」

　唐とう突とつな楓の発言に、本郷が目を剝むいている。

　──どうしたの!?　なに言ってんの私!?

　普通生徒が先生の自宅に押しかける用事など、持ち合わせるはずがない。馬鹿なことを言ったと楓はすぐに後悔するが、出た言葉は取り消せない。アワアワしている楓を見る本郷の視線が、とてつもなく痛い。

「……いえ、なんでもないです。さようなら」

　もう逃げてしまおうとした楓の腕を、本郷が摑んだ。手放された彼のカバンが、地面に落ちる。

「新井先生のお宅に伺う用事ならあります。あの後調子が悪いとかで、すぐに新井先生は帰られたのですが、持って帰るはずのファイルを忘れていったのです」

　本郷は、片手に持つファイルをひらひらと振った。

「明日ではまずいようなので、僕の帰り道ですし、メールで連れん絡らくして、ポストに入れておこうかと思っていました」

　楓は、黙だまって本郷の説明を聞く。

「さすがに男の僕一人では玄げん関かんまで伺うことはできませんが、君が一いつ緒しよならば問題ないかと考えます」

　どういうことだろうか。何故だか、楓の都つ合ごうがいいように物事が進んでいる。

「で、どうしますか？」

『うひゃあ、ムッチリちゃんとデートじゃん！』

　──デート!?　って、ムッチリちゃんてなに!?

　本郷の言葉に重なって聞こえる声に、楓は身を引こうとしたが、腕を摑まれたままでできなかった。

「行きますか？」

「いき、ます、はい」

　楓は喘あえぐように答えた。これ以外に、どう答えろというのか。

　──メールのやり取りをしているなんて、この先輩は新井先生と個人的に親しいとか？

　楓の脳のう裏りに「先生と生徒の禁断の恋」という恋愛小説のタイトルのようなフレーズが浮かぶ。ややこしい事情が、余計にややこしくなった感がある。

　しかしこれはチャンスと言えよう。楓の目的はあくまで新井先生の救きゆう済さいで、私生活の調査ではないのだ。せめて、あのブローチだけでもなんとかしたい。

　こうした経けい緯いで現在、楓は本郷と並んで歩いていた。二人とも徒歩通学なのだ。

　──生徒が、帰っている時間でよかった。

　彼と二人きりで歩いている姿を見られでもしたら、明日クラスでなんと言われるかわからない。朝ちょっと言葉を交わしただけでも、探りを入れられるのだから。

　新井先生の家まで、徒歩で十五分。その間の沈黙が辛い。かといって本郷に質問されでもしたら、それはそれで答えに詰まる。だが黙々と歩くのは、精神的にくるものがある。

　ヘッドフォンをしてしまえば、本郷を無視する言い訳になったのだろうが、生あい憎にくタイミングを逃のがして装そう着ちやくできないでいた。やっぱり帰ろう、と途中で何度考えたことか。

　そんな苦く行ぎようの末すえ。

「ここですよ」

　本郷が示したのは、オシャレな外観のアパートだった。先ほど本郷が電話をしていたため、ベランダから新井先生が手を振っていた。

　──電話番号も知っているとか、やっぱり禁断の恋？

　一見潔けつ癖ぺきそうな本郷だが、あのチャラい副音声を思うと、楓の疑ぎ惑わくは深まるばかりだ。

　新井先生の部屋は、階段を上がって二階の角かど部べ屋やであった。

「わざわざごめんなさいね。具合が悪いわけじゃないのよ」

　新井先生はそう言って、玄関にて笑顔で出で迎むかえてくれた。

「これです」

　本郷が手に持っていたファイルを、新井先生に渡す。

「ありがとう、学校に取りに戻らなきゃと思っていたのよ」

　新井先生はファイルを受け取ると、中身を確認している。

　──あれが届け物だったのか。

　楓は納なつ得とくしつつも、本郷の背中に隠かくれるように立っていた。ここまできて、気き後おくれしてしまったのだ。新井先生が、そんな楓を覗き込むようにして見てきた。

「あなたも、一緒に来てくれたのね。ええと……」

「石守です」

「そう、石守さん。ありがとう」

　新井先生はお礼として、お茶に誘さそってくれた。事前に本郷が電話でどういう会話をしていたのかはあまり聞こえなかったが、ここで追い返される展開でなくてなによりである。

　──でも、ひょっとして私はお邪魔虫？

　そんな心配をしながら入った新井先生の部屋は、アンティーク収集が趣味であると言うだけあって、年代ものの雑貨や家具が置いてある、雰ふん囲い気きのいい部屋だった。

「くつろいで待っていてね」

　新井先生がそう言ってお茶を入れてくれているが、楓は正直それどころではない。

『シネシネシネシネ……』

　先ほどから、はっきりと声が聞こえてくる。一つは壁かべ際ぎわにあるチェストの上から。そこには昨日のブローチが置いてあるのが確認できた。

　だが予定外に、声はもう一つ聞こえていた。

　そのもう一つの声は、閉められているドアの向こうから聞こえてくる。たぶん、寝しん室しつであろう。

『ニクイニクイニクイニクイ……』

　──うわぁ、すごい……。

　ドア越ごしにも聞こえる声である。あの声の中で寝ているならば、悪い夢だって見るはずだ。恨うらみ言ごとの中で暮らしているなんて、聞こえないって恐ろしい、と楓はつくづく思う。

　石の声が一つならばともかく、二つとなると楓の能力を超こえている。これはもう、まとめて石神様に念を食べてもらうしか方法はない。

　──寝室にあるのは、なんだろう？

　本郷を見ると、キッチンのカウンター越しに新井先生と話し込んでいる。

　──チャンスかも。

　楓はにじり寄るように寝室のドアに近付く。ドア越しに耳を寄せると、よりはっきりと声が聞こえる。そのまま、そうっとドアを開け……

「寝室を勝手に覗くのは、感心しませんね」

「ひゃっ！」

　ドアの向こうに集中していた楓の耳元で声がした。振り向くと、すぐ後ろに本郷がいた。

「せ、先輩……」

　もう新井先生との会話は終了していたらしい。この距離で気付かないなんて、どれだけ自分は鈍にぶいのだろうか。

「なにをしているのですか」

　楓を見る本郷の目が、不審者を見ているようで非常に怖い。なにか言い訳をしなくてはと思うものの、楓の口からは一言も出ず、喘ぐように口をパクパクさせていると。

「こら、本郷くんおどかさないの」

　キッチンから、新井先生の声がした。

「そっちは、ただの寝室よ」

　声の調子だと怒ってはいない新井先生に、楓は少し恐怖が和やわらいだ。

「えと、寝室も、アンティークな感じなのかな、とか思ったりして」

　どもりつつも、楓は必死に言い訳を考える。

　──どうにかして、寝室の中を見たい。

　そんな楓の考えなど知るはずもない新井先生だったが。

「まぁ。自慢しちゃっていいのかしら」

　そう言って若じやつ干かん嬉しそうに、あっさりとドアを開けてくれた。

「うわぁ……」

　部屋の中を見た楓は、いろいろな意味で声が漏もれる。

　天てん蓋がい付きのマホガニーのベッド、猫足のサイドテーブル。寝室はちょっとしたお姫ひめ様さま気分になれる、とても素す敵てきな雰囲気だった。目的を忘れて、女子としていいなと思ってしまった。

　その一方で、例の声は強烈だった。

『ニクイニクイニクイニクイ……』

　声の発はつ生せい源げんは、ベッドのサイドテーブルに置いてある、手の平サイズの石の置物であった。楓はゆっくりと近付いて、その置物を手にとる。ユニコーンを象かたどったもので、ロマンチックな雰囲気にまとめてある室内で、これだけ浮いて見える。

「あ、それは最近手に入れたのよ」

　楓が目に留とめたのが嬉しいのか、新井先生が近寄ってくる。本郷も興味があるのか、見にくる。

「ああ、これが……」

「本郷くん」

　なにか言いかけた本郷を、新井先生が遮る。しかし二人のやり取りを、楓はこの時聞いていなかった。

「先生、これを、そう、お祓はらいしましょう！」

　処理範はん囲いを超えていた場合に用意していた言い訳を、強い口調で告げた。

　本郷と新井先生は、唐突な提案に目を丸くしている。

「これは古そうですし、なにか曰いわくがあったら大変です。うちの神社で無料でしますから。ついでに昨日のブローチも」

　途中で言いよどんだりしたら、絶対に心が折れる。そう思って、考えていた台詞せりふを早口にまくしたてた。

「……君は、神社の人間なのですか？」

　本郷が楓に質問してくる。

「石守神社の娘むすめです」

　楓は若干、胸を張り気味に答える。後ろ暗いことはなにもないというアピールだ。実際の楓の内心はビクビクものであった。

『そうしていると、余計に胸が大きく見えるねぇ』

　だがそのような緊張感を、あの声が台無しにした。そう言われると、本郷の視線が少しだけ下を向いている気がしてくる。楓は胸を張るのをやめた。

　──もう嫌だ、この人の副音声！

　楓は泣きたくなってきた。

　この本郷の副音声のダメージから、楓を救った人がいた。

「まあ、石守神社の人なのね！　名前を聞いて、そうかもしれないと思ったのよ！」

　華はなやいだ声で言ったのは、新井先生だった。

「古い神社だそうだから、一度伺ったことがあるのよ。桜がとてもきれいだったわ」

「ありがとうございます」

　楓ははにかんで礼を述べた。たとえ石神様のせいで自分がこのような体質なのだとしても、褒められると、やはり嬉しいものである。

「古いものって、やっぱりそういう心配をするべきかしら？　私も、ちょっと気にしたことはあるのよ」

　不安そうにする新井先生に、楓はつとめて明るい口調で説明する。

「やっておくと安心です。うちの神社の厄やく除よけお祓いは、定評がありますし」

　なんと言っても、石神様が悪い念を食べてしまうのだ。気休めとはわけが違う。

「ああそれで、アンティークを気にしていたのですか」

　楓の不審な行動に、本郷の中で理由付けがされたらしい。楓としても無理矢理である自覚があるので、彼が納得してくれるのであればホッとする。

「……ちょっと、強ごう引いんでした。ごめんなさい」

　自分の事情に付き合わせた形になる本郷に、楓は素直に謝った。

「謝ることなんかないわ。以前から、必要かなと考えてはいたの。きっといい機会なのよ」

　楓の言葉を誤解した新井先生が慰なぐさめてくれた。

　その後ダイニングに戻って、楓は本郷とお茶を飲む。その間に新井先生は、楓が指摘した二つの品物と、ついでに他の物もいくつか、紙袋に詰めている。

　──結局、この二人はどういう関係？

　楓は一つ事が片付いたら、もう一つの事が気になってくる。無言でお茶を飲みながらちらりと本郷を見ると、本郷も楓を見ていた。

「なにか？」

「いえ……」

　楓は本郷から視線を逸そらして俯く。

　お茶もいただいたところで、そろそろお暇いとましようとなり、楓は本郷と並んで玄関に立った。

「昔から、古いものには魂たましいが宿るというものね。お願いするわ石守さん」

「お預かりします」

　楓は新井先生の差し出した紙袋を受け取ろうとした。だが一瞬早く、横から本郷が手を出し、紙袋を持った。

「女性に荷物を持たせるわけにはいきません」

　本郷に真面目な顔で言われては、受け取ろうと差し出した手を、元通りにしまうしかなくなる。

「さすが、本郷くんは紳しん士しね」

「それでは、失礼します」

　一礼して玄関から去っていく本郷を、楓は慌てて追う。

　それから楓は結局、しばらく本郷と並んで帰る羽は目めになった。なにせ本郷が紙袋を渡さないのだ。幸いなのは本郷の家が、新井先生のアパートから近かったことだ。

　楓は本郷の自宅マンションの前で、ようやく紙袋を受け取ることに成功した。

「えと、ありがとうございました」

「帰りは気をつけて」

　楓が軽く頭を下げると、本郷はマンションのエントランスに入っていった。

　──うわぁ、高級そうなマンション！

　思いがけず、本郷の家を知ってしまった楓であった。

　こうしていつもよりも時間をかけて帰宅した頃には、夕暮れが終わろうとしている時間になっていた。

　楓は家に帰ると、すぐに父親に声をかけた。

「お父さん、これ、お祓いしてもらえる？」

　リビングでテレビを見ていた父親の前に、楓は新井先生から預かった紙袋を置いた。

「なんだ、これはどうしたんだ？」

　父親がもっともな疑問を投げかけてくる。

「学校の女の先生の私物なの。アンティーク品を集めるのが趣味なんだって。私が神社の娘だって言ったら、お祓い頼まれちゃって」

　実際は順序が逆なのだが、言わなければ本当のことはわからないだろう。

　本当なら、直接石神様のところに持って行ってもいいのだ。しかし、後々新井先生が神社を訪れた時のことを考えて、ちゃんと父親を通しておくことにした。

「先生のか、じゃあしてあげなきゃ楓が困るか」

「後で、ちゃんとお礼にくると思うよ」

　新井先生はいい加減な人には見えなかったし、石守神社にも興味を示していた。理由はなんであれ、おそらくそのうち訪ねてくるだろう。

「じゃあ、夕飯の前にお祓いを済ませるか」

　父親が立ち上がったので、楓も急いで自分の部屋へ着替えに行った。

　楓が神殿に入った時には、父親はもう準備を終えていた。新井先生の紙袋の中身が、神しん前ぜんに並べられている。

「それじゃあ、やるぞ」

　父親の祝詞のりとを聞きながら、楓は神しん妙みように頭こうべをたれる。

『ふむ、これは昨日楓についていた味じゃな。こちらは、ちと刺激的で濃こいな』

　石神様の、そのような感想が聞こえてきた。

　──そういえば帰り道、石の声が気にならなかったな。

　預かった紙袋からは強烈な声がしていたが、楓は本郷と並んで歩く手前、礼れい儀ぎとしてヘッドフォンをつけなかった。別れた後もヘッドフォンを思い出すこともなく、急ぎ足で帰って来た。本郷と一緒にいることに緊張していたせいかもしれない、と楓は自分で勝手に納得した。
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　石守神社に曰くのあるアンティークが運ばれた日の夜。

　本郷巽は自室で、今日の授業で出された宿題をしていた。

「あー、つっかれたー」

　玄関で聞こえた声に、巽は顔を上げる。部屋から顔を出すと、リビングのソファにだらしなく座る男が一人いる。

「遅かったですね、兄さん」

「おう、ただいま巽」

　スーツの襟えり元もとを緩めながら応こたえた男は、巽の兄で平ひら井い涼りようという。涼は巽の通う高校で英語の教師をしており、今出張から帰ったのだ。

　巽と苗みよう字じが違う上、年と齢しが十歳離れていることもあり、一見兄弟に見えにくい。苗字が違うのは、離り婚こんした両親に別々に引き取られたせいだ。それが現在故ゆえあって、巽と一緒に暮らしている。

「夕食はどうしました？」

「ああ。駅前で食ってきた。お前は？」

「スーパーの惣そう菜ざいで済ませました」

　巽の料理スキルはゼロに等しい。掃そう除じ洗せん濯たくは便利な機械があるが、料理はそうはいかない。むしろ危ないから台所に立つなと、常つね々づね涼に言われていた。

「あの人のところには、寄ったんですか？」

　巽はそう涼に聞いた。

　話題にしたのは、涼の婚約者であり、同じ高校で教師をしている、新井香織のことだ。香織の部屋にあったユニコーンの置物は、涼が贈おくったものである。

「あん？　『帰ってきたメール』は入れたけどな。明日でいいだろ」

　涼は本当に疲れているようで、そのままソファに寝そべる。

　その背中に、巽は小声で言う。

「具合が悪そうだったと、学校の後こう輩はいが言っていましたが」

「そうなのか？」

　巽の言葉に、涼はむくりと起き上がった。

「ええ、冗談を言う人物には思えません」

　巽は実際に家まで行って確かめたのだが、それは言わないでおく。詳くわしい話は本人から聞くのがいいだろう。

「巽が後輩の話をするのも珍めずらしいな」

「そうですか？」

　巽にはそんな自覚はない。

「まあいい、ちょっと行ってくる」

　そのまま、涼は着替えずに出て行った。

　巽は涼を見送った後、せっかくなので勉強を一時中断して休きゆう憩けいすることにした。温かくなってきたとはいえ、夜はまだ冷える。

　巽はインスタントのコーヒーを入れて、ダイニングのイスに座る。

「変な娘でしたね」

　巽は石守楓という女子生徒について、思い返した。

　石守は時折、警けい戒かいするような行動をとる。まるで巽が不審者であるかのように。自分のなにがそうさせているのかさっぱりわからない。巽からすれば、あちらこそ不審者に見えるのだが。

　今日も、挙動不審な石守を注視していると、香織が集めているアンティークの品物を、お祓いすべきだと言い出した。

　これだけ聞けば、霊れい感かん商法の類たぐいではないかと疑いたくなるが、石守は品物を無料で引き取っていったし、聞けば神社の娘だとか。兄の不在中、香織におかしなことがあってはいけないと考えていたのだが、どうやら杞き憂ゆうだったようだ。

　それどころか、石守は意味ありげな視線をたびたび送ってきていた。自分と香織の仲を誤解したのかもしれない。

　──けれど、変に言い訳するのもタイミングが……。

　涼と巽が兄弟であることも、香織との関係も、学校関係者でも一部しか知らないことだ。巽自身に少々事情があるので、石守の人となりを詳しく知るまで、明らかにするのも憚はばかられる。

「これからも、注意しておきますかね」

　どこか浮うき世よ離ばなれしているように感じる石守のことだ。今後もなにか事を起こしそうな気がした。

　──でも、臭くなかった。

　巽は臭い人間が嫌きらいだ。不ふ潔けつな臭においというよりも、化け粧しようや香こう水すいなどの、女性のおしゃれに関わる臭いが嫌いだ。

　他人からは子供っぽいこだわりだと揶や揄ゆされることもあるが、この嫌けん悪お感かんは幼少期から巽の心の奥に根差しているもので、気にしないでいることなどできない。

　けれど石守は化粧臭くも、香水臭くもない。しいて言えば石せつ鹼けんやシャンプー剤、そしてほんの少しの汗の香りがした。

　それに、石守の周囲の空気は清らかな気がするのだ。気のせいかと思っていたが、神社の娘だということに関係があるのかもしれない。

　そんなことが脳裏を過よぎった巽は、そこで己の思考に驚いた。女性の香りに思い耽ふけるなど、自分はどうかしている。一歩間違えれば犯はん罪ざい者しやだ。思考ごと飲み込むように、巽は残りのコーヒーを一気飲みした。

　なんにせよ、明日の校門チェックで、彼女の様子を改めて見るべきであろう。

「また明日ですね」

　巽はそう自分の気持ちを切り替えた。
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　新井先生のアパートを訪ねた日の翌朝、楓は前日と同じように登校した。一つだけ昨日と違うことは、楓の手に紙袋がさげられていることである。

　紙袋の中身の品々はお祓いが終わると、楓の気のせいかもしれないが、くすんでいた色合いが明るくなったように見えた。もうあの声たちも聞こえない。これで新井先生も安あん眠みんできるだろう。

　視線を上げると校門が見えた。今日は本郷に捕つかまらないようにしようと思い、楓は校門前でヘッドフォンを外した。校門では、本郷を遠巻きにして眺ながめる女子生徒が多く見受けられた。あれだけ整った顔をしているのだ。きっと学校中にファンがいるに違いない。

　──よし、今日こそは素す通どおりだ！

　楓はそう意気込んでいたのだが。

「おはようございます」

『やぁ、ムッチリちゃん』

　本郷の方から、楓に近寄ってきた。挨拶をされて無視できるほど、楓は神経が図太くない。そして相変わらず、この副音声は失礼だ。太っていることを、いちいち指摘されたくない。

「……おはよう、ございます」

　周囲の視線に気がついてしまっては、楓はもう平常心ではいられない。

　──逃げたい！

　挨拶はしたので、さっさと立ち去ろうとした楓を、本郷が遮さえぎる。

「……あ」

　本郷が楓の手から、紙袋を取り上げたのだ。

「学業に関係ないものなので、没ぼつ収しゆうです」

　中身がなんであるのか知っているくせに、そんなことを言う本郷に、楓が困っていると。

「後で僕から、新井先生に渡しておきますので、ご安心を。他人にいちいち詮せん索さくされたくないでしょう？」

　後半の言葉を、本郷は小声でささやいた。確かに、入学したての新入生が先生に物品を渡している現場は、なにかしら後ろ暗いことを連想されてしまうかもしれない。ここは、本郷の厚意をありがたく受けておくことにした。

「……お願いします。それじゃあ」

　楓は軽く頭を下げて、昇しよう降こう口ぐちに向かった。風紀委員の校門チェックは、いつまで続くのだろうか。一週間程度で終わるならばいいが。

　そんなことを考えながら歩いていたので、巽が楓を見送りながら重いため息をついていることなど、知る由もなかった。

　楓が教室に入ると、また昨日の女子生徒が寄ってきた。名前は確か花はな村むらだ。

「ねえ、今日も本郷先輩に声をかけられていたよね？」

　花村の質問に、失敗したと楓は悟った。昨日あれほど本郷と接せつ触しよくしないように気をつけようと決意したことが、全くできていない。

「……たまたま、私が目についただけだよ」

　そう答える楓に、花村が胡乱うろんげな視線を向ける。

「なにか荷物を渡してなかった？」

「人に頼まれた物を持ってきてたんだけど、それを没収されたの」

「ふぅん……」

　納得しているようには見えないが、花村は一応質問を終えたらしい。昨日と同じく窓際の女子グループに戻って行った。

　入学三日目にして、本郷は一年女子生徒の間で有名人であった。いつも冷れい静せい沈ちん着ちやくで物静かな受け答え、容姿も完かん璧ぺきな王子様、というのが専もつぱらの噂うわさである。

　だがその怜れい悧りな雰囲気のせいで、近寄りがたいとか。それに女子に対して手厳しい受け答えをするようで、女子が告白の後に泣いていたという話もすでに数件聞いている。

　なんでも、告白を断る決まり文もん句くが「臭い」なのだそうだ。本郷のイケメンな顔でそんなことを言われては、女子は立ち直れないのではなかろうか。

　その本郷と会話しただけでも話題になるのは、ある意味頷けることだった。

　先ほどの紙袋の受け渡しが、私的なやり取りに見えたのだとしたら、とても危険だ。新井先生に直に渡した方が、よかったのではないだろうか。

　──でも私に、あそこで本郷先輩に言い返せた？

　絶対に無理だ。そして余計に悪目立ちしただろう。こうなっては、なにが正解だったのか、楓にはわからない。

　朝のホームルーム後のオリエンテーションは、新入生への部活動紹介である。体育館の壇上で、様々な部がアピールしていた。

　楓は中学校では部活に所しよ属ぞくしていなかった。石の声が気になって、生徒の集団の中で協調性を保たもつ自信がなかったのだ。けれど高校生になって、自分としては多少気持ちに余よ裕ゆうができた気がする。

　しかし楓には運動部は無理である。致ち命めい的てきにどんくさい自覚があることから、身体を動かす部活動は除じよ外がいする。

　残るは文化部だが、果たして自分に集団行動ができるだろうか？　他人に適応する能力は、一応あると思う。だがいざとなると、やはり尻込みしてしまうのだ。

　──大人数でなくて、少人数でまったりとした部活、ないかなぁ？

　少なくとも、壇上でやる気に満ちた演説をしている部は、自分には無理だと悟った。

　その後の一つ目の授業は、英語だった。

「ちわーっす」

　軽いノリで教室に入ってきた先生は、若い男性だった。背が高くて笑顔がまぶしい、イケメンの部類に入る容姿だ。クラスの女子生徒が歓かん声せいを上げた。その中で楓は、首を傾げていた。

　──なんだろう、どこかで見たことのある顔な気がする。

　しかし、それがどこでなのかはわからない。買い物ですれ違ったとか、その程度かもしれない。イケメンなので楓の印象に強く残ったのだろう。

　自分の中でそう結論付けた楓と、英語教師の視線が合った。だが一瞬だったので、そう特別なこととは思わず、楓の記憶に残らなかった。

「昨日まで出張でいなかったんですが、実はこのクラスの副担任です。平井涼です、よろしく」

　そういえば、入学式の日に担任の田中先生から、副担任は出張中でいないという話を聞いていた。それがこの平井先生だったらしい。

「では、最初の授業ということで、今日は質問コーナーにしちゃおうかな？」

「はいっ！　センセーはカノジョいますかぁ？」

　平井先生の軽いノリに、クラスの女子生徒が素早く質問した。

「そいつはトップシークレット！　教えられないね」

「えー、全然質問コーナーにならないじゃん！」

　明るいやり取りに、ドッとクラスが沸わいた。どうやら楽しい先生のようだ。だが楓には少々苦手なタイプかもしれない。

　その後は何事もなく授業を終え、放課後になった。

　──今日は寄り道をせずに、真っ直ぐ家に帰ろう。

　楓がのんびりと昇降口に向かって廊ろう下かを歩いていると、背後から声をかけられた。

「石守さん」

　振り返ると、新井先生がいた。楓が待っていると、新井先生は小走りに近寄ってくる。

「石守さん、昨日は本当にありがとう。昨夜は嫌な夢を見ないで、ぐっすり寝ちゃった」

　新井先生は昨日に比べて顔色がいい。やはりあの石の置物のせいで夢見が悪かったようである。

「今度、ちゃんと神社にお礼に行くわ。ご家族によろしく言っておいて」

　新井先生の言葉に、余計なお節介をした自覚のある楓は、少々気恥ずかしくなる。

「うちの家族にはなにもしなくていいですから。ただお礼参りをしていただけると、石神様が喜びます」

　石神様は古い念を好むが、感謝の念もよい風味がしていいそうだ。言いかえるならば、古い念は古こ酒しゆであり、感謝の念は甘かん味みであるらしい。石神様はグルメなのだ。

「まあ、石守さんたら面白いことを言うのね。神様が喜ぶなんて」

　楓の言葉はおかしかったらしい、新井先生は楽しそうに笑った。

「じゃあ神様のためにも、必ず伺うわ。気をつけて帰ってね」

「はい、さようなら」

　頭を下げて挨拶すると、楓は新井先生と別れた。

　この日の放課後は、本郷と遭遇しなかった。
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　涼が出張から帰って来た日の翌日、巽はまだ早朝とも呼べない時刻に飛び起きた。目覚まし時計が鳴ったからではなく、夢にうなされて起きたのだ。

「……はっ!?」

　寝ね間ま着きが汗だくで、呼吸も荒あらい。なにか濃のう厚こうな夢を見ていたようで、全身が熱かった。ゆっくりと深呼吸を繰り返し、息を整える。

　──なんだ、これは？

　起きてしまえば、夢の内容は霧む散さんしてしまった。それでも断片的に覚えているのは、昨日出会った石守の姿と、その芳かぐわしい汗の香りだった。

　──って、汗を嗅かぐとか変態か僕は。

　何故自分はこうも、石守のことを考えているのだろうか。巽は疑問に思うと同時に、夢の中で覚えた感情に蓋ふたをする。

　けれど再び眠れる気がしなくて、仕方なく起きて予習を始めるのだった。

　そんなことをしていたせいで、朝から寝不足で調子が悪い巽を見た涼に心配されたが、平気だと言い張って登校する。新年度明けの一週間はいろいろと行事が入って忙いそがしい。

　入学式後の一週間、巽たち風紀委員は早く登校し、校門で服装チェックを行う。生徒からの不満の声も多いようだが、この行事を決めたのは巽ではないのでどうしようもない。彼らには一週間の辛しん抱ぼうだと我慢してもらうしかない。

　その他にもいろいろとあるので、あまり休むわけにはいかないのだ。それに寝不足の理由を、涼に知られたくない。

　この巽の言い分を聞いた涼からは、「高校生のくせにサラリーマンみたいなことを言うな」と呆れ顔で叱しかられた。

　朝の校門チェックを終えると、教室の自分の席に座り深く息を吐く。

　──なんだか、朝から疲れたな……。

　疲れの原因は、寝不足だけではない。

　校門チェックの最中に石守の姿を見た時、夢の続きを見ているような錯さつ覚かくに襲おそわれた。

　未いまだに身体が熱くなりそうな中、気を落ち着かせようと軽く深呼吸をしていると。

「本郷、二限目の数学の宿題見せてくれよ」

　クラスメイトの男子が寄ってきた。一年でも巽と同じクラスだった、見知った顔である。

「構かまいませんよ」

「あ、ずりぃぞ、俺おれも！」

　巽が机の上に数学のノートを出すと、他の男子も声を上げる。その男子に続いて、数人のクラスメイトが寄ってくる。巽の机には、あっという間に男子の壁ができた。

　今年のクラス替えで初めて巽と同じクラスになった生徒たちは、巽を囲む集団を遠巻きに眺めていた。

「勇気あるな……」

　彼らの口から漏れたのは感心するというよりも、物好きだという感情のこもった呟きだった。巽はいつも冷たい表情をしている、態度の厳しい風紀委員長のイメージが強い。その巽に近寄るのは気後れするのだろう。

　しかし去年同じクラスだった生徒は、親しげに巽と話している。ちょっとしたコツさえ押さえておけば、巽に邪じや険けんにされないことを学習した面々だ。

　コツとは即すなわち、巽に女性の話題をふらないことだ。真面目で潔癖症のきらいがあり、ある種女嫌いな点を注意すれば、普通の男子な上、決してノリが悪いわけでもない。

『これだけイケメンだと、しなくていい苦労があったのだろう』

　それが巽と付き合う男子たちの意見だった。

「よし、これで数学で当てられても怖くないぜ！」

　巽のノートを見て完璧な回答を仕上げた男子の一人が、ふと巽の顔を覗き込んだ。

「およ、本郷具合悪いのか？」

「ああ、いや、朝からちょっと……」

　彼の追つい及きゆうに、巽は言葉を濁にごす。

「かぁー、これだから真面目くんは！　俺ならちょっと具合悪いと思ったら、喜んで家で寝てるし！」

「ていうか、本郷、本気で顔色悪いぞ？」

　茶化し半分で怒る声に続いて、本気で心配する声がかけられる。

「そう見えますか？」

　自分で思っている以上に、ひどい顔色をしているようだ。

　──後で保健室に行って、少し寝るか……。

　だが学校に来てすぐに保健室に行っては、涼の耳に入って叱られる。巽はそう思って一限目の授業を受けたのだが、だんだんと体調が悪化してきた。

　結局一限目が終わって保健室に行ったものの、もしあの夢を見たらと思うと、ベッドに入って目を閉じるのも少し怖い。そんな風に悶もん々もんとしていたのだが、寝不足には勝てずにやがて眠りに落ちた。そして幸いなことに、妙な夢を見ることもなかった。

　巽が次に目を覚ますと、すでに昼休みになっていた。そしてベッド脇に涼がいた。保健室の先生は席を外しているらしく、室内にいるのは巽と涼だけだ。

「ほぅら、言わんこっちゃない！」

　呆れたような怒っているような顔をした涼が、教室に置いてあるはずの巽のカバンを突つきつけた。

「早退の許可はとったから、お前は昼飯食ったらもう帰れ」

「……そうします」

　巽も今度は反抗せず、大人しく涼の意見にしたがった。
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　新井先生からお礼を言われた日の夕食後、楓は幼おさな馴な染じみの女の子にメールをすることにした。入学式からのアレコレの愚ぐ痴ちを、聞いてもらいたかったのだ。

　幼馴染みの彼女は遠くに住んでいて、滅多に会うことはない。けれど昔はよく夏休みに泊まりに行っていた。最近は泊まることも減ったが、手紙やメールでの交流は続いている。なにせ彼女は、石の声が聞こえるという、楓の体質のことを理解してくれる貴重な人物だ。

　──ちょっと、変わっているところがあるけどね。

　彼女は家が代々占い師をしているという、風ふう変がわりな一族だ。そのせいで楓同様、いや、楓以上に奇妙な言動をすることがある。それでもそんな彼女に、楓はたびたび助けられた。

　入学式から面めん倒どうな先輩に目をつけられたらしいこと、早々に厄やつ介かいごとに出会ってしまったことを、長いメールの文章で伝えた直後。

　ピロリン♪

　彼女からの返信が来た。

「なになに……」

　楓がメールを見ると。

『汗とお墓はかに注意』

　そんな短い文言があった。

　──暑い日にお墓参りするなってこと？

　お盆ぼんにはまだ早すぎるが、それ以外に解読できない。

　占い師である彼女からの貴き重ちような助言だが、どうにも謎なぞだ。
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　楓かえでが幼おさな馴な染じみから謎なぞのメールをもらった翌日、午前中は身体測定である。

　──ああ、憂ゆう鬱うつだ……。

　楓はできれば休んでしまいたかったが、休む理由を両親に説明できるわけもない。仕方なく、朝食は少々控ひかえめにして出てきた。そのせいで今、楓はとてもお腹なかが空すいていた。

　一ついいことがあるとすれば、朝から本ほん郷ごうに遭そう遇ぐうしなかったことだろう。今朝の校門チェックに他の風紀委員はいたものの、本郷はいなかった。昨日の昼に早退して、今日は休んでいるらしいと、女子生徒が噂うわさをしていた。

　他人の不幸を喜ぶようだが、楓はおかげでクラスの女子に絡からまれないで済んだ。

　ホッとしている楓とは裏うら腹はらに、女子生徒たちは朝の楽しみがないと嘆なげいていた。一方男子生徒は、口うるさい風紀委員長がいなくてせいせいした、という意見が大たい半はんらしい。

　あの冷静な口く調ちようで細こま々ごまとした注意をされるのは、確かに精神的にダメージがあるだろう。女子生徒に受けがいい本郷だが、男子生徒にはあまりよく思われていないようだ。

「東とう京きようもんだって、すかしてやがる」

　そんな陰かげ口ぐちを、楓も聞いたことがある。有名人もいろいろ大変なことがあるようだ。

　午前の身体測定の結果、楓の成長期は終わったようで身長は伸びておらず、恐れていた体重も変わりはない。朝を軽めにした甲か斐いがあった。

　午前の授業が終わり、昼休みになった頃には、楓はもうお腹が空いてふらふらになっていた。飲み物を買いに売店へ向かう道を、力なくトボトボと歩く。

　──朝をちゃんと食べていればよかった。

　冷静に考えれば、よほどの大食いでなければ、朝ご飯程度でそれほど体重が増えるわけがない。通学する間にだって、カロリーは消しよう費ひされるのだ。それでもがんばってしまうのが、女子の悲しい性さがというものかもしれない。

　ようやく売店に辿たどり着つき、お茶パックを買った時。

「おやぁ、君も朝を抜いた系？」

　楓に陽気な声をかけてきた人物がいた。視し線せんを声のした方に向けると、平ひら井い先生の姿がある。彼も飲み物を買いに来たのだろうか。

「……いえ、一応食べました」

　俯うつむきがちに答えると、平井先生は眉まゆをひそめる。

「駄だ目めだよ、女の子はちゃんと食べないと」

「はぁ」

　挙あげ句くにそんな説教をもらってしまった。

　──やっぱり、平井先生は苦手だ。

　楓は自分の身体を見下ろして、ため息をついた。太っている人間に食べることを助言するなんて、デリカシーがない。

「今から、ちゃんと食べますよ」

　言い訳じみたことを言うと、楓はその場から逃にげ出した。




　そして今日の授業が終わり、放課後になる。楓が帰ろうとした時、校内放送がスピーカーから流れた。

『石いし守もり楓かえでさん、生せい徒と指し導どう室しつまで来てください』

　教室にまだ残っていた生徒が楓を見る。楓は視し線せんから逃のがれるように俯いた。

　──生徒指導室って、なんでだろう？

　楓の印象としては、生徒指導室は悪いことをした生徒が呼ばれる場所だ。自分はなにかトラブルを起こしたのだろうか？　それにスピーカーから流れたのは、本郷の声に聞こえた。

　──本郷先せん輩ぱい、朝いなかったよね？

　ともあれ、呼ばれたからには行かなくては叱しかられてしまう。楓は渋しぶ々しぶ生徒指導室へと向かった。生徒指導室は職員室の隣となりである。

「……失礼します」

　楓が生徒指導室のドアに向かって恐おそる恐おそる声をかけると、室内から「どうぞ」と応答があった。

　室内に入ると、本郷が一人でイスに座っていた。テーブルの上には、紙かみ袋ぶくろが置いてある。

「なにか、ご用でしょうか……」

『ムッチリちゃんだ！』

　楓の呼びかけに、本郷よりも早く副音声が反応した。

　──どうせ太ってるもん……。

　本日身体測定を終えたばかりの身には、副音声の呼び方が突つき刺ささる。

「まあ、座ってください」

　すでに意い気き消しよう沈ちんしている楓に、本郷は席を勧すすめる。楓は密みつ室しつで男子と二人っきりという状況に緊きん張ちようを強しいられるが、相手は女性に厳きびしい風紀委員長だと思い直し、気分を落ち着かせた。

「呼び立てたりして申し訳ない。あまりおおっぴらに話したくなかったものですから」

　楓が座ると、最初に本郷が謝った。しかし楓はその謝しや罪ざいに動どう揺ようする。

　──おおっぴらに話せない内容って、なに？

　本郷は、楓が怯おびえていることを感じ取ったようだ。

「ああ失礼、言い方が不ふ穏おんでしたね」

　そう言って、テーブルの上の紙袋を楓の方に押し出した。

「……なんです、これ？」

「先日のお祓はらいの、お礼だそうです」

　楓の疑問に、本郷が端たん的てきに答えた。

「そんな、新あら井い先生にはいいって言ったのに」

　楓は昨日の新井先生との会話を思い出す。もしかして楓が、お礼を期待しているように見えたのだろうか。

　楓が困っていると、本郷が苦笑した。

「誤ご解かいのないよう言いますと、これは新井先生からではありません」

　本郷は謎なぞなことを言った。新井先生でないならば、誰がお礼をするのだろう。楓は意味がわからず首を傾かしげる。本郷は咳せき払ばらいをして、説明を続けた。

「先日お祓いをしていただいた品物を、新井先生に贈おくった人物からのお礼の品です」

「ああ、あれプレゼントだったんですか」

　楓も納なつ得とくした。おそらくユニコーンの置物のことだろう。あれだけ他のアンティークとちょっと趣しゆ味みが違ちがったし、楓が見つけた時に新井先生は嬉しそうであった。

「自分の贈り物のせいで体調を崩くずしたと知って、大変慌あわてたようですね。それでぜひお礼をと。中身はお菓か子しです」

　贈り物の理由には納得はしたが、それをどうして本郷から手渡されるのか、楓にはいまいちわからない。

「このようなお礼の品を、生徒の前でおおっぴらに渡すわけにはいかないでしょう。ですから、僕ぼくからこっそり渡しているのです」

　本郷がそのような理り屈くつをこねてきた。

「そうなん、ですか」

　楓は理解できるような、まだわからないような気持ちである。

　生徒の視線を気にするあたり、相手は学校関係者だろうか？　だとすると、先日は見て見ぬフリをした、本郷と新井先生との関係が気になる。

　──もしかして人から預あずかったという名目で……。

「なにを考えているのかだいたい想像がつきますが、これの贈り主は僕ではありませんよ。新井先生に確認していただいても結けつ構こうです」

　どうやら楓の考えを読まれたようで、本郷が仏ぶつ頂ちよう面づらで釘くぎを刺さした。

「僕の家族が、新井先生と親しいので、その関係で新井先生にも目をかけてもらっているだけです」

「……禁断の恋とか？」

「違います」

　楓の疑ぎ惑わくを、本郷はきっぱりと否定した。やけにムキになるのも怪あやしいのだろうか。人付き合いの経験が浅い楓には、そのあたりの見み極きわめが難しい。

　とりあえずこの紙袋を自分が持って帰ればいいのだ、ということは理解できた。

「じゃあ、遠えん慮りよなくいただいていきます」

「そうしてくれると助かります」

　楓が受け取ったので、本郷もホッとした様子である。

　空気が和なごやかになったようなので、楓は朝のことを聞いてみた。

「そういえば先輩、朝いませんでしたね」

　噂になっていたように、休みではなかったのだろうか。楓の疑問に、本郷が苦笑する。一年生にまで本郷の休みが知れ渡っていることは、楓としても確かに奇き妙みような感じはする。それだけ校内の有名人だということだろう。

「少々調子を崩しまして。午後から登校したのです」

　そう言われて相手をよくよく観察してみれば、目の下に隈くまができている。寝不足なのだろうか。

「……そのまま寝ねていればいいのに」

　楓だったら午前を休んだなら、午後もそのまま休むだろう。なんとも勤きん勉べんな人物である。

「おや、心配してくれるのですか」

　本郷が目を細めて楓を見る。

「ええ、まぁ……」

　そのまま一日寝ててくれれば、本郷の顔を見ることはなかった、などとても言えない。

『ムッチリちゃんが添そい寝ねしてくれれば、元気になると思うな！』

　しかし副音声の発言で、罪ざい悪あく感かんも吹き飛んだ。どうしてこの副音声は、いちいち言うことがアレなのだろうか。内心ため息をつく楓に、本郷の方も尋たずねてきた。

「そういう石守さんこそ、なにやら具合が悪そうだと聞きましたが？」

　楓は眉をひそめた。確かに楓は午前中、お腹が空いて力が出なかった。しかしそれを具合が悪いと表現するならば、一年女子のほとんどが、今日は具合が悪かったはずである。

　──誰だれだろ、そんなこと言ったの？

　思い当たるのは、昼休みに遭遇した平井先生である。軽そうな先生だったが、まさかと思い考えを消す。

「そういうんじゃありません。ちょっとしたダイエットです」

『ダイエット！　せっかくのムッチリちゃんが！』

　楓が本当のことを暴ばく露ろすると、本郷の副音声がまたまた失礼なことを言った。ムッとした楓の内心を知らず、本郷がほんの少しだけ心配そうな表情をした。

「女性は少々ふっくらしている方が、魅み力りよく的てきだと思いますよ？」

　──どっちの声も失礼だ！

　どちらにしろ楓を太っていると言いたいのだろう。

「どうせ、私はふっくらムッチリですよ！　失礼します！」

　楓は腹立たしいのを隠かくそうともせずに立ち上がり、その勢いで生徒指導室を飛び出そうとする。

　その腕うでを、本郷が摑つかんだ。

「……ムッチリ？」

　本郷の口から、言葉が漏もれた。

　──今の、先輩が言ったんだよね？

　楓が混乱しつつ本郷を見ると、彼の眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが妖あやしくゆらめいた。

「本郷先輩？　帰りますから放してください！」

　いつもの楓にしては珍めずらしく、はっきりとした口調で言った。

「やっぱりいいね、俺の好みだ。感かん触しよくがたまんない」

「……はい？」

　今の声はどっちの声だろう。本郷の口が発している声のはずだが、副音声の口調に聞こえた。

「先輩、大丈夫ですか？」

　本郷の様子がおかしいと思い、顔を覗のぞき込む。すると本郷が楓の腕を引いた。それに抗あらがおうとして、楓は床に倒たおれ込こむ。足がイスに当たり、大きな音を立てる。

「いったぁ……」

　床で腰こしを打った楓が、思わず呻うめく。だが本郷はそんなことには構わず、あろうことか楓の上にまたがる。その上、なんと楓の胸むねに触ふれてきた。

「ああ、やっぱり柔やわらかい」

　──！！！？？？

　楓は驚おどろきすぎて声にならない。今、自分は目の前の男に、なにをされているのだ。

　──むね、胸を、触られた!!

　楓はそのようなことを、異い性せいどころか同性にだってされたことがない。衝しよう撃げきのあまり固まっている楓がなんの抵てい抗こうも示さないのをいいことに、本郷は胸をふにふにと揉もんでくる。その感触に、楓の顔は真っ赤に染そまる。

「せっ、ちょっ、やっ」

　やめさせようとようやく動いた楓が本郷の頭を叩たたくも、相手は行こう為いをやめない。むしろ楓のブレザーを脱ぬがせようとしてくる。

　──なに、今どういう状況なの!?

　冷れい静せい沈ちん着ちやくで女子に手厳しい風紀委員長のはずの本郷が、どうして急にこのような行為に及およんでいるのだろうか。混乱の極きよく致ちにある楓をよそに、本郷は首筋に顔を埋うずめてきた。

「あぅ……」

　思わず漏れた声がことのほか室内に響ひびき、楓は泣きたくなる。本郷の上着を引っ張ってみても、彼はびくともしない。それどころか、両腕をとられて頭の上に片手で拘こう束そくされてしまう。

　──どういうこと、どういうこと!?

　今楓の目の前にいるのは、本郷のはずだ。それなのに、これは一体誰なのだ？

「ムッチリちゃんは、ムッチリのままがいいんだって」

　本郷がそうささやきながら、空いている片手で器用に楓の制服のネクタイを緩ゆるめてくる。

　──本当に脱がされる!?

　思いも寄らない事態に、楓は血の気が引いてくる。それにしても、本郷のこの口調はやはり──

「あなた、副音声の方ね!?」

「ムッチリちゃんは活いきがいいな」

　楓の詰きつ問もんに、本郷の顔が間近でニヤリと笑った。
















　今まで楓が勝手にあれやこれやと副音声について妄もう想そうしてみたところで、本郷の態度は常に変わらなかった。ちょっとアレな本音を持つ真ま面じ目めな男子生徒だと思っていた本郷に、どんな変化が起こったのかわからない。冷静沈着な主音声はどこに行ったのだ。

　──ていうか、私はどうなるの!?

　驚きと恐きよう怖ふで全身が強こわ張ばっているうちに、本郷の顔が楓の首筋から胸へと下りていく。楓の下着から出ている胸の柔らかい場所を、本郷は赤い舌でペロリと舐なめた。

「んっ……」

　変な声が出てしまった楓は、息苦しさで目の前がチカチカしてくる。このままでは貞てい操そうの危き機きだ、と楓が本気で危き惧ぐした時。

「おぅい」

　そんな声と共にガラリ、と生徒指導室のドアが開いた。楓の体勢からは本郷が視し界かいを遮さえぎり、誰が開けたのかは見えない。

　──誰でもいい、助けて！

　楓が必死に助けを求め、足をジタバタさせると。

「不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうはいけないなぁ、本郷くん！」

　ガツン、と本郷が誰かに殴なぐられた。本郷はその衝撃で、楓の上に倒れ込む。そのおかげで拘束が緩み、楓は腕の自由を取り戻した。

「楓ちゃん大丈夫？」

　声の主が、楓に見える範はん囲いにやってきた。本郷を殴ったのは、なんと平井先生だった。

　殴られた本郷は当たりどころが悪かったのか、起き上がる様子もなく、楓の上でピクリとも動かない。

　──え、これって傷しよう害がい事じ件けん？

　手を下くだしたのは平井先生だが、この場合の自分の立場はどうなるのか。大混乱中の楓が様々な心配をして、そうっと本郷の顔を覗き込むと。

　──先輩、寝てる？

　本郷は、楓のお腹の上で寝ね息いきを立てて寝ていた。それを確認すると、楓の身体からだからどっと力が抜けた。

「楓ちゃん、なにがあったのか言える？」

　平井先生が本郷を楓の上からどかしつつ、質問してくる。

「副音声が主音声を乗っ取った……」

「は？」

　呆ほうけたせいで、楓は思わず本当のことを言ってしまう。平井先生が眉をひそめた。

「あ！　いえ、違う！　えっとその……」

　楓はなんとか別の言葉を絞しぼり出だそうと、慌てながら起き上がる。その時、横に寝かされている本郷の胸のあたりに、楓の手が触れた。そこには小さくて硬かたい、ゴリッとした感触がある。

　──なんか硬い？

「もしかすると」とひらめいた楓は、本郷の制服の襟えりを開いて探さぐり出す。

「やっぱりあった！」

　それはネックレスになっている、小さな黒い石だった。

『あーあ、せっかくいいところだったのに』

　その黒い石から声が聞こえた。

「あなたね、さっきのは！」

　楓が石に怒ど鳴なりつけると、黒い石は沈ちん黙もくしてしまった。

　楓には石いし神がみ様さまの力がほんの少し宿やどっているらしい。なので気合を入れて声を発すると、石の声をちょっとの間だけ、止めることができるのだ。どうやら怒りのあまりに、その力を使ってしまったようだ。

　力を使ったせいですうっと血の気が引くが、ここで倒れると余計にこじれると思い、ぐっと耐たえる。

　そんな楓に、平井先生が驚いた様子で声をかけた。

「えーと楓ちゃん？　大だい胆たんなことをするね」

　その声で楓はふと我われに返り、自分の姿を確認する。制服が乱れて胸むな元もとの下着が丸見えになり、さらにその下着の中身まで見えそうになっている。楓はその格かつ好こうのままいつのまにか本郷に馬乗りになり、彼のブレザーを剝はいでいた。

「っっ違います！　これは違うんです！」

　これではまるで、自分の方が痴ち女じよではないか。楓は血の気が引いて青白かった顔を、真っ赤にして否定する。

「若いって、すごいなぁ」

「だから違うんです！」

　なにかに感心している平井先生に、楓が重ねて言った時。

「平井先生、騒さわがしいですよ……」

　再び生徒指導室のドアが開き、今度は新井先生が顔を覗かせた。騒そう動どうが隣の職員室にまで聞こえたのかもしれない。だが、楓と本郷の様子を見てギョッとした表か情おをする。

「石守さん、どうしたの!?」

　新井先生が楓に駆かけ寄よって、ぎゅっと抱だきしめてくれる。そのぬくもりに、楓はほろりと涙なみだがこぼれた。

「新井せんせい……」

　泣き出した楓を抱きしめたまま、新井先生は強い視線で平井先生をにらみつけた。

「平井先生、よもやと思いますが、場合によっては許しませんよ？」

「いやいやお願い待って？　俺もよく状況がわからないんだって」

　平井先生が慌てて言い訳をし始める。楓はぐすぐすと鼻はなをすすりながら、それを眺ながめていた。

「とにかく、石守さんは私が連れて行きます。平井先生から本郷くんに、ちゃんと事情を聞いてください」

　新井先生が楓の制服を整えてくれた。

「さ、行きましょう」

　手を引かれて、生徒指導室を後にする。そのまま廊ろう下かを鼻をすすって歩きながら、楓は考える。

　本郷の口から副音声が出てくるまで、楓はあんなことになるという危惧を全く抱いだかなかった。本郷の豹ひよう変へんの原因はたぶんあの黒い石、副音声の源みなもとだ。

　──先輩になにがあったの？

　考え込む楓を新井先生が連れて行ったのは、国語科準じゆん備び室しつである。移動してきた頃には、楓の涙も止まっていた。

「おかえりなさい、先生」

　国語科準備室には先客の女子生徒がいて、そう声をかけられた。ストレートの黒くろ髪かみをおかっぱにした彼女は、イスに座って本を読んでいる。

「橋はし本もとさん、お茶を一杯入れてくれる？」

　新井先生が頼たのむと、女子生徒は本から顔を上げた。

「新入部員ですか、先生？」

「その有ゆう力りよく候こう補ほよ」

　女子生徒の質問に、新井先生は返事をして楓の背せ中なかをさすった。

「部活動中ですか？」

　お邪じや魔ましたのであれば申し訳ない。俯く楓を、新井先生が励はげましてくれた。

「いいのよ！　部活動っていっても同好会だし、石守さんは大事なお客さんなの！」

「そう、弱小同好会の貴き重ちようなお客人、どうぞ」

　いつのまにか女子生徒がお茶を入れてくれていた。お茶菓子にどら焼きも添そえられている。校章を見ると、二年生の先輩だ。

「……どうも」

　せっかく入れてくれたお茶を無む駄だにするのも悪い。楓は息を吹きかけて少し冷ますと一口飲んだ。温かいお茶が身に沁しみる。

「石守さん、ここには男共はいないわ。なにがあったのか言える？」

　楓が落ち着いたのを見み計はからったのか、新井先生が聞いてくる。

「……えっと」

　楓はちらりと女子生徒を見る。

「先生、どこか行ってますか？」

　楓の視線に気付いたのか、女子生徒がそんなことを言った。しかし新井先生は首を振った。

「いいえ、あなたも一いつ緒しよに聞いて。石守さん、彼女は信頼できる人だから」

　新井先生に促うながされ、楓は黙だまっておくのも苦しくて、生徒指導室での出来事を話すことにした。だが話すといっても、副音声がどうのという部分はぼかして話した。でないと楓の方が怪しまれる。

「本郷くんにも事情があるのはわかっているけど、それでも女の子を力ずくなんて、男子の風かざ上かみにも置けないわ！」

「……ほほう、本郷の事情は私も知っていますが、奴やつのその外げ道どうぶりには、相応の罰ばつをくれてやらねばなりませんね」

　新井先生は声を荒あららげて怒おこり、女子生徒は静かに怖こわいことを言う。

　──事情？

　楓は新井先生と女子生徒が口にした言葉が気になった。あの副音声以外に、本郷になにか問題があるのだろうか？　だとしたらそんな複雑な人と、安あん易いに二人っきりになった楓もいけなかったのかもしれない。

　それに楓が「ムッチリ」という石の声を拾ひろい上あげたせいで、本郷が副音声と入れ替わった可能性もある。あれだけ自己主張の激しい石だ、もっと語りたいと思ったとしても不思議はない。なにを言われても無む視しすれば、あんなことにはならなかったのかもしれない。

　楓が自分を責める気持ちに傾かたむいていると。

「かわいそうに、怖かっただろう」

　女子生徒が、楓の頭を撫なでた。

「……っふ、怖かったです～」

　楓はあの状況を思い出してまた、涙を流した。

「うんうん、怖いことを我が慢まんするのはよくない。うんと泣いておくといい」

　女子生徒は楓の頭を撫でながら、口元にどら焼きを運んでくる。楓は差し出されるままに、優しい甘さを堪たん能のうした。




　楓が家に帰った時には、夕食の時間だった。国語科準備室に長なが居いしたので、帰宅時間が遅くなったのだ。

　本郷に渡されたお菓子の紙袋は、ちゃんと持って帰ってきた。あんなことはあったものの、お菓子に罪はない。中身は煎せん餅べいの詰つめ合わせだった。両親が喜んでくれたので、捨てずに持って帰ってきて正解だった。

　夕食を終えるとすぐに、楓は神しん殿でんへ向かった。

『どうした楓、このような時刻に』

「石神様、今日すっごく変なことがあったの」

　楓は石神様に、本郷とのことを全て話した。石の声と本郷の人格が、入れ替わったようだということも。

『ふぅむ、異いなことがあるの』

「感心しないでよ石神様、私は怖かったんだから！」

　暢のん気きな石神様に、楓は文もん句くを言う。

『おおよしよし、かわいそうに』

　石神様から、ふわりと温かい空気のようなものが流れてくる。すると、楓の鬱うつ屈くつした気持ちが軽くなるのがわかる。楓の心を癒いやしてくれたらしい。さすが神様だ。

「ねえ石神様、こんなことってあるの？」

『そうさの、ないこともない』

　楓の疑問に、石神様が解説してくれた。

『古来より、己の均きん衡こうをとることを不ふ得え手てとする者が、たまにある。その者の中で、均衡を失い、消えゆこうとするものを、石が吸い取ってしまうこともまた、稀まれにある』

　石神様の言うことは難しい。一体どういうことであろうか。

「その、均衡を失って消えていくものって、なに？」

『人が心と呼ぶものだ』

　均衡──バランスがとれなくなって、消えていく心を石が吸い取る。ここまでは楓にもなんとなくわかる。だが、それがなんだというのだ。人の念を吸い取ってブツブツ呟つぶやくそのへんの石と、どう違いがあるというのか。

『なんと言えばよいか。普段楓が聞く石の念は、人の心のほんの一欠片ほどを吸い取っているに過ぎない。反面、心を吸い取るということは、心の半分、場合によっては丸ごと吸い取るということだ』

　大変な話になってきた。楓はごくりと息をのんだ。

「そんなことってあるの？」

『あることはある。が、繰り返すが稀なことよ』

　石神様でも、本郷の例は珍しいらしい。

「そんなことになったら、どうなるの」

『当然、人として在あることができなくなるであろう。言い直せば、人格崩ほう壊かいだの』

　石神様が怖いことをサラリと言う。

　楓は本郷の副音声を思い出す。礼れい儀ぎ正ただしい本郷とは真逆の、口の悪さ。石神様の言葉では、あれも本郷の人格なのだ。本来ならば、本郷の中で共きよう存ぞんしていなければならないもの。

『水清ければ魚うお棲すまずというであろう、それと同じことよ。よいか楓、人というものはの、清せい濁だく合わさった存在なのだ。清きよき心だけでも、また濁にごった心だけでも、人として在れぬ』

　楓は、石神様の言葉を神しん妙みように聞く。

『清き心と濁った心の均衡をとることができず、心を病やんでゆく者も、それなりに存在する』

　本郷も、心を病んでいるのだろうか。

『その本郷とやらが持っている石を、見てみたいの』

　石神様は静かな声でそう言った。
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　本郷巽たつみが目を覚ましたのは、夜だった。

　いつのまに帰宅したのか、自室のベッドに寝ていた巽は、目覚まし時計で時間を確認する。現在夜の七時三十分である。

　──寝てしまったのか。

　少々頭ず痛つうのする頭を抱かかえ、巽はのろのろと自室から出る。リビングでは、涼りようが酒を飲んでいた。

「おう、起きたのか」

　巽に気がついた涼が、声をかけてくる。

「なんか食うか？」

「……少しだけ。なにかありますか」

　そうお願いして、巽はダイニングテーブルに座った。

　涼があらかじめ用意していたらしく、すぐにおかゆが出てきた。ゆっくりとスプーンを口に運ぶ巽を、涼がじっと見つめる。

「お前、放課後の記き憶おくある？」

　涼はそんなことを聞いてきた。

「……放課後」

　巽はおかゆを食べながら、思い出す。石守を生徒指導室に呼んで、話をしたことは憶おぼえている。だがその先があやふやである。

「途と中ちゆうまでは憶えているのです。でも後半があまり……」

　巽の答えに、涼は大きくため息をついた。

「お前はな、あの石守って娘こに襲おそいかかったんだ」

　衝撃的な言葉に、巽は目を見開く。

「……僕が、彼女に乱らん暴ぼうを働いたんですか？」

　涼は少し思案する。

「乱暴を働くという表現は、間ま違ちがってはいないな。正確に言うならば、お前はあの娘の制服を脱がせようとしていて、胸のあたりに顔を埋うずめていた」

　巽の思考は停止した。顔に血が上るのが自分でもわかる。

「……本当ですか？」

　巽は一昨日おとといの夜に見た夢を思い出す。石守の汗の芳かぐわしさだけが記憶に残っていたが、あれを現実で求めてしまったのか。

「大マジよ。俺が殴ってやめさせたんだ、感謝しろ」

　涼が巽の正面のイスに座って、ふんぞり返った。巽はテーブルの上に顔を伏ふせる。

「なんてことを……」

「泣いているあの娘を、香か織おりちゃんが慰なぐさめながら連れて行った。お前、やらかしたな」

　やらかしたどころではない、憶えていないでは済まされない事態である。石守に合わせる顔がない。

　──犯罪、しかも婦女暴行なんて！

　果たして石守は再び自分と話をしてくれるだろうか。あのどこかおどおどとした目が、汚けがらわしいものでも見る目に変わってしまったら、立ち直れるかわからない。

　──もう、消えてしまいたい……。

　巽はそんな気持ちに支し配はいされる。

　顔を伏せたまま動かない巽に、涼が気き遣づかわしげに声をかけた。

「巽、こっちに引っ越してきて発ほつ作さは収おさまってたんだろ？　それがどうしたんだよ」

　どうした、とは巽が聞きたい。一体自分はどうしてしまったのだ。

「……父さんには」

「まだ連絡してない」

　しかし、隠かくしたままではおけないと涼は言った。

「お前が転校して二度と顔を合わせないようにすることが、あの娘のためだろうな」

　巽が沈黙していると、涼が気になることを言ってきた。

「でもよ、香織ちゃんが連れて行く前、あの娘おかしなことを言ってたな。音声がどうのとか」

「はい？」

　巽はテーブルから少し顔を上げて涼を見た。

「俺が生徒指導室に飛び込んだ時、あの娘は取り乱して叫さけぶでもなく、比ひ較かく的てき冷静だったぞ？　危あやういところだったんだから、拒きよ絶ぜつ反はん応のうを示して泣き叫んでもおかしくないのに。逆にお前の服を剝むいていた」

　涼の報告に、巽は息をのむ。

「お前がいつもしているネックレスあるだろ？　それを摑み出して、なんか怒鳴ってた」

　巽は自分の胸元を探った。そこには鎖くさりに繫つながれた、小さな黒い石がある。

「お前の発作は医者にはストレスのせいだと匙さじを投げられ、お前のあの友達にだって原因がわからなかった。だから最後の手段で、こんなところに引っ越してきたわけだが」

　巽はネックレスをぎゅっと握にぎりしめた。「助けられなくてすまない」と謝っていた友人を思い出す。

「案外あの娘は、お前の発作の原因を知っているのかもしれないぜ？」

「石守さんが……」

　絶望の中にいる巽に、小さな希望の光が灯ともった。
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　昨日の事件から一夜明け、本日は土曜日である。

　高校生になって初の週末を、楓は家に引きこもって過ごすことにした。元々インドア派の楓である、引きこもることは苦ではない。

　二日ほどのんびり過ごせば、月曜日には普通の顔をして学校へ行けるようになる、かもしれないが、なにせ昨日の今日である。楓は精神的ショックから、全く立ち直れていなかった。

　その反面、言って騒がれることの方を煩わずらわしく思った楓は、両親には昨日のことをなにも言っていない。とにかく、あの事件のことを人に話したくなかったのだ。

　──私みたいなのが先輩みたいなイケメンに襲われたとか、信じてもらえるどころか笑われちゃうよ。

　両親から自じ意い識しき過か剰じようだと馬ば鹿かにされるのが怖い。

　気分が最悪な楓は、朝あさ寝ね坊ぼうをして朝昼兼かねた食事をした後、リビングのソファに座って、テレビのバラエティ番組を見ていた。玄げん関かんチャイムが鳴っても、楓は特に気にすることなくテレビから目を離さない。

「楓、ちょっと」

「なに？　お母さん」

　リビングに入ってきて声をかける母親に、振り返らずに尋ねる。

「あなたにお客さんよ、ほら」

「……お邪魔します」

　ここ数日で聞き覚えてしまったバリトンの声に、楓はソファから立ち上がろうとしたが、前にあるローテーブルに足のすねをぶつけて、またソファに逆戻りした。

「……!!」

「だ、大丈夫ですか？」

　声にならない悲鳴を上げる楓を、心配する声の主──本郷が近寄ろうとして、思いとどまるように足を止める。

「なにしているの、ドジねぇ」

　母親が呆あきれたように笑っている。

　──お母さんひどい！

　もっと心配してくれてもいいじゃないか。それ以前に、どうして本郷を家に上げたのだ。

　──まあ、事件のことは言ってないんだけど。

　それで娘の心境を察さつしろ、というのは無理があると、自分でもわかっている。

「すみません。玄関で待つと言ったのですが」

　本郷が申し訳なさそうにしている。

「……いえ、場所を移動しましょう」

　ようやくすねの痛みが引いてきた楓は、ソファから立ち上がる。

「ええ？　今からお茶を入れようと思ったのに」

　玄関を出ようとする楓に、母親は不満そうな様子だ。本郷はイケメンである。母親はその整った顔を間近で観かん賞しようしたいのかもしれない。

「後でいいから」

　ミーハーな母親を無視して、楓は本郷の腕を摑んで引っ張って行く。

　そのまま無言で玄関から外に出て、本郷を連れて行ったのは神殿の前である。そこでようやく立ち止まった楓に、本郷は戸と惑まどうように視線を彷徨さまよわせる。

「よかったのですか？　その、二人になって」

「あそこで話をするわけにはいきませんから」

　本郷の言わんとすることは理解できる。しかし両親に事件のことを話していない以上、あそこで話をするわけにはいかないのだ。それにここは石神様のテリトリーである。あの副音声も、滅めつ多たなことはできないと思って連れてきた。

　楓は改めて本郷を観察する。休日であるため私服だ。薄うすいグレーのシャツにブルージーンズという簡かん素そな格好であるにもかかわらず、モデルのような雰囲気がある。

『楓よ、そやつが昨日申しておった男かの』

　神殿の中から石神様が声をかけてきた。だが本郷の前で、石神様と会話することは避さけたい。

「どうぞ、中へ」

　答える代わりに、本郷を神殿の中へと促す。彼は数秒躊ちゆう躇ちよしたものの、楓が扉とびらを開けたまま待っていると、諦あきらめたように入ってきた。念のため逃げやすいように、扉は開けたままにしておく。

　楓と本郷は、石神様の前に向き合って正座した。

『なるほど。きれいに正せい邪じやに分かれておる。きれいであり、歪いびつだの』

　石神様が、楓にはよくわからない感想を言った。

「本当ならば、二度と顔を合わせないことが最善であると、重じゆう々じゆう承しよう知ちしています。ですが、どうしても一度話をしたくて来ました。まずは謝罪させてください。昨日は本当にすまないことをしました」

　本郷はそう言うと、床に額ひたいがつくくらいに深々と頭を下げた。数秒そうした後、頭を上げた本郷は憔しよう悴すいした表情を見せた。ひょっとしたら寝ていないのかもしれない。だがそれを言うならば、楓だってよく眠れていない。あんなことがあった夜に熟じゆく睡すいできるほど神経が図太くない。

「しかし実は、僕は昨日のことを途中から憶えていないのです」

　心底申し訳ない様子の本郷だが、これは半なかば予想していたことだった。

「先輩は、どこまで憶えていますか？」

「確か、石守さんがダイエットをしている、と言ったあたりまではなんとなく」

　楓の記憶でも、確かにそのあたりから副音声が混じりだしたのだ。だが楓としては、できればそのダイエットのくだりも記憶から消えていてほしかった。

『楓よ、例の石が見たい』

　横の石神様からリクエストが出た。

「突然ですが先輩、ネックレスにしている石を持ってますよね」

　楓の言葉に、本郷は胸元に片手を当てた。

「外さなくて結構ですので、それを出して見せてくれませんか？」

　楓自身、奇妙なお願いをしている自覚はある。しかし本郷は素直にネックレスを出してくれた。加害者である負おい目めがあるからかもしれない。

　ネックレスについている黒い石から、副音声は聞こえない。石神様の前だからだろう。

『霊れい石せきだの』

「霊石？」

　石神様の言葉に、楓は思わず声に出して問い返した。

「これが、どうかしましたか？」

　若じやつ干かん居い心地ごこち悪そうにする本郷が、楓に尋ねる。石神様の声が聞こえない本郷には、楓が謎の反応をしたように見えたのだろう。

『かなり強い力を宿した霊石である。これならば、人格を写し取るのも頷うなずけるの。これを、こやつはどこで手に入れたのだ？』

「えっと、その石はどこで手に入れたんですか？」

　楓が石神様の疑問を通訳する。本郷は素直に答えてくれた。

「これは僕が小学生の頃、仲のいい友人がくれたものです」

　子供の頃の思い出の品であるらしい。それを肌はだ身み離はなさず持っているとは、とても大切な友人だったのかもしれない。楓がそんな想像に浸ひたっていると。

『この霊石、もう余力がないの』

「え？」

　石神様の言葉に、楓は思わず問い返した。

『現代風に言いかえるならば、容量オーバーだの。念が溢あふれておるわ』

「そうなの？　ひょっとして昨日副音声が出てきたのは、それが原因とか？」

『ありえる話だの』

　楓は本郷の胸元の黒い石を、まじまじと見る。本郷が豹ひよう変へんした理由は、やはりこれにあったようである。

『特にその男は年とし頃ごろであろう。様々に思い悩なやむ時期。霊石といえどそのような小さなナリでは、思春期の邪じや心しんを吸いきれまい』

「言われてみればそうかもね」

　霊石の大きさは、親指の爪つめ先さきくらいである。いつも聞いている石の声であれば、数回言葉を繰り返して消える程度の大きさだ。楓の経験上、小さな石に強い念は宿らないのだ。

『このままでは霊石が割れるやもしれぬ。どれ、少々喰くうておこうかの』

　石神様が、黒い石の念を少し食べたようだ。全部食べないのは、昨日言っていた「人として在れぬ」ということが関係しているのだろう。

　楓が石神様の話を頭の中で整理していると、本郷がなんともいえない表情で聞いてきた。

「あの……石守さん。一体誰と話をしているのですか？」

「あ……」

　──しまった、普通に石神様と話してた！

　しかし、今更取とり繕つくろうのも難しい。どうしようかと楓が悩んでいると。

「ひょっとして、石守さんは霊れい感かんを持っているとか、そういう類たぐいの人なのですか？」

　本郷がそのようなことを言ってきた。

　霊感という言葉に、楓は目を瞬しばたたかせる。「石の声が聞こえる」よりも、「霊感がある」の方が、表現がマイルドな気がする。

「そうなんです、実はほんのちょっとだけ、いろいろ感じるというか。神社の娘むすめだからですかねぇ……」

「そうなんですか」

　しどろもどろに説明してみせる楓に、本郷は納得した様子であった。そのことに、逆に楓の方が驚く。普通、霊感がどうのという話を信じるだろうか。

「あの、信じるんですか？」

　恐る恐る尋ねると、本郷はとりたてて構えることなく答えた。

「実はこの石をくれた奴も、そういう類の家の人間なのです」

「へー……」

　もらった石が、偶ぐう然ぜん霊石だったわけではないようである。

　楓が感心していると、本郷が意を決したように聞いてきた。

「僕にはこのようなことを尋ねる資格はないと承知していますが、それでもお聞きします。もしかしてと思いますが石守さん、君は僕の発作の原因をご存知ではありませんか？」

「……発作？」

　首を傾げると、本郷は淡たん々たんと説明した。

　本郷は幼い頃病弱で、すぐに熱を出す子供であった。このネックレスは、それを心配した友人がくれたそうだ。ネックレスのおかげか定さだかでないが、それ以来病気らしい病気には一切かからなくなった。

　しかしその後、奇妙な現象が起こるようになる。

「中学に入ってしばらくしてからですね。僕の記憶が時々飛んでいることに気付いたのは」

　最初は疲れているせいだと考えた。しかしそれが次し第だいにひどくなっていく。友人たちが、自分には記憶のない事こと柄がらについて話すようになり、だんだんと気味悪くなってきた。

「僕は記憶がない間、普段の僕ではありえない行動をしてしまうのだそうです」

「あー……」

　あの副音声は確かに、主音声の本郷とはかけ離れた性格をしている。知らない人間だと正気を失ったと思ってもおかしくはない。病院に行っても、「二重人格」と診しん断だんされそうだ。

　おそらく本郷と一緒にいた者が、無自覚に副音声の言葉をなぞって口にしてしまったのだろう。それで声を聞いてもらえたと勘かん違ちがいした副音声が、もっと話を聞いてもらおうと表に出たことで、記憶が飛んだのか。

　楓はこの推すい理りが、そう間違っていないと考える。

「君は、驚いたり怖がったりしないんですね」

　楓の薄い反応に、本郷が目を細めて楓を見る。

「え、いや、えっと……」

　副音声と入れ替わっているだけだとわかっていた、などとは言えない。本郷も自分の心が読まれているなどと知れたら、さすがに楓を嫌けん悪おするだろう。だが、上手い言い訳が思い浮かばず、楓は口元をもごもごさせるしかできない。

　──なるほど、これが新井先生が言っていた「事情」か。

　心の病やまいにかかっていることになっている本郷の扱あつかいが、慎しん重ちようなものになることも頷ける。楓としても大げさな騒ぎにならずに助かったが、昨日は警けい察さつ沙ざ汰たになってもおかしくない事態だったのだ。

　本郷はそれ以上楓を追つい及きゆうせず、先ほどまでの話を続ける。

「僕の行動をストレスが原因だと考えた父が、身内を頼って僕をこちらに引っ越させたのです」

　実際に、こちらに来てから症しよう状じようは収まっていたらしい。それが昨日、また再発してしまったのだとか。

　──まずい、ひょっとして私も関係ある？

　石神様の気配を纏まとう楓に、霊石だという石が反応して活性化したのだとしたら。楓は完全な被ひ害がい者しやとは言えなくなってくる。

「石守さんが音声がどうとか言っていたと、平井先生から聞いたのです。些さ細さいなことでもいいので、なにかご存知ではありませんか？」

　真剣な表情で、本郷が懇こん願がんしてくる。どうしようかと、楓はちらりと石神様を見た。

『力になってやるしかないの、楓』

　楓の罪悪感も、石神様にはお見通しだった。

『恨うらみや妬ねたみ、憎にくしみ、女を犯おかしたいという欲よく。そういった心を、今までその霊石が吸い取り排はい除じよしてきたのであろう。しかし成長し、霊石が吸いきれずに排除ができなくなった。それで己おのれの内に残ったものに心が混乱し、異い常じようをきたしているのだ。今の状況も、心が均衡をとろうとしているがゆえであろう』

　本郷の疑問について石神様が答えてくれた。それを、楓は懸けん命めいに通訳する。

「えっと、恨んだり憎んだり妬んだりという心とか欲を、排除できなくなったのではないでしょうか」

　石神様の言葉を、楓は若干省しよう略りやくする。女を犯すという言葉を楓の口から言うのは、とてつもなくハードルが高い。

「あのですね。今まではそういった心を、その霊石が吸い取っていたようなんです。でも霊石が一杯になっちゃったから、先輩の中でそういったものが溢れているんです。性格が変わるのも、心がバランスをとろうとしているのではないでしょうか」

「これが、そのようなことを」

　本郷が、ネックレスを摘つまみ上あげて黒い石を見つめる。にわかには信じがたいのはわかる。見た目はただの黒い石なのだ。

「それが本当だとすれば、僕はずっとこのままなのでしょうか」

　落ち込む様子を見せる本郷に、楓はまた石神様を見る。

『霊石の力を止めることは難しいが、心の均衡を取り戻す方法は一つ。己の中のもう一つの心を自覚し、受け入れることだ』

「霊石の問題は置いておくとして。自分の中の恨み妬みなんかを先輩が受け入れれば、解決するかもしれませんね」

　楓の通訳に、本郷は不満そうである。

「そのような悪い心など、持たないに越したことはないのでは？」

「えーと……」

　楓は石神様に助けを求める。

『誰でも持っている心だ。持たないように見える者は、それを隠すのが上手いだけ。決してなくなるものではない。昨日も言ったであろう、水清ければ魚棲まずだ。清く正しいだけの心は、歪なのだ』

「上手に隠せばいいことであって、なくしていいものではない、そうですよ。清く正しいだけなんて、人の心として不自然です。えー、水清ければ魚棲まず、です」

「……」

　本郷が真っ直ぐに見つめてくる視線が痛い。このまま石神様のカウンセリングを、楓の手て柄がらにしてしまうことも後ろめたい。
















「以上、神様からのお言葉を通訳させていただきました」

　なので楓は正直に暴露した。霊感があるという触れ込みならば、神様の声が聞こえてもいいだろう。いいことにしてほしい。

「……理解できました？」

　石神様の話を通訳しているだけなので、説得力に欠かけたのかもしれない。楓は不安になって、本郷に尋ねてみた。

「……少々、衝撃的な話だったので。でも、家に帰って家族と相談してみます」

「え、相談しちゃうんですか？」

　神社でおかしな話を吹き込まれたとか、家族に思われないだろうか。心配になる楓に、本郷は頷いた。

「大丈夫です。家族は僕の状態をとても心配してくれていますし、このネックレスをくれた友人のこともよく知っています。僕の症状が改かい善ぜんされるならば、喜んでくれるでしょう」

　そう本郷は言うものの、楓としては少々不安だ。

「なんというか、お大事に？」

　楓が病院の挨あい拶さつのようなことを言ってしまったちょうどその時に、母親が神殿へやってきた。

「いつまでも神殿にいないで戻りなさい。お父さんも帰ってきてるわよ」

「はぁい」

　話というか、石神様の説せつ法ぽうは終わったので、ボロが出ないうちに楓は本郷を連れて神殿の外に出た。

「本郷さんだったかしら。せっかくいらしたのだから、お茶をどうぞ」

「いえ、僕は帰り……」

「さあさあ、楓も早くいらっしゃい」

　帰りかけた本郷を、母親が強ごう引いんに家へ引っ張っていく。

「もう、お母さんったら……」

　楓は二人の後を、ゆっくりついていった。

　リビングでは、父親がすでにお茶を飲んでいた。

「やあ、君が本郷くんか」

　父親はそう声をかけて、本郷を自分の正面に座らせる。

「それで、今日は一体どんな用事で？」

　父親の質問に、本郷が姿勢を正ただした。

「ご両親にも……」

「あああ、あのねお父さん！」

　本郷の言葉に被かぶせるように、楓は大声を上げる。楓のそのような態度は珍しいので、父親は驚いた顔をした。

「どうした楓、大きな声で」

「先輩はね、そう、忘れ物を届けにきてくれたのよね。わざわざ。ありがたいよね」

　楓はしどろもどろながらも、懸命に言い繕つくろう。

「……そうですね。次の授業に困るのではと思いましたので。お節せつ介かいながら自宅にまで押しかけました」

　本郷は楓の噓うそに合わせて、そんなことを言った。

「まあそうなの？　楓ったら先輩に迷めい惑わくをかけて！　ちゃんと謝った？」

　母親はこのやり取りを信じたようで、楓に呆れた様子で言ってきた。父親は、見極めるように楓と本郷を見比べたが、結局なにも言わなかった。

　その後、両親とのおしゃべりに小一時間ほど付き合った本郷は、ようやく帰ることとなった。石段の下まで見送ろうと、楓は本郷と一緒に家を出た。

「ご両親に、言っていないんですね」

　玄関から数歩離れたところで、戸惑うように、本郷がそっと楓に聞いてきた。

「言ってないですね」

「何な故ぜ？」

　楓の答えに、本郷が間かん髪はつを容いれずに問う。副音声のせいだとわかっていたから、という理由は言えない。

「さあ、なんででしょうね？」

　楓はごまかすように笑った。

「君は、とんだお人よしだ」

　本郷の言葉は突き放すようであったが、その瞳の奥が揺ゆれていた。

　楓と本郷が家を出て境けい内だいを歩いていると、神社にお参まいりしている人影が見えた。あれは──

「新井先生？」

　楓が声をかけると、拝はい殿でんに向かって熱心に拝おがんでいた女性が振り向いた。

「あら石守さん、と本郷くん？」

　新井先生は、意外な組み合わせを見たような顔をしていた。それはそうであろう。二人の関係は、事件の犯人と被害者である。

「新井先生、お参りに来てくれたんですか？」

「ええ、神様にお礼をするなら、早くしなくちゃと思って」

　新井先生は楓ににっこり笑う。先日の話を馬鹿にせずに聞いてくれたらしい。楓はそれだけで嬉うれしい。

「そういうそちらは」

　新井先生が、本郷に視線を向けた。二人の間に緊張した空気が走り、楓は思わず息を止める。

「……図ずう々ずうしいとは思いましたが、謝罪と、ちょっと相談で」

　新井先生は本郷の言い分を聞いて、楓に話しかける。

「石守さんは、謝罪を受け入れるの？」

　新井先生の質問に、楓は頷く。

「お話を聞いて、悪意があったわけではなさそうなので。真剣に謝罪してくれましたから」

　本郷は東京でも大企業の社長令息だという。だったら頭を下げずとも、金かねで解決だってできたはずだ。けれどそれをせずに、ちゃんと頭を下げてくれた。恐らくそれが、本来の本郷の姿なのだろう。

　楓の言葉に、何故か本郷が驚く。

「許すのですか、僕を」

　そういえば、石神様のカウンセリングばかりで、許す許さないの話をしなかった。

「先輩がちゃんといろいろがんばって、もうあんなことはしないと誓ちかってくれるなら、許してもいいですよ？」

　楓は言ってしまった後で、ちょっと偉えらそうな言い方だったなと思ったが、後の祭りだ。恥ずかしくて俯いた楓の頭ず上じようで、ため息が聞こえた。

「君は、どこまでお人よしなんですか」

「なんか、すみません……」

「謝らないでください。立場が逆です」

　反射的に謝った楓に、本郷が注意する。

「ちゃんと家族と今日のことを話し合って、言われた通りに努つとめます。もうこのような愚ぐ行こうをしないように。誓いますよ」

　本郷の真しん摯しなまなざしに、楓は少しドキリとした。

「……なら、許します」

　それをごまかすように、口調がぶっきらぼうになってしまった。

　二人を見守っていた新井先生は、腰に手を当てて言った。

「ふうん。本当なら教師の私が介かい入にゆうすべき問題でしょうけど。本郷くんの事情も聞いていたし、石守さんが許すと言うのであれば、今はなにも言わないわ。ただし、今後の本郷くんの行動を監かん督とくしますからね」

　ぴしゃりとそう言い置いた新井先生は、これ以上口を挟はさまないらしい。

「新井先生にも、ご迷惑をおかけしたと聞きました。申し訳ございませんでした」

　本郷が新井先生に向かって、深々と頭を下げた。

「……いつもの本郷くんのようね。私も安心したわ」

　お参りついでにお守りを買うのだと、新井先生は立ち去った。

　それからなんとなく無言のまま、楓と本郷は石段を下りた。

　楓は並んで歩く本郷の姿を、ちらりと横目で見る。そのモデルのような立ち姿に、急に自分の格好が気になってきた。部屋着のままなので、とてもじゃないがオシャレであるとは言いがたい。

　二人は石段下の鳥とり居いで立ち止まった。

「わざわざ見送ってもらって、ありがとうございます」

「……いえ」

　それ以上、言葉が続かない。楓が無言でいることをどう考えたのか。

「言いませんから」

　本郷がそんなことを言った。

「え？」

　本郷に向き直ると、彼は真っ直ぐこちらを見ていた。

「君が僕のことをご両親に黙っていてくれたように。君が神様と会話するような人であることを、僕は学校の誰にも言いません。これも、誓います」

　今まで石の声が聞こえる楓の力のことを、友人などに話したことはない。霊感だと思われているとはいえ、そういったことを話したのは本郷が初めてだ。

「僕の言うことを、信じられないのは承知しています。信じていただけるように努めるつもりです」

　本郷の視線の強さを前にして、楓は顔を俯かせてしまう。

「……あの、私も自分のこと、初めて人に言いました。なので、どうすればいいのかわかりません」

　楓の正直な気持ちの吐と露ろを聞き、本郷は目を細めて楓を見た。

「初めてと言われると、少々ドキドキするものですね」

「そう、ですか？」

　少し視線を上げた楓に向けて、本郷は優しい笑みを見せた。

「では石守さんの初めての男として、僕も相応ふさわしくあるようにがんばらなければなりませんね」

　本郷の言葉は、しかし楓の耳には入っていなかった。

　──先輩、笑った……。

　楓は初めて見る本郷の笑みに、一いつ瞬しゆん呆ける。

　その間に、本郷は楓に軽く一礼した。

「それでは、また月曜日に」

「はっはい、月曜日に」

　そこで、本郷と別れた。
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　石いし守もり神社に出かけた日の夜、巽は東京の父親とテレビ電話で話をした。涼は気を利きかせたのか、婚こん約やく者しやの香織と食事に出かけて家にはいない。

「……というような話をされました」

『……そうか』

　巽の言葉を、父親は静かに聞いていた。

　巽は今回自分が起こした事件も、全て話した。どこからか漏れて耳に入るよりも、自分で言った方が傷きずは浅いと思ったのだ。石守に通訳された石神様の言葉も伝え、自分の内面が歪ゆがんでいるらしいと告げた。

「彼女はどうやら、僕の友人と同じ道の方らしいのです」

『お前の友人というとあの家の、そうか……』

　巽にこのネックレスを贈った人物を知っている父親が、目を閉じて考えるような仕草をした。

「彼女が言う石神様のお告げは、筋が通っていると感じました」

　巽がそう感想を述べると、父親が目を開けた。

『巽が悪を受け付けない性格になったのは、私が離り婚こんしたせいかもしれないな』

「……それは」

　父親の言葉に、巽はなにか反論しようとするが、言葉が続かない。違うとは言い切れないからだ。そんな巽の内心を知ってか、父親が続けた。

『あの女──私の妻だった女こそ、巽が嫌きらいな女の筆ひつ頭とうだろう。涼にも苦労をかけた』

　父親の懺ざん悔げに、巽は押し黙る。

　巽は臭くさい女が嫌いだ。彼女らは香こう水すいだったり化け粧しようだったりの臭においをプンプンさせている。そして父親の言う通り、巽の嫌いな香水と化粧臭い女の代表格は、あの母親だ。

　両親は見合い結けつ婚こんだったらしいのだが、母親は派手な性格で家庭的な女性とは程遠かった。金使いが荒く産んだ子供を顧かえりみない。少なくとも巽は、母親の腕に抱かれた記憶がない。

　母親の金きん銭せん問題で両親の離婚が決まったのは、巽が小学校に上がる前で、涼は高校生だった。母親がどんな問題を起こすかわかったものじゃないと危惧した涼は、監かん視しのために母親についていった。実際、父親から振り込まれる養育費を管理していたのは涼だったそうだ。

　最近はその母親が新しい男を見つけたらしく、涼も暮らしぶりを知らないとか。

　巽は家族の苦く悩のうを目の当たりにしてきたからこそ、悪い心を許せないのかもしれない。特に幼少期、どちらかと言えば母親似であった巽は、心身共に清くしていないと母親と同類になってしまうという、強きよう迫はく観かん念ねんもあった気がする。

　巽が東京から離れる決心をした時、涼は巽を呼び寄せてくれた。二人で暮らすマンションを用意してくれたのは父親だが、真っ先に救いの手を差し伸べてくれた兄には感謝している。

　そして新しい環かん境きようでの相談役として、橋本莉り奈なに引き合わされた。莉奈は香織と親しいらしく、信頼できる生徒だと言われた。

　巽が東京から引っ越して一番ホッとしたのは、学校の女子生徒に極きよく端たんに臭い連中が少ないことだ。巽の女嫌いについて話を聞いた莉奈曰いわく、東京でもそのように化粧臭い女子は特とく殊しゆなのだそうだ。どうやら巽は、その特殊な女子ばかりに囲まれていたようである。

　巽の沈黙をどう捉とらえたのか、父親は話を変えた。

『その石守神社の娘さんには、誠せい心しん誠せい意いお詫わびをしろ』

「これからも、形を変えてお詫びは続けます」

　石守は追いつめられていた巽の心を救ってくれた。だから今度は、石守が困った時に一番に手を差し伸べてあげたい。巽はそう決意した。

『そうしなさい』

　その後、父親は数秒沈黙する。

『今回のことで学校にいづらいのであれば巽、東京に戻るか？』

　父親は熟じゆつ考こうした後、そんなことを言ってきた。

「いえ、ここにいます」

　巽は間を置かずに答える。巽の答えが意外だったのか、父親は驚いた顔をする。

『そうか。お前がそう決めたのなら、そうするといい』

「はい。それではまた連絡します」

　父親とのテレビ電話は、ここで切れた。

　父親との話が終わると、巽はリビングに移動しテレビをつけた。視し聴ちよう者しやのお悩み相談番組で、コメンテーターの席に若い男が座っている。和服を着込んだ美しい彼は、巽と同い年だ。何故知っているかと言えば、引っ越して来る前の幼よう稚ち園えんからの友人だからだ。ネックレスの送り主であり、石守に話した霊感持ちの友人とは彼のことだ。

「顔だけは、いつでも見れるんですがね……」

　巽は石守にネックレスについている黒い石の話を聞いてから、すぐに連絡をとろうとした。しかし繫がらないのだ。メールも電話も「現在使われていない」と返ってくる。

　思えば東京から引っ越してすぐに送ったメールにも、返事がこなかった。忙しいのだろうと思って放っていたら、一年が経ってしまった。

「どうしますかね……」

　巽の不調の原因は明らかになったが、霊石だというネックレスの問題は解決されていない。巽の心を吸うという現象が止まったわけではないのだ。この問題を解決するには、贈り主ぬしである彼を捕つかまえるのが最善であろう。

「とりあえず、彼の実家に手紙でも送りますか」

　明日、コンビニにレターセットを買いに行こうと巽は決めた。
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　楓かえでが月曜日に登校すると、もう風紀委員による校門チェックは行われていなかった。入学後一週間だけのことだったらしい。それを男子生徒は喜び、女子生徒は朝から本ほん郷ごうの姿を見れなくなったことを嘆なげいた。

　楓はいつものように校門前でヘッドフォンを外はずす。

「おはよう、我が弱小同好会希望の星よ」

　すると背後から、芝しば居いがかった挨あい拶さつをされた。楓が驚おどろいて後ろを振り返ると、おかっぱ頭の女子生徒がいた。

「えっと、橋はし本もと先せん輩ぱい？」

　その人物は、金曜日に国語科準じゆん備び室しつにいた生徒であった。

「おお、名前を覚えていてくれたのか」

　女子生徒は喜んで、楓の手をとって握あく手しゆをする。

「だが私には同じ学校に妹がいる。だから莉り奈なと呼んでくれ」

「はあ、莉奈先輩」

　莉奈の勢いに押され気味に、楓は名前を呼んだ。

「いいね、先輩という響ひびきは！　それでは、国語科準備室で待っているぞ！」

　朝から元気に、莉奈は昇しよう降こう口ぐちへと去っていく。

「国語科準備室、なんで？」

　立ち止まってしまった楓の横を、多くの生徒が通り抜けていった。

　朝から本郷と遭そう遇ぐうすることがなかったおかげで、クラスの女子生徒から話しかけられることもなかった。そのことに楓はホッとする。

　──金曜日のことも、誰だれも知らないみたい。

　あれほどショッキングな事件である。漏もれれば学校中が、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていてもおかしくはない。なにしろ噂うわさの対象があの本郷なのだ。しかし校内はいたって平へい穏おんであった。

　──平ひら井い先生とかも、誰にも言っていないのかな？

　なんにせよ、平穏な様子に楓は安心した。




　今日から一年生も通常授業である。今まで浮き足立っていた生徒たちも、そろそろ落ち着いてくる。そして、グループが固まってくる頃でもある。だが、根が引っ込み思じ案あんな楓は、未いまだ友達らしい人はできていない。

　午前中の授業が終わり、みんなそれぞれ仲の良い者同士で集まる中、楓は一人ぼっちだ。

　──これじゃあ、中学時代の繰り返しになるかも。

　楓がため息をつきながら机の上に弁当箱を出したところで、教室のドアの方から声をかけられた。

「石いし守もり楓ちゃーん、どこー？」

　可か愛わいらしい女の子の声だった。その親しげな声音に、楓は聞き覚えがない。

　──誰だろう？

　不思議に思って振り向く。

　視し線せんの先に立っていたのは、ふわふわの癖くせっ毛けをツインテールにした、どこか愛あい嬌きようのある女の子だった。楓と目が合うと、彼女はぱっと表情を明るくして近寄ってくる。

「楓ちゃん？」

「そう、だけど……」

　どうして彼女は楓の名前を知っているのだろうか。校章を確認すると一年生のようで、他のクラスの女子らしい。

「部活に誘さそいに来たんだー、ねー行こ？」

　彼女は机の上に出していた弁当箱を片手に持つと、もう片手で楓の手を引いた。

「え、部活？」

　楓は彼女に手を引かれるままに、立ち上がってしまう。

「そう！　おねーちゃんが待ってるよ！」

　にこにこ笑顔で、彼女はどんどん楓の手を引いて歩いていく。

　強く拒きよ否ひできずにいた楓が辿たどり着いたのは、国語科準備室であった。国語科準備室で楓が思い出すのは、莉奈と新あら井い先生だけである。

　彼女は躊ちゆう躇ちよなくドアを開ける。

「おねーちゃん、ちゃんと一いつ緒しよに来たよ！」

「よし、よくやった寧ね々ね」

　元気のいい声に、応答があった。

「あ、やっぱり莉奈先輩」

　室内にいたのは莉奈であった。彼女が「おねーちゃん」と呼んでいたことから、二人は姉妹なのだろう。そう思って二人を見比べると、目元がよく似ている。

「さぁ、お座り。お茶も準備してあるとも」

　莉奈が先生が使うのであろうキャスターイスを楓に勧すすめてくる。

「ほらほら、一緒にランチしよ？」

　寧々にも肩かたを押され、楓は二人に半なかば強引に座らされる。そして目の前の机に楓の弁当箱と、お茶の入った湯のみが置かれた。室内には四つ席があり、楓の前に莉奈と寧々が並んで座る。

「さて、揃そろったところで会かい合ごうを始めるとしよう」

　えっへん、と莉奈が咳せき払ばらいを一つする。

「ようこそ楓、郷土歴史研究会へ」

　莉奈の隣となりで、寧々という名前らしい彼女が、パチパチと拍はく手しゆをする。

「郷土、歴史研究会、ですか？」

　楓は首を傾かしげる。先日の部活動紹介で、そのような部活があっただろうか。

　楓が疑問を口にしようとすると。

「全く、石守さんが驚いているではないですか。ちゃんと了りよう承しようをとって連れてきたのでしょうね」

　聞き覚えのあるバリトンの声が、楓の耳に入ってきた。開けっ放しのドアの向こうに、コンビニの白い袋を手にさげた本郷が立っている。

「……本郷、先輩」

『ムッチリちゃん発見！』

　驚く楓に反応した副音声も、今日は通常モードだ。

　どうしてここに本郷がいるのだろうか。それにしても、二日前に比べて顔色がよさそうに見える。

「なんだ、名ばかり副部長。会合に顔を出すとは珍めずらしい」

　莉奈が眉まゆ根ねを寄せて、本郷に険けんのある態度をとる。だが本郷がいる理由が判明した。彼も部員であるらしい。

「名ばかり副部長でも、本年度初会合には出席しようと思ったまでです」

　莉奈の嫌いや味みに構かまわず本郷が室内に入ってくると、一つだけ席の空いている楓の横に視線を向け迷うような顔をした。それを見た莉奈がしっしっと、犬いぬ猫ねこを追い払うような仕草をする。

「貴様はそこいらのパイプイスにでも座っていろ」

　これに本郷はなにも言い返さず、素直にパイプイスを用意して、楓の斜ななめ前に座った。楓と目が合うと、軽く会え釈しやくする。楓は本郷との付き合いは浅いものの、目の前にいるのは主音声の本郷だろうと判断する。

『あーあ、ムッチリちゃんの隣となりがよかった』

　副音声が残念そうに言う。楓はそれに反応してしまい、思わず隣の席を見る。準備室は狭せまい空間なので、席と席の間が近い。

　楓はできる限り副音声に反応しないように気をつけるが、主音声と副音声が入れ替わるタイミングがわからない以上、用心に越こしたことはない。なるべく近くに寄らないのが最善であろう。本郷も先ほどそれを考えて、座る場所を迷っていたのかもしれない。

　金曜日の会話からすると、本郷が東とう京きようから引っ越してきた理由について、莉奈は事情を知っていると思われた。莉奈がこの場で事件のことを糾きゆう弾だんせず、二人の間に距きよ離りを確保しているのは、双そう方ほうへの気き遣づかいであろう。

　こうやって守られているという安心感が、楓の気持ちを落ち着かせる。

　──私が変なことを言わなければ、たぶん大丈夫。

　楓は自分に言い聞かせた。

　全員が席についたところで、莉奈が一人立ち上がる。

「それでは、余計な邪魔者がいるが、郷土歴史研究会の今年度初会合を開かい催さいする」

「おー！」

　莉奈の宣せん言げんに、寧々が握にぎり拳こぶしを突つき上あげる。

「……あの、郷土歴史研究会って、部活動紹介をしていました？」

　先ほどからの疑問を、楓は恐おそる恐おそる口にした。橋本姉妹のテンションに水を差すようだが、これを聞かなければ始まらない気がした。

　この楓の疑問に答えてくれたのは、本郷だった。

「石守さんが知らなくても無理はありません。部としての人数が足りない同好会は、部活動紹介に参加させてもらえず、プリントに名前が載のるのみですからね」

　どうやら事前に配られたプリントに名前だけは載っていたらしい。楓はそこまでプリントの内容を読み込んでおらず、壇だん上じようの紹しよう介かいをボーっと眺めていただけだった。楓同様に、知らない生徒も多いのではないだろうか。

「うむ、そういう理由で部長の私に名ばかり副部長のコイツ。そして妹の寧々と希望の星たる楓で、同好会最低人数を満たしているというわけだ」

「だから、いつ石守さんの同意を得たのでしょうね……」

　莉奈の強ごう引いんさに、本郷が呆あきれるようにため息をつく。

「それは今から得るのだとも。さあ楓、我われ々われと共に活動しようではないか！」

　莉奈が少々芝居がかった言い方で、楓の手をとる。

「きっと楽しいよ？　一緒にお外に出かけて美お味いしいご飯を食べる部活だと思えばいいって」

　寧々も楓の顔を覗のぞき込こみ、弁当を食べているフォークを揺ゆらす。楓は二人を交こう互ごに見ることしかできない。

「まあ、見ての通り、そう身構えることもないかと思いますよ、石守さん」

　困っている楓に、本郷がそんなフォローをしてきた。どうやら悪い同好会ではないらしい。

　不安な点を挙げれば本郷が部員であることだが、風紀委員長の本郷は主音声であれば、頼りになる人物であると思えた。それに本郷は多た忙ぼうだと聞く。先ほども名ばかり副部長と揶や揄ゆされていたくらいだ。きっと滅めつ多たに部活に顔を出さないに違ちがいない。

　──だったら、問題ないかな？

　楓は中学ではできなかった部活をしてみたかったので、多少の問題点は甘く見積もる。

「えと、じゃあ、よろしく？」

　楓が了承の言葉を言うと、橋本姉妹が拍手をした。

「ではさっそくこの紙に氏名の記入をよろしく」

　莉奈が素早く入部届を出してきた。それに楓が記入すると、莉奈が大切そうにポケットにしまう。

「よし、これで今年も同好会成立だ！」

「わーい！」

　橋本姉妹が再び拍手する。

　ここでようやく、楓は弁当に口をつけることができた。その後は四人で弁当を食べながら、雑ざつ談だんタイムだ。

「新入部員歓かん迎げいの意味もこめて、今週末にでもどこか近場へ行きたいところだな」

「おねーちゃんあそこは？　ナントカ古こ墳ふんってあるじゃん。あそこ行った後で、みんなでお好み焼き食べようよ」

　今後の活動について口にする莉奈に、寧々が提案をする。

「君の中の古墳とお好み焼きの優ゆう先せん順位はさておき、適度に近くて適度に古い場所ですね」

　本郷がコンビニのサンドイッチを食べながら、コメントする。

「……古墳」

　古墳とは大昔の偉えらい人のお墓はかである。実は楓はお墓が苦手だ。石の声のこともあるが、そもそもそういったオカルト系の事じ象しようが苦手なのだ。

　神社の娘むすめのくせにと言われたこともあるが、神社の娘だからオカルトに耐たい性せいがあるという考え方は、差別だと思う。それにお墓というと、最近なにやら気にかけた覚えがあるのだが、それが思い出せない。

　──やだなぁ、幽ゆう霊れいとか出る場所に行くのって。

　楓が一人暗くなって俯うつむいていると。

「気乗りしませんか？　石守さん」

　それに気付いた本郷が、声をかけてきた。

「いえ、古墳って、お墓だなぁ、とか思って」

　慌あわててなにか言い訳しようとするが、変な言い方になってしまう。

「墓かと言われればそうだろうが、あれはどちらかといえば遺い跡せきのカテゴリだぞ？」

　莉奈が首を傾げて、楓の考えを訂てい正せいしてくる。

「そうそう、言われなければ変な形をした野のっ原ぱらだよね」

　寧々が古墳に若じやつ干かん失礼な言い方をする。しかしそのおかげで、楓は苦手意識が薄うすらいだ気がした。

「それもそうですね。古墳、楽しみです」

　楓が笑う様子を、本郷は目を細めて見ていた。

　今週末の活動が決まったところで、国語科準備室に顔を見せた人物がいた。

「みんなやってるわね」

　そう言って顔を出した新井先生は室内に入ると、空いていた楓の隣の席に座った。

「先生、今年も無事に同好会として認められそうです」

　莉奈が新井先生に喜びの報告を行う。

「まあおめでとう。じゃあこれは、私からのお祝いね」

　新井先生が国語科準備室にある小型冷れい蔵ぞう庫こから、冷えたプリンを取り出した。数は五つある。

「みんなで食べましょう」

「わーい！」

　新井先生が勧めると、寧々が喜んでプリンを受け取り、みんなに回す。

「おや、僕ぼくの分もあるのですか」

　自分の前にもプリンが置かれたことに、本郷が驚く。自分の分が用意されているのが意外だったらしい。

「ふふ、もちろんよ副部長さん」

　新井先生が微笑ほほえんだ。ギスギスした空気にならなかったことに、楓はホッとする。莉奈のあの態度は、やはり楓のためのちょっとした牽けん制せいだったのだろう。なんといっても事件から、三日しか経っていないのだ。

「石守さんには改めまして、顧こ問もんの新井よ、よろしくね」

「はいっ、こちらこそ」

　改めて自己紹介をしてくれた新井先生に、楓は小さく頭を下げる。

「それで、どこに行くことになったの？」

　新井先生が、先ほどまでの話し合いの結果を聞いてきた。

「公園にある古墳はどうかと、話をしていたところです」

　新井先生の質問に、本郷が答えた。

「そして、帰りにみんなでお好み焼きを食べる！」

　寧々が手を上げて発言した。

「まあ、いいプランね」

　新井先生が、賛さん成せいするように手を叩く。どうやら、週末の活動は古墳巡めぐりで決定のようだ。

　弁当を食べ終わった後、みんなでプリンを食べる。楓はプリンを口に入れながら、ちらりと本郷を見た。本郷が静かにプリンを食べる姿は、似合っているような、アンバランスなような、奇き妙みような感じがする。それにしても。

「意外だ……」

「なにがですか？」

　楓の呟つぶやきを拾ひろってしまったようで、本郷が視線を向けてくる。聞こえるとは思っていなかった楓は、見られると恥はずかしくなって頰ほおを赤く染そめる。

「なにかわからないことでもありましたか」

　本郷にもう一度催さい促そくするように尋たずねられ、楓は渋しぶ々しぶ口を開く。

「本郷先輩は、なんていうかもっと大きいというか、有名な部活に入っているかと思って」

　すごく失礼なことを言っている自覚のある楓は、プリンを食べるフリをして俯いた。

「ああ、それですか」

　本郷は苦笑して、隠かくすことではないと説明してくれた。

「中学までは弓きゆう道どうをやっていたのですが、高校入学を機にこちらに引っ越してからはやっていません」

　どうやら本郷は元々弓道部だったらしい。それを聞くと納なつ得とくできる。きっと中学時代、弓道着が似合う美少年だったのだろう。

「弓道部に、誘われはしたのだろう？」

　莉奈が本郷に問いかけると、微かすかに頷うなずいた。

「高校ではのんびりと過ごそうと決めていたもので。しかし弓道に嫌いや気けが差したわけでもありません。近くに弓道場があるとは聞いているので、一度行ってみようと思いはするのですがね」

　本郷の言葉に、楓は「あ」と声を上げた。

「……それ、たぶんうちの神社です」

「そうなのですか？」

　本郷が驚いたように楓を見た。

「まあ偶ぐう然ぜんね！　でも神社といえば、破は魔ま矢やですものね。弓道とは縁えんがあるのかしらね」

　新井先生が訳知り顔で頷いている。

「そうみたいですね。祖父も父も、弓道をやってましたから」

「……あの神社に、そんな場所があったんですか？」

　本郷は石守神社の小さな境けい内だいを思い返しているようだ。

「気付かなくても無理ないです。神社の敷しき地ちの一番奥おくですから」

　木々に隠された静かな場所は、外からは見えにくくなっているのだ。

「そうですか。一度、伺うかがってみたいですね」

「はい、ぜひどうぞ」

　本郷のそれは社交辞令だろうが、楓はそう答えておいた。




　それから毎日、楓は昼食を国語科準備室で食べるようになった。莉奈や寧々と一緒に昼食を食べるのは、ことのほか楽しいものである。

　だが一つ計算違いなのは、昼食時に本郷が時折顔を出すことだ。本郷は昼休みには基本、風紀委員や生徒会の集まりに顔を出さなくてはならないらしく、そのあたりの本郷のスケジュールは、莉奈が詳くわしい。何な故ぜかといえば、莉奈は本郷と同じクラスなのだそうだ。

　けれどもなんの集まりもない時は、コンビニ袋を持ってふらりと顔を出す。

　──なんでここに来るんだろう？

　本郷は楓と違って、きっと昼食を一緒に食べるクラスメイトはたくさんいるだろうに。

　そんな本郷について、莉奈は自信満々に言った。

「正義の鉄てつ槌ついを下してやったので、楓の敵かたきはとったぞ」

　莉奈は一体なにをしたのか。知りたいような知りたくないような、微び妙みような心しん境きようである。

　だがあれ以来楓の前で、本郷の副音声が主音声と入れ替わることはなかった。楓自身も気をつけているが、主音声の本郷は基本紳しん士し的てきであり、楓との距離をちゃんととってくれる。

　石いし神がみ様さまが霊れい石せきの念を減らしてくれたことも、効いているのかもしれない。なので楓はだんだんと、本郷の前で身構えるのが心苦しくなっていた。

　──きっとこれも、先輩の努力の成果でもあるよね。

　楓は自分に言い訳をしながら、本郷と交流するのだった。

　そんな楓は今日も橋本姉妹と一緒に弁当を食べていた。いつも誘いに来てくれる寧々に、楓は疑問を投げかけた。

「寧々ちゃん、クラスで食べなくていいの？」

　寂さびしい事実だが、楓はクラスで一緒に昼食を食べる友人などいない。けれども寧々みたいに明るい女子ならば、クラスで仲の良い友人が待っていたりしないのだろうか。

　楓の疑問に、寧々は笑っていた。

「私ねー、集団で群れるのって苦手なの。中学までいじめられっ子だったし」

　あっけらかんとした口く調ちようで話す寧々に、楓が逆に驚いた。

「そうなの!?」

　こんなに明るくて可愛らしいのに、人は見かけによらないものだ。

「そんなひどいものじゃなかったんだけどね。なんていうか、人に言わせれば、私って空気が読めないらしいのね」

　元々人付き合いの少ない楓は、空気を読むということの感覚がわからない。だがそれが、寧々のいじめの原因だという。

「寧々は決してデリカシーがないわけじゃない。だが、寧々のペースで付き合えない人間からすると、気が利きかないという言葉が出てくるわけだ」

　莉奈が慰なぐさめるように寧々の頭を撫なでる。気が利かないというのも、個人の感覚によって左右されるものではないか、と楓は首を傾げる。

「あー、そういう楓ちゃんって、私好きだなぁ」

　いじめる側の感覚を、いまいち理解できない楓を、寧々がぎゅっと抱だきしめてきた。

「だったら無理に大きな集団に属ぞくする必要もなかろう。そう思って、この部活に誘ったのだ」

「それに私、オカルトものが大好きだしね！」

　莉奈の話に、寧々がぐっと拳を突き出した。

「……そうなんだ」

　これに楓は少々引き気味になる。どうやら寧々は、楓とは真逆の趣しゆ味みらしい。




　週末になり、郷土歴史研究会のメンバーで古墳に出かける日がやってきた。古墳のある公園にはバスで向かうので、駅前のバス停に集合することになっている。

　楓が十五分前にバス停に到とう着ちやくすると、そこにはすでに本郷が待っていた。

　一人で立っている本郷を、通りすがりの女子たちがチラチラと見ている。それも無理もないことで、小さめのバッグを肩かたからさげて、街がい灯とうに背を預あずけて立っている本郷は、まるでモデルみたいであった。

　──どうしよう、すごく近付きたくない。

　あんなに目立つ人物の近くに行くなんて、楓には抵てい抗こうがある。しかし楓の姿を発見した本郷が、こちらに軽く手を振ふった。

　見つかってしまっては隠れることもできず、楓は渋々本郷に近付いた。先ほどの女子たちが、すごい目つきでこちらを見ているのがわかる。

「おはようございます。早いですね本郷先輩」

『おはよう、ムッチリちゃん！』

　本郷に挨拶をして軽く頭を下げると、主音声よりも早く、副音声が挨拶をした。

　楓はもうこのムッチリちゃんという呼び名を諦あきらめた。ちょっと変わったあだ名だと思うことにする。本郷のためにも、流してしまうのが一番だ。

「おはようございます。早いといっても、僕も五分前に来たばかりです。石守さんは、今日もそのヘッドフォンをしているのですね」

　本郷の視線が、楓の大きなヘッドフォンに向かう。話をするのにつけっぱなしも失礼だろうと、楓はヘッドフォンをとる。

「……これをしていると、落ち着くんです」

　楓は身軽なようにと、小さめのリュックを背負っただけだ。外したヘッドフォンを仕し舞まえる場所がないため、首にかけておく。

　ヘッドフォンをいじる楓を眺ながめていた本郷は、なにかに気付いたらしい。

「もしかして、アレが原因ですか？」

「アレ、そう、それです」

　本郷が言葉を濁にごして伝えたことに、楓は頷く。本郷は霊れい的てきなものが聞こえると思ったのだろうが、石の声が聞こえるのと大たい差さはないだろう。

「ならば、ヘッドフォンをとれというのは、酷こくなことだったのですね」

　入学式の日のやり取りを思い出したのか、本郷が苦い顔をする。

「仕方ないです、校則ですから」

　楓も苦笑いする。

　すると本郷がすっと楓に近寄り、首にかかるヘッドフォンを手にとった。思わずビクリと背せ筋すじを震ふるわせた楓の耳に、本郷はヘッドフォンを当てる。

「……先輩？」

　楓はヘッドフォンをずらして問いかける。

「全員が揃うまで、つけていればいいでしょう。なにかあったら知らせますよ」

　本郷の親切を、断るのは躊躇ためらわれた。

「……じゃあ、お願いします」

「はい、お願いされました」

　本郷がニコリと笑う。

　──先輩が笑った！

　不意打ちのような本郷の二度目の笑顔に、楓はドキリとする。それから楓は無言で、本郷に一歩近付いた距離で立っていた。

　その五分後。

「やあ諸君、おはよう」

　橋本姉妹と新井先生がやってきた。楓は再びヘッドフォンを外して首にかける。

「楓ちゃんの私服可愛いー♪」

　寧々が走ってきて、楓の服ふく装そうチェックをする。

「そ、そうかな」

「うん、楓ちゃんらしい」

　実は楓は昨日の夜、今日の服装について小一時間悩なやんだ。普段私服に無む頓とん着ちやくだったのだが、タンスの中身をひっくり返したほどだ。

　──褒ほめられると嬉うれしい。

　楓が思わず笑顔になると。

『その服、胸が強調されてていいね～♪』

　副音声のそんな感想が聞こえた。楓は思わず本郷を見上げる。

　楓の今日の服装は、薄うすい水色のチュニックにベージュのパンツ、上から濃こい緑みどりのパーカーを羽は織おっている格好である。チュニックは胸むねの下で緩ゆるく紐ひもで縛しばってあり、確かに胸の形がはっきりとわかると言えるかもしれない。でもこれのおかげで、少しはスリムに見えるのだ。

　──でもなんか、すごい恥ずかしい！

　胸元を隠すべきか、いやそれだと自じ意い識しき過か剰じように見えるのでは、と楓がアワアワと挙きよ動どう不ふ審しんに陥おちいっていると。

「どうかしましたか？」

　楓に見られた気配を感じたらしい本郷が、首を傾げている。

「いえっ、なんでもないですっ」

　楓は顔を横にぶんぶんと振って否定する。力一杯振りすぎて、ちょっと立ちくらみを起こした。

「貴様がどうせ、いやらしい目で楓を見ていたのだろう」

　莉奈がそう言って楓と本郷の間に立ちはだかる。

「いやらしいとはなんですか。春らしい格好だなとは思いましたが」

　本郷はとても不本意そうだ。だが楓はこれ幸いと莉奈の後ろに隠れ、本郷の視線から逃のがれることに成功した。

　それにしても副音声、胸が好きすぎではないだろうか。

　──ということは、本郷先輩も胸が好きということに……やめよう、ここで考えることじゃないよね。

「おしゃべりはそれくらいにね。バスが来たわ」

　新井先生が微妙な空気をまとめてくれた。

　その後、楓はまともに本郷の顔が見られなくなり、バスに乗るまで終始俯く羽は目めになる。

　バスに揺られること十五分ほどで、目的地に到着した。

　バス停の前は小高い山になっている。この山の頂上付近が公園で、そこに古墳があるのだ。道路も整備されており、ちょっとしたハイキングコースなのだ。

「普段の運動不足解消にもってこいね」

「お天気もいいしねー」

　ハイキングコースの入り口で、新井先生と寧々が楽しそうにしている。確かに今日は天気がいい、少し汗ばむくらいである。

「さあ、はりきって行ってみよう」

　そう言って莉奈が先頭を歩く。その後ろに寧々と新井先生が続き、最後が楓と本郷である。

「石守さん、荷物が重ければ持ちますよ」

　楓の後ろから、本郷がそう声をかけてくる。

　楓はまだ恥ずかしい気もするが、あまり引きずるのもよくない。第一本郷は悪くなく、楓が気にしすぎなのだ。

　──自意識過剰だ、私。

　反省した楓は、少し歩みを遅らせて本郷の横に並んだ。

「毎日神社の石段を上ってますから。結けつ構こう頑がん丈じようなんです、私」

「そういえば、そうでしたね」

　楓の言葉に本郷がくすりと笑った。気分が少し浮ふ上じようしてくる。

　──なんだか今日の本郷先輩、ちょっとまぶしい。

　学校での雰ふん囲い気きと少し違っていて、楓はドキドキしてしまう。

「あれから、調子はどうですか？」

　せっかくなので、楓は気になっていた本郷のその後を聞いてみた。楓たちがのんびりと歩いているので、莉奈たちとは距離が開いている。尋たずねるには絶好の機会だった。

「忠ちゆう告こくされた通り、己の中の葛かつ藤とうを受け入れるように、努力する日々です」

　答える本郷は、どこか晴れやかだった。

「嫌いやな自分も受け入れようと決めると、不思議と気持ちが楽になりました。他ならぬ神様から背中を押されたからですかね」

「そう、ですかね？」

　石神様のカウンセリングを通訳した楓としては、そう言ってもらえるとありがたい。

「少なくとも、自分を否定せずにいることでストレスが減りました」

　そう話す本郷から、初めて会った時の怖こわいと思った雰囲気は感じない。思えば出会った当初の本郷は、いつもしかめっ面つらというか、厳しい顔をしていた気がする。今日の本郷をまぶしいと思う所以ゆえんは、このあたりにあるのかもしれない。

「なら、よかったです」

　とりあえずは石神様が言っていた、人格崩ほう壊かいの危機を乗り越えたようだ。身近でそんな怖いことが現実になれば、きっと夢でうなされることだろう。自分のためにもよかったと、楓はホッとする。

　そんな楓を見て、本郷がにこりと微笑んだ。

「そうだ、先ほどは茶化されましたが。石守さんのその格好、とても魅み力りよく的てきですよ」

「……え？」

　一いつ瞬しゆんなにを言われたのかわからず、楓は呆ほうける。そんな楓に、本郷が続けて言う。

「とても柔やわらかそうで、好みです」

　──今のは、どっち？

　副音声ではなく、明らかに本郷が喋しやべった。しかし、あのお堅かたいイメージの本郷がこんなことを言うなんて。

　本郷も言葉にした後で、驚いたように手を口にやる。

「いや、すみません変なことを言いました。そう、柔らかいというのはなんていうか、優しそうで好ましいというニュアンスのことを言いたかったのです」

　しどろもどろで言い訳をする本郷というのも、非常に珍しいのではないだろうか。この様子からすると、先ほどの言葉は意識せずに、口からすべり出たものだったようだ。ひょっとして、副音声と主音声の意見が一致したのだろうか。

　それに、柔らかいという言い方にもいろいろあるだろう。

　──お餅もちみたいにふっくらしているという意味かもね。

　それなら楓も納得だ。やはりバスに乗る前は、自意識過剰だったらしい。

　その後も楓は、本郷と他た愛わいない話をしながら歩く。主に学校生活のことを聞かれるが、クラスに馴な染じめていない楓に話せることは少ない。言葉に詰まると、「まだ高校生活は始まったばかりですしね」と励まされた。

　それにしても身内以外の男性とこれほど会話が続くとは、先日のカウンセリングは除じよ外がいするとして、過去を思い返しても新しん記き録ろくではなかろうか。本郷が楓の秘ひ密みつを一部知っているとはいえ、接近しても居い心地ごこちの悪さを感じない。

　──きっと先輩が会話上手なんだね。

　イケメンは、会話スキルも高いのだ。

　そんなことを思いながら歩いていると、ようやく公園がある山頂付近に到着した。

「着いたー！」

「涼しいな」

　前方で寧々と莉奈が、深呼吸をしている。ここで一同は小休止をとることにした。

「今日はあっついねー」

「だね」

　楓は寧々と並んで座り、持ってきたお菓か子しを交こう換かんすることにした。友人とのこんな些さ細さいなやり取りも、とても楽しい。

「そんなに高い山じゃないのに、景け色しきいいねー」

「ほんとだ、見晴らしがいいね」

　座った場所から見える街の広がりに、楓は寧々と二人で歓かん声せいを上げる。

「古墳って、こんな景色のいい場所にあるんだね」

　楓がそんな感想を抱いだくと、新井先生が楓の横に座る。

「それは逆よ、石守さん。景色がいいから、ここに古墳を作ったんじゃないかしら」

　新井先生の言っていることの意味がよくわからず、楓は首を傾げる。

「景色のいい場所に墓を立てるのは、金持ちのステータスというわけだな」

　新井先生の言葉を補ほ足そくするように、寧々の隣で莉奈がそんなことを言う。

「なんか納得かも。今の時代でも日当たりがよかったり、ナントカビューなお墓って、超高いってテレビで言ってたもんね」

　寧々の意見に、楓もなるほどと頷いた。お墓事情などは、古代も現代も変わらないということかもしれない。

　休きゆう憩けいが終わったら、公園の案内板にしたがって、いよいよ古墳巡りである。この公園には、複数の古墳ポイントがあり、それぞれに特とく徴ちようがあるらしい。

　第一ポイントと記されている場所から、一同は順番に見ていく。古墳でも様々な種類があるという。

　今ではむき出しの岩が並んでいるだけに見えるものも、当時は最さい先せん端たんのお墓だったのかもしれないと思うと、楓はなにやら微笑ましい気持ちにすらなってくる。

「みんなと同じお墓じゃ嫌だったのかな」

「同じ人間の考えることですからね。今の僕らの感覚と、案外似ているのかもしれませんよ」

　楓の覗いている古墳を、本郷が横に立って眺める。

　楓は本郷と並んで、古墳から見える景色を楽しんでいた。他のみんなはずっと先に進んでいる。楓ののんびりしたペースに、本郷が合わせてくれているようだ。

「なんだかここに立っていると、ちょっと偉くなった気分になれますね」

　高い場所にいるだけで、気分が高こう揚ようしてくるのだから、人間とは単たん純じゆんなものだ。そう言う楓に、本郷も頷く。

「だからきっと、偉い人は高い場所が好きなんですよ」

「あは、そうかも」

　楓は本郷と二人で笑い合った。

「そうなると、一番高い場所にある古墳が、一番偉い人のものってことですかね？」

「たぶん、そういうことではないでしょうかね」

　本郷とそんな会話をし、涼しい山の空気を満まん喫きつしながら、一番高い場所にある古墳ポイントにやってきた。

「ここは一段と眺めがいいです」

「この景色をずっと見下ろしているのは、気分がいいでしょうね」

　二人で並んで立っていると。

『神よ』

　声が聞こえた。

「……え？」

　はっきりとした、地鳴りのような声だった。

『神が参られた』

『神よ、どうか……』

『神よ』

　いくつもの声が、輪りん唱しようのように広がっていく。

「え、いや……」

　楓の周りを、声が渦うず巻まく。

『神よ、救いたまえ』

「石守さん？　どうしました」

　本郷の声が聞こえ辛づらい。声に、侵しん食しよくされていく。

　──なにこれ、なにこれ！

　楓の中の石神様の力を感じ取ったのか、石の声が楓を取り囲む。

「わたしは、そんなんじゃないよ」

「石守さん、しっかり」

　本郷に腕を摑つかまれた。

『神よ、我われらに救いを』

『『『神よ！』』』

「いやっ！」

　──やめて、私は神様じゃない！

　たまらずに、楓はその場にしゃがみこむ。

　身を硬かたくして震える楓を、温かいものが包み込んだ。
















「大丈夫ですか？」

　楓の耳に、ヘッドフォンが当てられる。石の声が少し小さくなった。

「なにか、嫌なものが聞こえてしまいましたか？」

　本郷の声がヘッドフォン越しに、楓の耳の側で聞こえる。しゃがみこんだ楓を、本郷が抱きしめていた。トクトクと感じる本郷の心音に、楓はたまらない安心感を覚えた。

「……せんぱいぃ」

　泣きそうになるのを堪こらえる楓の背せ中なかを、本郷が軽く叩たたいてくれた。

「石守さんは最初から、気乗りしない様子でしたしね。怖いと言ってくれてよかったのですよ？」

「だって、こんなんだとは、思ってなかったぁ……」

　ヘッドフォン越しにも、はっきりと聞こえる神を求める声。この声から、早く離れたかった。

「ここから離れましょう。立てますか」

　その気持ちを察さつしたのか、本郷が抱きしめる腕うでを緩めて確認してきた。

「はい……あれ」

　すぐに立ち上がろうとするが、腰こしから下がふにゃりと崩くずれてしまう。数回挑ちよう戦せんするも、その都つ度ど地面に逆戻りをする羽目になる。

「うぅ、なんで？」

　楓はもう、堪えていた涙なみだが溢あふれ出してきていた。

「どうやら、腰が抜けてしまっているようですね」

　泣き出した楓の頭を本郷が撫でてくれる。

「みんなはもう先に行っています。ほら、背中に乗ってください」

　本郷が背中を向けて楓の前に跪ひざまずいた。

「……私、重いです、きっと」

　恥ずかしいのと情なさけないのとで、楓の頭の中はぐしゃぐしゃだった。

「そうだとしても、ご心配なく。これでも鍛きたえていますから」

『ムッチリちゃんはムッチリなんであって、重くはないって！』

　主音声と副音声が同時に言った。ムッチリと重いは違うらしい。泣きながら変なことに納得してしまった。

　押し問もん答どうの末、結局楓の方が折れた。

　楓は本郷の背中に乗り、首にしがみついた。本郷が楓のお尻しりを支えて、立ち上がる。

　──わ、視線が高い。

　本郷の背中から見えるいつもと違う視界に、楓の涙が引っ込んだ。

「おや、泣きやんだようですね」

　本郷が肩越しに楓を見る。すぐに泣き出してすぐに泣きやむ。まるで子供のようだ、と楓は落ち込む。

「……すみません、ご迷めい惑わくをおかけして」

「迷惑をかけたのはお互い様です。緊きん急きゆう事じ態たいとはいえ、不用意に密みつ着ちやくしてしまいました。気分が悪くならなかったですか？」

　本郷が楓を気遣うように言う。

「そんなことないです！」

　楓を心配しての行動に、心強くはあっても気持ち悪いなどと思うはずもない。

「それならよかった。では行きましょうか」

　本郷はみんながいるであろう場所に向かって歩き出した。落ちないように、楓はぎゅっと本郷にくっついた。

　──男の人に、こんなにくっついたこと、ない。

　楓の心しん臓ぞうは、ドキドキが止まらなかった。

　しばらくして楓たちは先を行くみんなと、ようやく合流した。

「楓ちゃん、どうしたの!?」

　本郷に背負われた楓の姿に、寧々が飛んできた。

「先ほど、足を滑すべらせてしまったようなのです」

　本郷が上う手まく言い訳をしてくれて、その背中で楓はホッとする。

「まあ、大変」

「大事になっていないといいが」

　新井先生と莉奈まで寄ってきた。ただ腰を抜かしただけの楓としては、身の置き所に困ってしまう。

「それほどひどくはなさそうですが、念のためおぶって来ました。そろそろ歩けそうですか？」

　背中で楓がもぞもぞしていることに気付いてくれたようだ。

「えっと、一度下ろしてもらっていいですか？」

　本郷にしゃがんでもらい、楓はゆっくりと地面に足をつける。今度はちゃんと立てた。ヘッドフォンを外しても、もうあの声は聞こえない。

「なんとか平気みたいです。先輩、ありがとうございました」

　楓は本郷に頭を下げてお礼を言う。

「無理はいけませんからね」

　本郷が少し心配そうな顔をした。

　存ぞん外がい平気そうな楓の様子に、他の三人はホッとしていた。

「よし、楓ちゃん。手を繫つないで行こう！」

「辛かったら言うのだぞ？」

　橋本姉妹に気を使われながら、楓は山を下りていく。

　──もう絶対、ここには来ない。

　楓は心の中で固く誓ちかうのだった。




　それから、みんなでお好み焼き屋まで移動することにした。寧々のリクエスト通り、そこで昼食にするのだ。

「運動した後のご飯は、格別に美味しいよねぇ」

　寧々はむしろ食事が主目的らしく、楽しそうである。

「お好み焼き、久しぶりに食べるかも」

　そんな寧々と手を繫いで、楓も笑った。

　山を下りてしばし歩くと、目的のお好み焼き屋があった。店員のおばさんが焼いてくれるスタイルだ。

　店の奥にある座ざ敷しきに上がり、全員で鉄てつ板ぱんを囲むように座る。楓は莉奈と寧々に挟はさまれる形で座った。本郷は楓の正面だ。昼食時のいつもの席順になっていた。

「自分で焼いてみる子はいるかい？」

「やるー！」

　おばさんに聞かれて、寧々が元気一杯に手を上げた。

「私も、焼こうかな」

　楓も続いて手を上げる。せっかくだから、自分で焼いて食べたかった。他の三人はお任せのようだ。

　楓は寧々と一緒に、おばさん指し導どうの下でお好み焼きを作っていく。

「お嬢ちゃんたち、上手だね」

　おばさんが三人分を器用に焼きながら、楓と寧々の焼き具合を確かめてくれた。

「やった、褒められた！」

「へへ……」

　楓は自分でも上手く焼けていると思うので、おばさんの言葉がお世辞であっても嬉しかった。

　そしてそんな二人を、感心しながら眺める人物がいた。

「二人とも、器用ですね」

　珍しいものを見るかのように、お好み焼きを焼く二人を眺めるのは、本郷だった。

「えー？　器用っていっても、混ぜて焼くだけだよ？」

「……そうだね」

　楓は寧々と二人で首を傾げる。お好み焼きは、それほど感心されるべき料理ではないだろう。焼き加減などは多少経験がいるだろうが、調理工程は単純だ。

　莉奈が声を上げて笑った。

「コイツはな、料理が壊かい滅めつ的てきに駄だ目めなのだよ」

「……」

　莉奈の言葉に、本郷が視線を明後日あさつての方向に逸そらした。

「え、本郷先輩ってば不器用さん？　意外ー！」

　寧々がビックリしたように言う。寧々と同じくらいに楓も驚いていた。本郷は見た目、なんでもそつなくやってのけるように見えるのだ。

　莉奈が、さらに笑って続ける。

「いや、コイツは器用だぞ？　美術だって図工だって裁さい縫ほうだって、たいていのことは上手くこなす。だがな、こと料理に関してだけは、その才能が逆ベクトルに働くらしい」

「へー！　完かん璧ぺき超ちよう人じんみたいな顔して、そんな弱点があるんだぁ」

　寧々の言葉に楓も激しく同意する。意外すぎる弱点である。

「調理実習でも、調理器具や茶ちや碗わんを洗う以外の作業を本郷にさせてはいけないと、去年同じクラスだった者ならばみんな知っていることだ」

　そんな話が同じクラス以外に出回っていないことが、楓には不思議に思える。本郷はあれほど、全校生徒注目の的まとであるのに。もしくはその話を聞いても、本当のことと信じられないのかもしれない。ありうる話だ。

「ああその話、確かに家庭科の先生から聞いたことあるわ。あれだけ器用な生徒なのに、不思議な現象が起こるんだって」

　新井先生にまで、ダメ押しされてしまう。

「すみませんね、家族からも、台所に絶対立つなと厳げん命めいされていますとも」

　少しだけふてくされたようにする本郷が、楓はなんだか可愛く感じられた。クスクスと笑いを漏らす楓に、本郷は恥ずかしそうな顔をした。

　そんな話で盛り上がっていると、おばさんに焼き上がりを宣言された。ようやく食事タイムである。

「あの、店員さんが焼いてくれたのも、食べてみたいです」

　莉奈か新井先生に一口もらえればいい。楓としてはそのくらいのつもりの軽い発言だったが。

「では僕のを半分にして、交換しますか？」

　予想外のことに、本郷がそう申し出た。

「……いいんですか？」

「ええ、僕も石守さんのを食べてみたいですし」

『やりぃ！　ムッチリちゃんの手料理だ！』

　副音声には悪いが、手料理というほどのものだろうか。繰り返すが、混ぜて焼いただけだ。

　それでも本郷ににっこり笑って言われては、「やっぱりいいです」とは言いにくい。楓は厚意を素直に受け取り、本郷のお好み焼きを半分もらった。代わりに自分の分も半分にして、本郷に進しん呈ていする。

「おねーちゃん、私も！」

「わかったわかった」

　橋本姉妹も、同じように半分こしていた。

　みんなにお好み焼きがいきわたったのを確認した新井先生が、食事の挨拶をする。

「それじゃあ、いただきましょう」

「「「「いただきます」」」」

　寧々と「美味しい」を言い合いながら、熱々のお好み焼きを食べている楓の横では。

「本郷お前、実は面おも白しろい男だったのだな」

「なんですか、急に」

　莉奈と本郷が会話をしていた。

「お前の表情筋はちゃんと仕事ができるのだなと、クラスメイトについて新たな発見をしたまでだ」

「……そうですか」

「まあ、滅多にないレアなものを見せてもらった気分だな」

　楽しそうな莉奈と、苦々しい顔の本郷。

　二人の不思議な会話を、楓は聞くともなしに聞いていた。




　お好み焼きを食べたら今日の活動は終わりである。

　一同は再びバスに揺られ、駅前まで戻ってきた。

「それじゃあ解散！　みんなまた月曜日にね」

　新井先生の解散宣言で、みんなは散り散りになっていく。

　とはいえ、橋本姉妹は当然同じ家に帰るのだし、本郷と新井先生の家は同じ方向である。一人帰き路ろにつこうとしていた楓を、本郷が呼び止めた。

「石守さん」

「はい？」

　なにか用事が残っていただろうか、と楓は振り返る。

「家まで送っていきますよ」

　本郷がそう言って楓に並んだ。本郷の後ろで、新井先生がにこにこ笑っていた。

「そうしてもらうといいわ。足を痛めたみたいだし、帰る途中でなにかあると心配だから」

　二人がかりで言われてしまうと、楓に断る勇気はない。なにも言えないでいると、本郷は先に歩き出した。

「あ……」

　楓は慌てて追いかける。そのまま、二人はしばらく無言で歩いていたが。

「疲れていませんか？」

　本郷が楓の体調を気遣って尋ねてきた。楓は本郷を横目で見上げる。

「……少しだけ。あの、学校の友達と休みに出かけるって、したことない、ので」

「おや、そうなのですか」

　変な言い訳をしてしまった楓に、驚いたように本郷が目を丸くする。自みずから寂さびしい私生活を暴ばく露ろした形になった楓は、それに気付いた時は遅かった。恥ずかしくて、自然俯いてしまう。

「では、今日は初体験がたくさんあったのですね。それに立ち会えた身としては、とても光栄です」

　本郷のフォローに、楓は少しだけ顔を上げ、視線を合わせた。

「あの、変なこともあったけど、とても、楽しかったです」

「僕も、楽しかったですよ」

　本郷が優しい笑みを見せた。

　楓はそれだけで、気分が浮上するのがわかる。

　──馬ば鹿かじゃないの私、先輩はきっと、みんなに優しいの！

　なんといっても王子様と呼ばれる人だ。そんな人物を相手に勘かん違ちがいなどしては、恥はじをかくのは自分である。

　その後は二人とも、また無言で歩く。でも時折本郷を見ると、目が合って軽く微笑んでくれる。楓は気の利いた会話ができない自分に落ち込みながら、それでも微笑む本郷に安心する。

　一日他人と一緒に出かけて、楽しいと思ったのは初めてだ。いつも石の声に煩わずらわされて、楽しみを見み出いだすことなどできるわけもなかった。けれど本郷は、楓が石の声をうるさいと感じ始めると、そっとヘッドフォンを当ててくれる。こんな気遣いをされたのも初めてだ。楓にとってまさに、初めて尽づくしの一日だった。

　神社の麓ふもとの鳥とり居い前まえで、楓は立ち止まった。さすがに本郷にこの石段を上らせるのは気の毒だ。

「ここでいいです。先輩、ありがとうございました」

　楓は本郷にお辞じ儀ぎをする。

「どういたしまして。ではまた、学校で」

「はい、学校で」

　挨拶をすれば、ここでお別れだ。

　石段を上る楓を見送ってくれている本郷の視線から早く逃れたくて、楓は長い階段を一気に駆かけ上がる。神社に着いた時には息も絶たえ絶だえだったが、楓はそのまま神しん殿でんへ突とつ撃げきする。

『どうした楓』

　肩で息をして床に倒たおれ込む楓に、石神様が驚きの声を上げる。

「なんでも、ない。ちょっと、走りたかった、だけ」

　楓は声を出すのも息苦しかった。

『そうか。人間そのような気分になる時もあろうな』

　なにも追つい及きゆうしない石神様がありがたい。

　そのまま息が整うのを待つと、古墳での出来事を話した。

『ふむ、そのような古い墓の主であれば、より神に近しい生であったのだろう。楓に宿る、我の気配に反応したのだな』

　石神様の解説に納得できたものの、全く気は済まなかった。

「すっごく怖かったんだから」

『よしよし、少々念をまとわりつかせておるな。きれいに喰くろうてやろう』

　楓を慰めるように、石神様が念を食べてくれた。

　少し身体が楽になった気がする楓は、思い出し笑いをする。

「でも、楽しかったよ」

『そうか、それはなによりだ』

　こうして、楓の長い一日が終わろうとしていた。

　その夜、夕食もお風呂も済ませてメールを確認していると、先日受け取った幼おさな馴な染じみからのメールが目に入った。

『汗とお墓に注意』

　墓という言葉で今浮かぶのは、今日行ったばかりの古墳だ。

「まさかお墓に注意って、あのこと!?」

　すごくわかりにくい。古墳に注意と書いてくれれば、絶対に場所の変更を要求していたのに。汗は未だに意味不明だが、きっと暑くなると言いたかったのだろう。確かに今日は暑かった。

「まあ、梓あずさちゃんの占いって、だいたい意味不明なことが多いけどね……」

　とりあえず、幼馴染みに「ひどい目にあった！」と抗こう議ぎのメールを送ることにした楓だった。
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　巽たつみが家に帰ると、涼りようがすでに帰宅していた。

「おう、お帰り」

「兄さん、いたんですか」

　巽は荷物をリビングに放り出すと、冷蔵庫から冷えたお茶を出して、コップに注ぐ。今日は予想よりもだいぶ暑かったので、喉のどが渇かわいていたらしい。巽はお茶を二杯、一気飲みする。

　リビングのソファに座る涼が、巽をじっと見ている。

「……なんですか」

　なにか言いたそうな涼の視線に、キッチン越しに尋ねる。涼がにやりと笑った。

「なぁどうだった？　楓ちゃんとのデート」

「なんですかそれは」

　茶化すような声に、巽は嫌な顔をした。

「今日は同好会のみんなで出かけたのであって、そのような行こう為いではありません」

　ぴしゃりと否定するが、まだ涼はにやにやと笑っている。

「だってよお前、去年は同好会の活動になんて、一度も顔を出さなかったくせに。名前を貸すだけだとか言って」

　涼の反はん論ろんに、巽は沈ちん黙もくする。全くその通りだからだ。

「せっかくの高校生活を、少しでも楽しもうと心を改めたまでです」

　巽はお茶を冷蔵庫に仕舞うと、ダイニングのイスに座る。

　その言い訳に、涼はなおも食い下がる。

「香か織おりちゃんから、仲良さそうな写メもらったもんね」

「はい？」

　ほれ、と涼が掲かかげるスマホに写っているのは、確かに巽と石守の姿であった。古墳を覗いて二人で笑っている瞬しゆん間かんである。

　──いつのまにこんな写真を……。

　それにしても、石守の笑顔も珍しいが、自身がこんなに笑っている顔も、我ながら珍しい。身内相手であっても表情に乏とぼしいと常つね々づね言われているのだから、香織が思わず写真を送りつけるわけである。

　巽ができるだけ笑顔を心がけたのは、石守の気持ちを和やわらげようとしたためだ。山頂での石守の態度もおかしかったが、それ以外の時でも石守は時折、煩わしそうに視線を巡らせることがあった。

　巽の東京の友人も時折そんな仕草をすることがあったので、霊れい感かん的てきな現象が起きているのかと思い、石守の防ぼう御ぎよアイテムらしいヘッドフォンを勧めるようにしていた。

　けれど笑顔を心がけたおかげで、昔は今のような仏ぶつ頂ちよう面づらではなく、ちゃんと笑っていたことを思い出した。笑わなくなったのは、発ほつ作さが起こり始めた中学生の頃からだろう。

　──今日の僕の笑顔が、強こわ張ばっていなかったらいいが……。

　巽がそんな回想に耽ふけっていると。

「基本女を視界に入れない奴やつだったお前が、女と一緒に出かけた。こんなに喜ばしいことはない。ちゃんと親父おやじにも報告しておいたとも」

　父親に話がいったと聞いて、巽はぎょっとする。なにやら事が大きくなっている。

「兄さん、恥ずかしいことをしないでください！」

「そう言うな、親父も喜んでいたぞ」

　同じ学校の女子生徒と出かけた程度で親に報告されるとは、自分はどこの幼よう稚ち園えん児じだろうかと、巽は脱だつ力りよくしてしまう。

　涼が巽の正面のイスに移動してきた。

「楓ちゃんは、いい娘こだったか？」

　にやにや笑いをやめた涼が、巽に聞いてくる。

「……裏うら表おもてのない、素直な人だと思いました」

　東京で暮らしていた時に巽を囲んでいた女たちとは、正反対な石守。

「そっか。そういう娘がお前の好みか」

「好み、というわけでは……」

　涼の言葉に、巽はドキリとする。石守に向かって「好みだ」などと言ってしまった自分は、どうかしていたと思う。まだ出会って二週間しか経過していない相手に、なにを言っているのだろう。

「じゃあ、どんなのが好みよ？」

　涼はなにを言わせたいのだろうか。しかし、なにかしら答えなければ、いつまでもしつこいだろう。

「臭くさい女性は嫌きらいです。けど、柔らかい女性は癒いやされます」

　巽の答えに、涼は微妙な顔をした。

「お前、まだそれなのか。いつまでもガキっぽい奴だな」

「放っておいてください」

　ガキっぽいという涼の指し摘てきは正しい。石神様の言葉を信じるならば、巽の情じよう緒ちよは友人にネックレスをもらった時から育っていないのだから。

「それに柔らかいっていうの、他の表現に置おき換かえた方がいいぞ」

「なんでですか？」

　巽には、何故涼がそんな顔をするのかわからない。

「柔らかいって、よくとられてもエロくさいし、悪ければデブと言われたと誤ご解かいされるぞ」

「……そうですか？」

　そういえば、自分は彼女に柔らかいとも言ったのだ。その時の彼女は固まっていた気がする。

　思えば彼女は、ダイエットをしていると言ってみたり、今日も重いと気にしてみたり、自分の体型を気にしているようだった。

　しかし彼女は細くはないが、決して太ってもいない。形容するならば、グラマーなのである。いたって女性的な身体つきともいえる。

「なに、ひょっとしてもう言っちまったとか？」

「一応弁解はしましたが、誤解を与えてしまいましたかね」

　表情を曇くもらせる巽に、涼はアドバイスをする。

「フォローは早めがいいぞ。メールアドレス交換くらいはしたんだろうな？」

「してませんよそんなこと」

　緊急に連絡をとらねばならない用件もないのに、メールアドレスを尋ねるなど不自然極きわまりない。そう主張する巽に、涼は呆れていた。

「お前、意外と不器用だな」

「すみませんね、どうせ不器用ですよ」

　今日二度目の「不器用」という言葉に、巽は顔をしかめる。

　──でも、石守さんは料理の手て際ぎわがよさそうでしたね。

　他人の手料理など食べたのは、何年ぶりだったであろうか。

　思い出し笑いをする弟を、涼が楽しそうに眺めていたことに、巽は気付いていなかった。
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「本ほん郷ごう先せん輩ぱいってホント、カッコいいよねー」

「私、体育の時の先輩を見ちゃった」

「いいなー」

「クールで大人でさぁ」

「笑わないのが、またミステリアスだよねぇ」

　窓まど際ぎわに座っている女子グループの会話が聞こえてくる。

　時間は放課後、明日から春の大型連休ということもあり、クラスメイトの心は浮き足立っているようだった。あちらこちらで連休の予定を話していたりと、雑ざつ談だんを繰り広げている。

　その会話の一部を、楓かえではなんとなく聞いていた。

　──クールで大人で、笑わない人かぁ。

　学校内での本郷のイメージは、だいたいこの三つである。

　楓も教室移動中の本郷を一度見かけたことがある。クラスメイトと言葉少なに会話を交わしながら、冷たい表情で前を向いているのが印象的だった。きっとあれが本郷の普段の姿で、楓の初対面でのイメージ通りでもある。当初は近寄りがたい印象だったし、今でもちょっと緊きん張ちようしてしまう。

　しかし時折、その冷たい雰ふん囲い気きが和やわらぐことがある。

　──私が先輩の秘ひ密みつらしきことを、知っているからかな？

　そのせいで、心のガードが緩ゆるむのかもしれない。ありえることだ。先日同好会で出かけた時は、いろいろな表情を見せていた。本郷と同じクラスらしい莉り奈なも珍めずらしがっていたくらいだし、きっと表情が動く本郷はレアなのだろう。

　──みんなが知らない先輩を知っているって、ちょっと優ゆう越えつ感かんかも。

　楓は内心ニンマリ笑ってしまいそうになる。

　しかし、本郷が郷きよう土ど歴れき史し研けん究きゆう会かいに所属していることは秘密だ。

「自分で言うのもなんですが、女子に殺さつ到とうされても困ります」

　そう本人に言われたのだ。部長の莉奈も本郷目当ての入部者が増えるのは歓かん迎げいできないとかで、楓と寧ね々ねも黙だまっておくと約束している。

　そんな郷土歴史研究会だが、今日の放課後の活動は休みである。昼休みの会話によると、橋はし本もと姉妹が明日からの連休で、家族旅行に出かけるのだとか。その準じゆん備びで早く帰らなければならないらしい。

「お土産みやげ買ってくるね！」

　寧々が約束してくれた。友人から旅行土産をもらうことも、人生初かもしれない。高校に入ってからこちら、楓は人生初尽づくしだ。

　そんな楓の連休の過ごし方は、石いし守もり神社で巫み女このアルバイトである。小さな神社とはいえ、休みの日にはそこそこ参さん拝ぱい客きやくが訪おとずれるので、お守りを売るアルバイトをするのだ。どうせ予定もないことであるし、父親の頼たのみに頷うなずいてしまった。

　この話を聞いた寧々が、目をキラキラさせて申し出た。

「巫女さん姿の楓ちゃん、見たい！」

　特別珍しいものではなく、ただの白の着物と赤い袴はかま姿である。しかし巫女装しよう束ぞくを着た楓の写真をメールで送ることを、寧々に約束させられた。

　──のんびりアルバイトも、いいよね。

　入学式からこちら、楓の周囲はいまだかつてないほど慌あわただしかった。原因は主に本郷にあると言えるのだが。

　なので連休は、ゆっくりのんびり過ごすと決めていた。
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「いいね、俺の好みだ。感かん触しよくがたまんない」

「……はい？」

　驚きの表情を見せる彼女が、腕うでを引かれて床に倒たおれ込む。その上にまたがり、腕を伸ばして彼女の胸むな元もとのふくらみに触ふれる。

「ああ、やっぱり柔やわらかい」

　突とつ然ぜんのことに固まる彼女の胸むねを、さらに大だい胆たんに揉もみしだいていく。その柔らかさに夢中になる。布ぬの越ごしでなく直じかに触れたい欲求に駆かられる。

「せっ、ちょっ、やっ」

　彼女が頭を叩たたいてくる衝しよう撃げきも軽いもので、到とう底てい行こう為いを止めることなどできない。性急に彼女のブレザーを脱ぬがせると、露あらわになった白い首筋がなまめかしく映る。そこに鼻先を埋うずめて、邪じや魔まな手を搦からめ捕とってしまう。

「ムッチリちゃんは、ムッチリのままがいいんだって」

　首筋から香る、汗の匂においにさらに興こう奮ふんする。もっと堪たん能のうしたくて、彼女の制服のネクタイを緩ゆるめる。同時にシャツのボタンを外はずせば、その白い胸元と愛らしい下着がむき出しになる。

「あなた、副音声の方ね!?」

「ムッチリちゃんは活いきがいいな」

　未だ抵てい抗こうを続ける彼女の、その清せい楚そな雰囲気と裏うら腹はらに、動くことで弾はずむ胸のふくらみが己を引きつけてやまない。自然に口元に笑みを浮かべると、首筋からゆっくりと胸のふくらみまで、口付けていく。微かすかな汗の味がして、それをもっと堪能すべくペロリと舐なめた。

「んっ……」

　彼女が震ふるえた。それに気分をよくして、もっと感触を味わおうと──

　ピピピピ……！

　目覚まし時計のアラーム音で、巽たつみは目を覚ました。しかし一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのか、把は握あくできない。

　ここは、自分の家の、自分の部屋の、自分のベッドの上だ。そして今は、朝。

「……夢」

　巽はゆっくりと起き上がり、深呼吸を数回繰り返した。寝起きだというのに、息が荒あらい。

「……なんという夢を」

　夢から醒さめても、まだ興こう奮ふんが残っているのがわかる。彼女──石いし守もりの匂いや味、手に残る感触まで憶おぼえている。

「あの時のことですか……」

　放課後、自らが呼び出した石守に対して、乱らん暴ぼうを働いたという事件。自分では憶えがなかったのに、その詳しよう細さいを夢に見たのだ。

　──とりあえず、風ふ呂ろに入ろう。

　汗をかいたのもあるが、今は頭から水を被かぶりたい気分である。

　風呂場で水のシャワーを浴びた巽は、少し身体からだが冷えたことで、興奮も冷めたようだ。その後ついでに洗せん濯たくをすることにした。

　巽は洗濯機が回る音を聞きながら、パンをかじる。

　──今日は兄さんが朝から出かけていて、本当によかった。

　朝から、どんな顔をして挨あい拶さつすればいいのかわからない。

　最近の巽は、よく夢を見る。それも、記き憶おくをなくしていると思っていた時間の夢をだ。よくあるのは、暴ぼう言げんを吐はいたり、人を殴なぐったりという類たぐいの夢だった。

　石守が神様の言葉だと言っていた内容によると、巽の心は恨うらみや憎にくしみなどの心を石に吸わせて排はい除じよしていたのだという。だから夢の内容は、きっと巽の中のもう一つの心が行ったことなのだ。

　医師の言っていた「二重人格」という診しん断だんは、あながち間違ってはいなかったことになる。夢に見ることで、己おのれの心を確認しているのかもしれない。

　──だとしても、これはない……！

　思春期の最中だという自覚はある。けれど、性せい欲よくというものとは縁えんがない人間だとばかり思っていた。もしかすると、一生性欲を抱いだかないかもしれないとも。

　昔、父親から病気の心配をされたが、巽は単に自身が他人より無欲で、理性が強いだけだと思っていた。けれども今思えば性的なことを汚いと思っていたのかもしれない。母親が男遊びに奔ほん放ぽうな人間だったから。

『清く正しいだけなんて、人の心として不自然です』

　巽は石守の言葉を思い出す。先日同好会で出かけた時、体調について尋たずねられた巽は、石守に強がってみせた。だが現実は、発ほつ作さの原因がわかってストレスが減ったのは本当だが、未いまだに汚い自分を認みとめられずにいる。

　──我われながら、落ち込む……。

　今日から連休だというのに、最悪の朝である。当初は図書館に行く予定だったが、到底そのような気分ではない。

　こんな時は、無心に弓を引きたくなる。

「そうだ、行ってみましょうか」

　弓を引ける場所があることを知っている今、我が慢まんすることはない。たとえ弓を引けなくても、弓道場を見るだけでも落ち着くかもしれない。

　そうと決まれば洗い終えた洗濯物を手早くベランダに干していく。

　この時点で巽は気付いていなかった。弓を引ける場所には、今日の夢の登場人物がいることに。
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　連休初日の朝、楓は境けい内だいの掃そう除じをしていた。巫女装束を着込んで、いつもはおさげにしている髪かみを後こう頭とう部ぶで一ひと括くくりにしている。

　黙もく々もくと境内を掃はいていると、石段を上ってくる人影が見えた。

　──お参りの人かな？

　楓が石段を注ちゆう視ししていると、その人影が本郷であることに気付く。

「本郷先輩、おはようございます」

「……あ」

　本郷は楓の姿を見て一瞬表情を歪ゆがませ、その後いつもの様子に戻る。

「おはようございます」

　にこやかに挨拶を返してくれたものの、一瞬の表情が気にかかってしまう。

「……先輩、体調が悪いんですか？」

　楓は本郷に尋ねる。

「え、あ、なんでしょうか」

　楓の言葉が聞こえなかったらしい。視し線せんをふらふら彷徨さまよわせ、楓の顔を見ない。なにやら挙きよ動どう不ふ審しんだ。おかしい、本郷はいつでも基本、人の目を見て話すタイプだと思っていたのだが。

　──なにか私、変かな？　巫女装束が似合ってないとか？

　自分の格好をチェックするも、着付けを間ま違ちがっているようでもない。

　困ってしまった楓に対して、本郷が慌てる。

「ああ、君は悪くないのです。全て、僕ぼくの内面の問題ですから。申し訳ありません」

　苦にが々にがしい表情で、何な故ぜか謝られた。謎なぞである。

　こんな時に副音声が聞こえると、なにかわかるのかもしれない。しかし石いし神がみ様さまのテリトリーであるので、副音声は沈ちん黙もくしていた。

「えと、先輩はお参りですか？」

　楓が改めて用向きを尋ねると、本郷は咳せき払ばらいを一つする。

「弓きゆう道どう場じようを、見てみたくなりまして」

　どうやら先日のあれは社交辞令ではなかったようである。

「お父さんに聞いてきます」

　自宅でお茶を飲んでいた父親に弓道場の使用を尋ねると、快こころよく承諾してくれた。本郷は父親に連れられて、そのまま弓道場に向かっていく。

　その間、楓とは一切視線を合わせない。

　──なんだろう、変な先輩。

　本郷を見送った楓は不思議に思いつつも、境内の掃除を続けていると、参拝客が数組やってきた。

　それから時間が過ぎて、昼前になった。

　連休初日にもかかわらず、そこそこ参拝客が訪れている。今はインターネットなどで情報が拡かく散さんされる時代である。どこかに石守神社の情報が載のっているのかもしれない。

　──がんばってお守り、作った甲か斐いがあったかも。

　石守神社の厄やく除よけお守りは、小石を洗って磨みがき、石神様の前に丸一日置いたものが入っている。石神様のありがたい力がちょっとだけ宿っているので、効果は抜ばつ群ぐんだ。小石をせっせと石神様の前に並べるのは、楓の仕事であった。

　本日は晴天で、厚手の巫女装束は少々暑苦しいくらいである。母親に夏物を出してもらうべきだったかもしれない。

「楓ー、そろそろお昼食べなさい」

「はーい」

　母親が呼んだので、楓はお守り売り場から立ち上がる。長い間座っていると、腰こしが痛くなってしまうのが難なん点てんだ。

「そうそう、ついでに先輩に声をかけてらっしゃい。お昼に誘さそうのよ」

「……はーい」

　続けて聞こえた母親の言葉に、楓は小さく返事をする。

　あれから本郷が帰った様子もなく、まだ弓道場にいると思われた。父親が道どう衣いや道具を貸していたので、弓を引いているのだろう。

　母親はイケメンな本郷を観かん賞しようしながら昼食をとるつもりのようで、そのはりきる様子に楓はげんなりしてしまう。

　仕方なく、本郷を呼びに行く。

　──いや、先輩が嫌いやなわけじゃないのよ。

　ただなんとなく気恥ずかしいだけだ。それに朝一番に妙みような反応をされたせいで、自分の巫女装束が気になる。着き崩くずれてはいないし、間違った着方もしていないはずだが、なにか変なのだろうか。

　楓が悩なやんでいると、弓道場が見えてきた。本郷はどうしているのかと、音を立てないように気をつけて弓道場を覗のぞく。

　真剣な表情で弓を引ひき絞しぼる本郷の姿が見えた。
















　──わ、すごい！

　息をのむのも気を使う、そんな緊張感がある。楓がじっと見守る中、本郷が矢を放つ。

　タァン！

　軽い音がして、矢が的の中心近くに命中する。

「すごい！」

　思わず声を出してしまった楓に、本郷がこちらを向いた。

「どうしました？」

　表情を和らげた本郷に、入っていた力が自然と抜ける。

「えと、先輩お昼ご飯、たっ食べませんか？」

　おかしな風にどもってしまった。何度か本郷と昼食を一緒に食べたことがあるとはいえ、自宅で一緒に食べるのは、何故かとても恥ずかしい。

「ああ、もうそんな時間ですか」

　足元に置いてあるスマホで時間を確認した本郷が、道具を手早くまとめて弓道場から出てきた。楓はもう一度話しかける。

「母さんが、お昼を一緒に食べるように言っています」

　図ずう々ずうしい話だと思うが、すでに母親の準備は万ばん端たんなのだ。

　本郷が困ったように眉まゆを寄せる。

「弓や道衣を借りた上、昼食までご馳ち走そうになるわけにはいきません」

　生き真ま面じ目めな本郷らしい答えが返ってきた。しかしここで本郷を逃のがしては、後で母親になにを言われるかわからない。

「気にしないでください。母さんは先輩を観賞したいんです。どうか私のためにもお願いします」

　楓は軽く頭を下げた。

「観賞、ですか」

　楓の言い方がおかしかったのか、本郷が小さく笑った。

「それは仕方ないですね。石守さんのためにも、観賞されに行きましょう」

　本郷と並んで家に向かう間、チラチラと隣を見る。道衣を着込んで弓を担かつぐ本郷は凜り々りしく見えた。

「先輩は引っ越してから今日初めて、弓を引いたんですか？」

　楓の言葉に、本郷が頷いた。

「そういうことになりますね」

「どうでした？」

　スポーツ選手のブランクがどうのという話は、テレビでもたまに聞く。この興きよう味み本ほん位いな質問に、本郷は真ま面じ目めな表情をした。楓までつられて背筋が伸びる。

「おかげさまで己との対話が進みました。今朝までの悩みがふっきれて、新たな道が開けた気分です」

「……そうなんですか？」

　本郷の言葉が抽ちゆう象しよう的てきすぎて、意味がわからない。

　首を傾かしげていると、本郷が楓の姿を眺ながめてきた。その視線が、楓を落ち着かない気分にさせる。

　──やっぱり変なのかな!?

　楓が内心オロオロしていると。

「朝は言いそびれましたが、巫女装束がお似合いですよ」

　突然本郷にそんなことを言われた。

「そう、ですか？」

　ずっと気にしていたので、思わず声が裏返る。

「ええ、橋本姉妹も見たがっていましたね」

　連休前のやり取りを思い出したのか、本郷が笑みを浮かべた。つられて楓も笑う。

「この格かつ好こうの写真をメールで送るよう、今朝も催さい促そくされました」

　楓の言葉に、本郷が少し考える仕草をする。

「よければ、撮とりましょうか？」

「え？」

　楓はなにを言われたのか理解できず、呆ほうけた顔をしてしまう。

「写真ですよ。自分で撮るよりも写りがいいですよ、きっと」

　本郷が自分のスマホを楓に向けた。

「え、ちょっと待って……」

「ほら、ポーズ」

　楓の気持ちが落ち着くよりも早く、本郷がシャッターを切ろうとする。思わずかしこまった立ち姿をとると、シャッター音が響ひびいた。

「ほら、きれいに撮れましたよ」

　本郷のスマホに、表情を強こわ張ばらせた楓が写っていた。

「送りますから、石守さんのを出してください」

　言われるままに自分の携けい帯たい電でん話わを差し出して、写真を送ってもらう。

「石守さんは、スマホではないのですね？」

　この本郷の疑問は、ことの他楓の心をえぐった。

「……買い替えても、どうせすぐ壊こわれるし」

　楓は何故か、昔から携帯電話が故こ障しようする頻ひん度どが高い。高校入学を機きにスマホ導どう入にゆうを検けん討とうしてみたのだが、店頭でいじった見本が原因不明の故障を起こしたので、すっぱりと諦あきらめた次し第だいである。

　いじける楓に、本郷が苦笑する。

「その台詞せりふ、僕の友人もよく言ってましたっけね」

「友人って、先輩にネックレスをくれた人ですか？」

　楓は目を瞬しばたたかせて尋ねる。祖父と幼おさな馴な染じみ以外で初めて聞いた、似たような体質の人の話に、楓はとても興味がある。

「ええ。彼もよく機種替えしてましたっけね」

　すごく共感できる話だ。楓はその人と苦労話を語り合いたい気分で一杯だ。

「その人と、今でも連絡を取り合っているんですか？」

　ちょっとした期待を胸に聞いてみると、本郷は眉をひそめた。

「そうしたいのですが、音信不通でして」

「は？」

　──音信不通の仲良しってどういうこと？

　疑問顔の楓に、本郷も頷いた。

「奇き妙みようでしょう？　僕もこのネックレスのことを相談したいのに、電話もメールも繫つながらずに困っているのです。今は実家に手紙を送って、返事待ちです」

「なにか、事件に巻き込まれたとかじゃないですよね？」

　楓はワイドショーのレポーターのようなことを言ってみた。もちろん、無事であるのが一番だとは思っている。

　だがこれに、本郷が真面目くさって反論した。

「それよりも、素そ行こうの悪さに頭を痛めた家族に、監かん禁きんされている線が怪あやしいですね」

　驚きの発言に、楓は一瞬間を置く。

「……素行が悪いんですか？」

　本郷の友人だというから、楓はてっきり本郷と似たタイプの人とばかり思っていた。

「より詳くわしく言うならば、女おんな癖ぐせが悪いです。常にとっかえひっかえの爛ただれた生活をしている奴やつですから」

　聞けば聞くほど、本郷と真逆の人物に思える。

　──仲良しなんだよね？

　こんな話をしていたせいで、楓は大切なことを見落としていたことに遅れて気がついた。このままでは本郷のスマホに、さっき撮った楓の写真が残ってしまう。

「先輩、写真消してください！」

「おや、何故でしょう」

　突然の楓の主張に、本郷が不思議そうな顔をする。だが楓はなおも言い募つのる。

「恥はずかしいです！　消してください！」

　楓が本郷のスマホに手を伸ばすと、本郷はスマホを持った手を上に掲かかげる。一いつ生しよう懸けん命めい背伸びしても、到底届きそうもない。

「この写真を橋本姉妹に送るのでしょう？　同じ同好会メンバーである僕には消せと言うなんて、差別ではないでしょうか」

　悲しいですねと本郷に顔を伏ふせられ、楓は一瞬戸と惑まどうが、このままではいけないと思い直す。自分だけが恥ずかしい思いをするくらいだったら──

「じゃあ、代わりに先輩の写真が欲しいです！」

「僕のですか？」

　驚く本郷に、楓は頰ほおをふくらませて訴うつたえる。

「私だけ写真を撮られるのはずるいです。先輩の写真をもらえばおあいこだと思います！　それに弓道をしている姿が、かっこよかった、です」

　楓は勢い込んで言ったものの、後半照れてしまって声が小さくなる。そして夢中になるあまり、本郷と密みつ着ちやくした体勢になっていたことに今いま更さら気付く。

　──うひゃあ！

　慌てて離れようとした楓の肩かたを、何故か本郷がぎゅっと抱だいた。

「……え」

　楓のうなじのあたりに本郷の息がかかる。その感触に、楓はびくりと身体をすくませる。

「かっこよかった、ですか」

　本郷の声と大きく呼吸する音が、楓の耳の奥おくをくすぐる。

　──なに、今の、なに？

「……副音声？」

　ここは石神様のテリトリーで、副音声は出てこないはず。だったら、今のは……。

「はい？　なんですか？」

　間近にある本郷が、楓に問い返す。

「いや、えっと……」

　アワアワと混乱する楓に、本郷は肩を抱いていた腕を解いて一歩下がった。

「すみません、君が嬉うれしいことを言うものだから、つい羽は目めを外しました。どうぞ、撮ってもらって構かまいませんよ」

　弓を担ぐようにポーズをとってくれたので、我に返った楓は慌てて写真を撮る。

　本郷がなにを思って、今のような行動をとったのかわからない。けれども先に密着したのは楓だし、先日のような強ごう引いんなことをされたわけでもない。それにあの時のような話が通じない雰囲気でもなく、ちゃんとすぐに離れてくれた。

　今の楓は嫌けん悪おというより、ただただ照れくさいだけだ。学校でも人気の王子様を独どく占せんしているという、優越感もあるかもしれない。さながら偶ぐう然ぜん出くわしたアイドルと、記念写真を撮ったかのような。

　自分の中にこんなミーハー心があったとは驚おどろきだ。

　──先輩の写真、もしかして永久保存版かも。

　楓は顔を赤くして、写真の入った携帯電話を抱きしめる。後でちゃんとメモリに保存しようと心に決めた。

「さあ、行きましょうか」

　何事もなかったかのように本郷に背中を押され、楓は歩き出す。だが足元がおぼつかない。弓道場を出た時より、並んで歩く距きよ離りが近い気がする。

　──私、汗臭くさくないかな？

　先ほど密着した際、汗が臭におった気がするのだ。やっぱり夏物を出してもらうべきだった、と楓は後こう悔かいする。

　その後、本郷は石守家で昼食をとって帰って行った。

　次の日も、本郷は弓道場にやってきた。まさか本郷が日につ参さんするとは、楓も思っていなかった。

「東京の父が、僕の弓を送ってくれるそうです」

　本郷が休憩がてら、楓が座っているお守り売り場にやってきて、そう話してくれた。楓の父親に頼んで、毎週土曜日に弓道場を使わせてもらえるようになったらしい。

　──毎週、先輩がうちに来るんだ。

　嬉しいのか、恥ずかしいのか、楓はとにかく心の奥がそわそわしてしまう。

　こんな気分になるには、理由があった。

「楓さんは、今日も一日巫女さんですか？」

「……そうです」

　名前を呼ばれて、楓は頰を赤くする。

　そう、昨日から本郷が楓のことを名前で呼ぶようになったのだ。理由はというと。

「石守さんの家族は、みんな石守さんですしね」

　確かにそうなのだが、楓は猛もう烈れつに照れくさい。思えば家族や親しん戚せき以外で、男性に名前で呼ばれるのは生まれて初めてだ。

　それから他た愛わいのない話をしていると、二人連れの参拝客が上ってきた。楓はその姿に見覚えがある。それは本郷も同様のようだった。

「おや、新あら井い先生ではないですか」

「石守さん……と本郷くん？」

　現れた参拝客は、新井先生だった。

「先生、こんにちは」

　楓がお守り売り場から出て挨拶すると、新井先生は顔を綻ほころばせた。

「まあ、可愛らしい巫女さん姿ね」

　昨日の本郷に続いて褒ほめられた楓は、恥ずかしくて俯いてしまう。見た目を褒められるということに、慣れていないのだ。そんな楓を、本郷が目を細めて見ていた。

「で、本郷くんはどうしてここに？」

　新井先生が訝いぶかしむような視線を向ける。

「弓道場があると言っていたでしょう？　なので弓を引きに来たのです」

　本郷が弓道衣を着ていることをアピールする。

「昨日も、先輩は来てたんですよ」

「へーぇ？」

　楓が補ほ足そくすると、新井先生はなにか言いたそうな顔で本郷を見た。けれども本郷はそれに構わず楓に笑顔を向ける。

　──なんだろう、この感じ。

　本郷と新井先生の間に、楓にはわからないなにかが漂ただよっている気がする。どうすればいいのか困ってしまい、楓は二人をキョロキョロ見比べる。

「で、先生そちらは？」

　新井先生の隣となりで戸惑うようにしている女性に、本郷が話題を振った。新井先生は思い出したように、連れの女性を紹介してくれた。

「ああ私の友人よ。アンティーク仲間なの」

「どうも、北きた川がわ瑞みず樹きといいます」

　背中まで伸ばしたロングヘアの、おっとりとした雰囲気の女性である。

　アンティークと聞いて、楓は少し嫌な予感がした。

　ともあれ場所を自宅のリビングに移して、楓は本郷と一いつ緒しよに北川という女性と向き合っていた。楓の父親も同席している。

「先日こちらにご相談のお電話をした、北川と申します」

　まず北川はそう言って父親に頭を下げた。

「ああ、あの電話の方でしたか」

　父親は心当たりがあったようだ。

「お父さん、電話って？」

　楓の疑問に、父親は簡単に説明してくれた。

「出張お祓はらいの依い頼らいだよ」

　一週間ほど前、北川から自宅のお祓いをしてほしいと電話で依頼されたそうだ。しかし父親は、それを断ったのだという。

「北川さんは、以前に別の方にお祓いしていただいたそうなんだ。けれど状況が変わらないといってうちの神社を頼たよってきたらしくてね」

　けれども石守神社のお祓いは、石神様の目の前ですることに意味がある。地じ鎮ちん祭さいなどの儀ぎ礼れい的てきなお祓いは引き受けているものの、本当の意味でお祓いしてほしければ、神社に来なければ効果がないのだ。

「瑞樹に石守神社を紹介したのは私なの。私、あれから、悪い夢は全く見なくなったのよ」

　北川の隣で、新井先生が口を挟はさんだ。あれは半なかば強引に勧すすめたお祓いであったので、楓としてはあまり好ましい話題ではない。

　そんな楓の気持ちを他よ所そに、北川が不安な表情で訴えた。

「なので、ぜひお願いしたいと思ったのですが。神社でお祓いしていただくとなると、少々問題がありまして」

「なにが問題なのですか？」

　楓に代わって本郷が尋ねた。北川はため息をついて説明する。

「とにかく量が膨ぼう大だいなのです。お祓いしていただきたいのは人形です。それを神社に全て持ち込むとなると、引っ越し業者に頼まなければなりません」

「……そんなに？」

　本郷が目を丸くする。大げさに言っているにしても相当の量である。楓も首を傾げていると、新井先生が笑った。

「瑞樹はね、ビスクドールの蒐しゆう集しゆう家かであり、作家なのよ」

　ピキッ、と楓は固まった。

「ビスクドール……？」

　そう呟つぶやくと、隣の本郷の袖そでをぎゅっと握にぎる。

「楓さん？」

　本郷が驚いたように声をかけてくるが、楓は震えているのみだ。

　本郷の袖にすがりつく楓に、父親は苦笑した。

「楓は怖こわがりでね。特に人形の類は苦手なんだよ。知り合いの家で、夜に人形を見て失神したことがあるくらいに」

「ああ、ヌイグルミはともかくビスクドールは確かに、好んで夜に見たいものではないですね」

　顔色を青くする楓の肩を、本郷が撫なでてくれた。

　そんな楓の様子を気き遣づかいつつ、新井先生が話を進める。

「でね、石守さんは私の家で、アンティークの中でも二つだけを選んだじゃない？」

　この話は嫌な流れだ。楓はふるふると頭を横に振る。引っ越し業者に頼むほどの大量のビスクドールを、想像しただけでもゾッとする。

　だが北川が、楓を真剣な表情で見る。

「ぜひ、お嬢じようさんに私の人形を見ていただけないか、と思いまして」

　父親が女性二人を見た後、ちらりと楓を見る。

「ああ、楓は確かに、そういうカンが働く子ではありますが……」

　父親は言葉を濁にごす。石の声が聞こえることを、できる限り知られたくないからだ。このことは、安あん易いに口にしていいものではない。知られればいろいろな人間が寄ってくると、生前の祖そ父ふにきつく忠ちゆう告こくされているのだ。

　楓だって「人形を見てもなにもわからない」と声を大にして言いたい。しかしそうするとあの時のことを新井先生に、なんと説明すればいいのだろうか。

「楓さん？　大丈夫ですか？」

　本郷に肩を揺ゆすられても、恐きよう怖ふと考え事で頭の中がぐるぐるしている楓は反応できなかった。

「なんとか、瑞樹を助けてやってもらえないかしら？」

「お願いします！」

　新井先生と北川が、二人揃そろって頭を下げる。

　──人形屋や敷しきとか、絶対に嫌!!

　新井先生たちと涙なみだ目めの楓を、父親も本郷も困ったように見比べる。

　事態が膠こう着ちやくする中、本郷が進しん言げんしてきた。

「怖いのなら、僕も一緒に行きましょうか？」

「ぐすっ、先輩も？」

　楓は鼻はなをすすりながら本郷を見上げる。

「ええ。僕と楓さんの二人で人形を見に行って、それでもお祓いの対象を絞れなければ、大変ですが引っ越し業者にお願いするというのはどうでしょうか」

　本郷は、現時点での最さい善ぜん策さくを提案してくれた。これなら新井先生と揉めずに済むし、最終手段もある。問題は神社が人形だらけになることだけだ。

「それがいいです！」

　藁わらをも摑つかむとはこのことで、一人で行くのは絶対嫌な楓は、本郷の腕にしがみついた。

「付き合ってもらっていいのかい？　本郷くん」

「弓道具を貸していただいたお礼ですよ」

　本郷は楓と父親にニコリと微笑ほほえんだ。

　なるべく早くお願いしたいと頼まれ、結局明日にも楓は本郷と二人で出かけることとなった。

　その日の夜、楓は神殿の石神様の前で泣き言を言う。

「うう……怖いの嫌きらいー」

『人間、諦めが肝かん心じんだというぞ』

　床の上にゴロンと転がる楓は、他人事のような石神様の慰なぐさめにため息をつく。

「石神様、冷たい」

『ちゃんと護ご衛えいもつくではないか。そういう意味では安心であろう』

「護衛って、本郷先輩のこと？」

　楓は床に寝ねそべった体勢のまま顔を上げる。確かに紳しん士しな主音声の本郷なら、盾たてになってくれそうだ。

　だが護衛ができたせいで、楓には別の問題も発生した。なにせ本郷と二人きりでの外出だ。家族以外の男性と二人で行動するなんて、今まで経験したことのない事態だ。実は楓はあれからずっと、明日着る服を選んでいたりする。

　──先輩とお出かけ、しかも二人きりだよ……！

　思い出すと、また床を転がりたくなってきた。

　そんな楓の様子を見守っていた石神様だったが。

『あの男は生真面目が過ぎて難なん儀ぎだの。思わず手助けしてしまったわ』

　急にそんなことを言った。

「石神様、先輩になにかしたの？」

『なに、ちょっとした助言程度だ』

　助言程度というが、石神様が本郷に話しかけたということになる。

「普通の人に石神様の声を聞かせたら、その人の負担になるとか言ってなかった？」

　楓はじとりとにらみつける。

『さような顔をするでない。結果、楓のためになることゆえ』

「私のため？」

　楓は首を傾げる。

『だが楓は我が愛いとし子ご、生なま半なかなことではゆかぬぞ』

「なに？」

　石神様の呟きは、楓にはよく聞こえなかった。
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　巽がリビングでスマホをいじっていると、涼が風呂から上がってきた。

「風呂空いたぞー」

　涼は冷れい蔵ぞう庫こからビールを取り出し、ダイニングのイスに座る。東京に出かけていた涼は、今日の午後に帰ってきたばかりである。

「そういや、お前明日どうするのよ？」

「ああ、朝から出かけます」

　巽はスマホから顔を上げずに答える。

「なに、楓ちゃんの家？」

「違います。電車でちょっと隣町まで」

　間かん髪はつを容いれずに聞いてくる涼に、巽はこれまたスマホを見たまま答える。

「楓ちゃんと一緒にだろ？」

　ここでようやく、巽は顔を上げて涼を見た。明らかに面おも白しろがっている様子に、巽は嫌な顔をする。

「知っているなら聞かないでください」

「だってお前ひどくね？　俺が東京行っている間に、楓ちゃんとお家うちデートとか！」

　憤ふん慨がいする涼に、巽は冷静に切り返す。

「僕が弓道をしに行った場所が、たまたま彼女の自宅だっただけです」

「およ？　デートのあたりは否定しないわけだ？」

　意外そうな涼に巽は沈黙する。そういう下心がないとは言えないからだ。

　昨日石守神社でその姿を見た時、巽は己の愚おろかさを悟った。

　──馬ば鹿かか僕は、ここは彼女の自宅だぞ！

　夢の中の白い肌はだがフラッシュバックする。神聖なはずの巫女装束が、いけないものを見ているような気分にさせる。石守がいつもおさげにしている髪を上げているせいで、うなじが本郷の視線を引きつけた。

　石守の前から逃げるように弓道場にこもり、ただひたすらに弓を引いた。到底無心とはいえない心で弓を引けば、全く的に当たらない。そのような乱れた心を持て余していると。

『欲を受け入れろ』

　そんな声が聞こえた。

　──そんなこと、できるわけない！

　巽が内心で反発すると、さらに聞こえた。

『食欲も情じよう欲よくも同じ欲、それ自体に罪つみなどない。己を認めよ、悪だと思うな』

　この、石守の白い首筋にむしゃぶりつきたいと思う心、巫女装束の奥を暴あばきたくなる衝しよう動どうが、罪ではないというのか。

『認め、律りつせよ』

　声のままに石守への情欲があることを認めるとするならば、巽には次の疑問が湧わく。どうして彼女にそれを抱いたのだろう。

　──まだ、出会ってようやく一ひと月つきの相手に。

　巽がギリギリと弓を引きながら考えていた時、弓道場に人の気配がした。

　──石守さん？

　巽の意識が逸それた瞬しゆん間かん、矢が放たれる。それが偶然にも、的の中心を射た。

「すごい！」

　石守の素直な賞しよう賛さんに、心の中の様々な乱れが凪ないでいくのがわかった。朝のあの気まずい思いも霧む散さんする。

　脳のう裏りに浮かんだのは、石守と初めて会った日のことである。奇妙に目立つ大きなヘッドフォンを耳に当て、下を向いていた。大勢の新入生が行き交う中、巽は何故か石守に視線が向いた。清せい廉れんな空気と、柔らかそうな肢し体たいを持つ彼女に。

　そして、唐とう突とつにひらめいた。

　──ああ僕は、彼女に惹ひかれていたのか。

　その仮定で考えると、自分の行動の全てに辻つじ褄つまが合う気がした。入学式の朝の大勢の生徒の中、何故か石守一人に注意してしまった自分。ミュージックプレイヤーを持っている生徒など、他にも大勢いたというのに。

　なんてことはない、石守に声をかけたかっただけだったのか。いつか涼が言っていた通り、なんと子供じみた行動だろうか。

　その後も、どこか浮うき世よ離ばなれした雰囲気のある石守を見ていると、放っておけない気持ちになった。自分に自信がなさそうな石守を、守り導みちびいてやりたくなる。

　同じく浮世離れした人物でも、東京の友人には間違っても抱かなかった感情だ。

　──これが、天てん啓けいというものなのか。

　悟さとった瞬間、あんなに思い悩んだことが噓うそのように、世界が明るく見えた。先ほど心に聞こえた声は、もしかすると石神様だったのかもしれない。石守が言うのだ、きっと石神様は存在するのだろう。

　そして現在、涼を無視した巽はスマホを操作して、一枚の写真を表示する。そこには緊張した様子の石守の姿が写っていた。この時暑かったのか、昼食に誘いに来てくれた石守から汗の匂いがした。それが夢の中の記憶と相あいまって、巽の中の情欲をかきたてた。だがこれも自分の感情なのだ。

　女嫌いで有名だった自分が、彼女の汗の匂いが気になるとは。

　──全く、我ながら変態じみている。

　自然と浮かぶ笑みを堪こらえたりせず、巽は写真を見つめる。

「思い出し笑いとか、やらしいぞお前」

「やらしくて結けつ構こうです」

　巽の様子が不ぶ気き味みだったらしい涼が苦情を言うのも、気にしないことにする。

　──己を律せよ。順じゆん序じよを間違えてはいけない。

　別に焦あせる必要はない。まずは石守に好かれることから始めよう。なにしろ巽は彼女の中ではマイナススタートのはず。そのための準備を入念に行う必要がある。

　それに巽には一つ、気になることがある。夢の中の石守も言っていた言葉。

「副音声、とはなんでしょうね」
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　翌日、楓は本郷と駅で待ち合わせをした。電車で隣町の北川の家へ向かうためである。

　楓がいつものようにヘッドフォン姿で駅に着くと、すでに本郷は待っていた。

「お待たせしました、すみません」

「いいえ、さほど待ってませんよ」

　ヘッドフォンを外して恐きよう縮しゆくする楓に、本郷が微笑む。ここ数日で本郷の笑顔を見慣れたとはいえ、朝からまぶしいものを見た気がする。

　──なんだろう、まるでデートの待ち合わせみたい。

　そう思ったとたんに楓は無む性しように恥ずかしくて、どこかに隠かくれたくなってくる。思わず手を上げたり下げたりして、傍はた目めにも挙動不審な自覚がある。

「もうすぐ電車が来ますよ」

　促うながして先に歩き出す本郷に、楓は慌てる。

「あの、私まだ切きつ符ぷを……」

「ご心配なく、買ってあります」

　二枚の切符を見せる本郷。楓の分まで購こう入にゆうしてくれたらしい。

「先輩、切符代払はらいます」

「そんなことより、行きますよ」

　楓は本郷にはぐらかされつつ、ホームへ向かう。

　ちょうどホームに入ってきた電車に乗り込み、空いていた座席に二人並んで座った。だが、この座る距離がとても微び妙みようだ。

　楓たちが乗り込んだ電車は、長なが椅い子すがついたタイプだった。離はなれて座るのも不自然だし、かといってくっついているのもどうだろう。あまり電車に乗らない楓には、空いている車内での適正距離というものがわからない。

　結局本郷の体温をほのかに感じる距離に納まったが、楓の鼓こ動どうはせわしない。

　そんな楓の様子を知ってか知らずか、本郷は朗ほがらかに話しかけてきた。

「今日の私服も、可か愛わいいですね」

「うぇっ!?」

　いきなりそのようなことを言われて、楓は思わず変な声を上げてしまった。

「巫女さん姿もお似合いですが、そういう格好もいいですね」

『胸の形がきれいに見えるよね』

　主音声と副音声に、同時に言われた。

　──やっぱり胸なの!?

　本郷と距離をとりたくなったが、タイミングよく電車が動き出す。揺れ出す車内で立ち上がるチャンスを失い、楓は口をパクパクさせるしかできない。

　ちなみに今日の楓の格好は、七しち分ぶ袖そでの花はな柄がらのブラウスに白のパンツスタイルである。

「先日もそうでしたが、今日もズボンなのですね？」

　本郷の疑問に、楓は鼓動を速めながら答える。

「……あの石段を上るので、あまりスカートをはこうと思えなくて」

「なるほど」

　正直な感想に、本郷が頷く。

「では制服は、楓さんの貴重なスカート姿なのですね」

　どうしてだろう、こういう言い方をされると、制服がとても恥ずかしい格好に思えてくる。

　楓が動どう揺ようしている間にも、電車は進んでいく。目的の駅に到とう着ちやくし、二人は電車を降りた。北川にもらった地図によると、ここから北川の家までは徒歩十五分程度だそうだ。

「ヘッドフォン、つけて構いませんよ？」

　本郷が楓の首にかかっているヘッドフォンを見る。しかし楓は首を横に振った。

「いいです……おしゃべりが、できなくなりますし」

　二人でいるのに、それはなんとなく寂さびしい気がした。それに本郷との他愛のないおしゃべりは嫌いではない。ヘッドフォンが防ぼう衛えい手しゆ段だんである楓にしては、珍しい心理である。

　本郷は楓の答えに一瞬目を細めて、それから嬉しそうに微笑むと、楓の手をとった。

「そのヘッドフォンの代わりにはならないでしょうが、この手に守りたい気持ちを精せい一いつ杯ぱいこめますよ。では行きましょうか」

「……はい」

　本郷に先せん導どうされ、楓は歩き出した。

　本郷に手を引かれながら考える。本郷は相手の気持ちを慮おもんぱかるのに長たけているようで、楓が少しでも言葉に詰つまるとすぐに引き下がる。他人との交流を苦手とする楓でも、負担を感じずに済む相手なのだ。

　──このへんが、本郷先輩が信頼されるところなのかも。

　本郷は副音声がアレであっても、主音声が人一倍真面目で努力と気遣いの人であることには変わりない。副音声と主音声を足して二で割れば、平均的な男子高校生になるのではなかろうか。むしろ、どっちの声も極きよく端たんなのだ。

　とはいえ、同じ歳としくらいの男子がどういう風なのか、人付き合いの苦手な楓が理解しているとは言いがたいのだが。

　──でも、うちのクラスの女子だってたまに教室で、すっごい恥ずかしくなる話とかしてるもんね。

　本郷の副音声もその男子バージョンだと思えば、おかしな話などしていないのかもしれない。

　そんなことを思いながら、おしゃべりして歩いた先に、「人形の館やかた」という看かん板ばんが見えてきた。

「……あれ、ですかね？」

「おそらくは」

　どうやら目的地に着いたらしく、楓は緊張してきた。そんな状態を察したのか、本郷が繫いだ手にぎゅっと力をこめてくる。

　楓は思わず本郷を見上げる。

「大丈夫ですよ、怖くなったら僕が担いで逃にげてあげますから」

　本郷がにっこり笑ってそんな冗じよう談だんを言ってきた。

「重いですよ、私」

　本当のことを告げる楓に、本郷は目を細める。

「以前も聞きましたね、その言葉。楓さんは標ひよう準じゆん体たい型けいですよ。重いという部類ではありません」

　なんなら今担いでみましょうと提案され、楓は力一杯首を横に振る。人の往おう来らいのある公道で、それは拷ごう問もんだろう。

　だがそう言われたおかげで、緊張がほぐれた気がする。

「行きましょう、先輩」

　今度は楓が本郷を引っ張るようにして、看板のもとへ向かった。

　看板が立っている場所にあるのは、洋風の一いつ戸こ建だての家だった。楓が門もん扉ぴにあるインターフォンを押す。

「あの、石守神社の者です」

『はい、お待ちしていました』

　すぐに応答があり、玄げん関かんが開いて北川が姿を見せた。

「わざわざ来ていただいて、ありがとうございます。どうぞ中へ」

　北川の案内で、楓と本郷は家に入った。

　まずはリビングに通され、お茶をいただくことになった。楓は本郷と並んで座る。

「ここは、ご自宅ですか？　看板がありましたが」

　本郷が疑問を口にする。北川はお茶を出し終えると、自分も座って説明してくれた。

「ええ。自宅兼けん工こう房ぼう兼、小さな人形博物館、といったところでしょうか。元は私の叔お母ばの家だったんです」

　北川の話によると、叔母がその筋すじで有名な人形作家だったらしい。北川もその叔母の影えい響きようで人形作りを始めたのだとか。

「叔母が三年前病気で亡なくなりまして。その時の遺ゆい言ごんで、この家と人形を私がもらうことになったんです」

　ついでに、叔母の作品や蒐集された人形を展示しようと考えついて、この人形の館ができたらしい。

　話を聞いて楓は、引っ越し業者に頼まなければならない事情も理解できた。

「博物館となると、持ち運びが困こん難なんなことも納なつ得とくです」

　本郷も隣で頷いている。

「……確かに、神社に全部持っていくのは、ちょっと」

　神社の中が人形まみれになる方が、楓としては恐ろしい。だから父親はこの依頼に困っていたのかもしれない。今となっては、一旦断ってくれた父親に感謝である。

「そもそも、何故人形をお祓いしようと考えたのですか？　なにか問題でもあったのでしょうか」

　本郷が質問する。先ほどから本郷が話を進めてくれているが、人との会話能力が高い本郷は、基本人見知りする楓にとって頼もしい助っ人だ。この点だけでも、同行してもらった甲斐がある。

「数カ月前から、誰だれもいない展示室で物音がすると、人に言われたのです。最初は泥どろ棒ぼうかと思ったのですが、不審者が出入りした跡あとはないと警けい察さつに言われました」

　だったら物が人形だけに、ポルターガイストではないかと北川は思ったらしい。この手の話は人形蒐集家の間で、しばしば話題になるらしい。

「北川さんお一人で生活を？」

　本郷の疑問に北川は頷いた。だったら余計に怖いだろう、と楓は自分に当てはめて考え身震いする。

「でも実は、近いうちに結けつ婚こんする予定なのです。結婚相手の彼は、ここに住んでもいいと言ってくれました。なので心配事はなくしておきたいのです」

　悩んでいた北川に、新井先生が石守神社を紹介したらしい。北川の結婚生活がかかっているとなれば、楓は怖いと言ってもいられなくなった。

「人形はどこに？」

　楓の様子を窺うかがいながら、本郷が尋ねる。いよいよ心の準備が必要な時がやってきた。

「展示室は別の入り口を作っていまして、あちらです」

　北川は一旦外に出て庭に入り、テラスのようになっている展示室へ案内してくれた。

「どうぞ、中へ」

　北川が促してくれるが、楓は足が動かなかった。

「うぁ……」

　真っ青な顔で固まる楓を見て、本郷が気遣わしそうに背中をさする。

「楓さん、無理はしないでいいですからね」

　展示室なので、そこは当然人形だらけである。様々な年代の人形が、整然と並べられていた。

「これで全部ではありません。倉庫にもたくさんありますから」

　北川の説明に楓はますます顔色を悪くする。楓が固まっているのは、実は人形の数だけが原因ではない。

『ママーママー……』

　人形たちの中から声がする。

　──なんでこういうのに当たっちゃうの!?

　涙目の楓に、本郷が尋ねる。

「ひょっとして、なにかありそうなんですか？」

「はいぃ……」

　楓がカクカクした動きで頷く。

「まぁ、香か織おりの話は本当だったのね」

　半はん信しん半はん疑ぎだったらしい北川が、感心したように呟いた。

　腰が引けてしまっている楓を本郷が支えてくれているが、自分から足を動かすことはできそうにない。

「うぅ、先輩連れてってくださいぃ」

　楓としては本郷に頼るしかないため、本郷の背中に隠れるようにしがみつく。

「しょうがないですねぇ」

　本郷は苦笑すると、背中に張りついている楓に腕を回す。

『役得、役得』

　副音声がなにか言っているが、もはや楓の耳には入らない。本郷にくっついて、ゆっくりと展示室に入っていく。

「先輩、えと、あっちに……」

　震える手である方向を指さす。本郷は、楓を振り返って苦笑する。

「いっそ抱き上げますか？」

「……腰が抜けた時にぜひ、お願いしたいです」

　楓はこの時、恥ずかしいという気持ちよりも恐怖が先立った。

　指さした方向に近寄る本郷の背中越しに、一体の人形を覗いた。

「これ、です……」
















『ママーママー……』

　声が聞こえるのは、周囲のものより少々大きめの人形だった。その首に、黒いチョーカーがつけられている。

「これは、叔母が若い頃手に入れた人形だそうです。古い時代のものだと聞いています」

　楓の後ろから、北川が解説してくれる。本郷が怖おそれることなく、その人形を手にとった。

「この首のチョーカーについているのは、本物の宝ほう石せきですか？」

　本郷が疑問を口にする。そう、チョーカーには親指の爪つめ先さきほどの大きさの青い石がついていた。

　北川は笑って否定した。

「まさか！　ガラスだと叔母に聞いています。本物だったらこんなに無む造ぞう作さに飾かざってません」

　──いやでも、このチョーカーの石から声が聞こえますが。

　楓に声が聞こえるということは、紛まぎれもない石であり、本物の宝石だということなのだ。しかもこの声の大きさからすると、ずいぶん古い念だろう。普通の石などに比べて、宝石は古い念を溜ためやすい。

「この飾りは最初から人形についていたと聞いています。なので着替えを新調する際にも、必ずつけているのです」

　これで、石が人形と同じくらい古いものだとわかった。恐怖が余計に増した。

「それで楓さん、これで間違いないですか？」

「はいぃ」

　楓は恐怖で本郷にしがみつくというより、ぶら下がっている状態に近かった。

　その時。

　ガタガタガタ……！

　人形たちが震えだした。本郷の手の中にあるチョーカーのついた人形だけでなく、展示室の人形が一いつ斉せいに。

「うぎゃあ!!」

　楓は恐怖で床にへたり込む。

「なに!?」

　初めての現げん象しようなのか、北川も驚いている。

　本郷が楓を庇かばうように、胸元に寄せて抱き込んだ。その間も人形を放り出さない本郷はすばらしいが、楓としてはまずそれを遠くに投げてほしい。

『ママー、ママー！』

　声が一いつ層そう大きくなる。それに周囲の人形が共きよう鳴めいしているのだ。人形はヒトガタであり念がこもりやすい、といつか石神様に聞いたことがある。

　人形たちの震えは収まることはなく、むしろひどくなっている気がする。

　──止めなきゃ、でも怖いぃ！

　恐怖で身体に力が入らない楓は、気づけば本郷に抱き抱かかえられていた。

「一旦部屋から出ましょう」

　本郷が片手に人形を持ったまま楓を抱き上げた。そのぬくもりに、恐怖が少しだけ薄うすらいだ。

　──ここまでついてきてくれた先輩に、いつまでも甘えてばかりでは駄だ目めだ！

　この現象をどうにかできるのは、自分だけなのだ。楓はぎゅっと本郷にしがみつき、お腹に力を溜める。

『ママー!!』

「お願い、黙って！」

　楓は声を張り上げた。その直後、全身の血が沸き立つような感覚に襲おそわれる。

　人形たちは一斉に動きを止め、声もぴたりとやむ。

　──あ、いけない……。

　それと同時に、血の気が引いて目の前が暗くなってくる。

「楓さん!?」

　楓は全身が脱だつ力りよくして、慌てた本郷の腕の中で倒れる。

「楓さん、しっかり！」

　本郷の声を聞きながら、楓の意識は薄れていく。




　次に楓が目を覚ますと、目の前に本郷の顔があった。

「楓さん、気分はどうですか？」

「……せんぱい」

　数回瞬まばたきをすると、本郷が楓の頭を撫でてくれた。それが気持ちよくて、楓は少々硬かたい枕まくらの上で寝返りを打とうとした。

　──あれ、枕？

　楓は自分の状況に疑問を抱いた。どうして自分は寝ているのだろうか。そしてどうして寝起きに本郷の顔をアップで見ているのだろうか。そして枕にしては硬いこれはひょっとして……

「楓さん、大丈夫ですか？」

　本郷が反応のない楓を心配するが、再び楓は固まってしまった。なにやら顔が熱い。

　──これって、先輩の膝ひざ枕まくら!?

　アワアワしている様子に気付いたのか、本郷が楓の脇わきに手を差し入れて起こしてくれた。すると、今度は本郷の膝の上に腰かける体勢になってしまった。本郷が楓の背中に手を当てて身体を横抱きにし支えてくれる。

「もう一度聞きますが、気分はどうですか？」

　間近で目を合わせて聞いてくる本郷に、楓は酸欠に陥おちいりかける。

「楓さん、まずは深呼吸をしましょうか」

　本郷に促され、楓は息を吸って吐いて、を数回繰り返す。ようやく脳のうが正常に活動を始めた。

　──私、倒れたんだっけ。

　あの石の声を止めた影響だ。以前本郷の副音声にも使った力だが、これをすると非常に身体に負担がかかるらしく、ああやって気を失うこともある。

　状況がわかって落ち着いたところで周囲を見渡すと、ここが最初に通された北川の家のリビングであることが判明した。

「あの、なんで先輩の膝……」

　楓は恥ずかしくて膝枕と言えず俯いた。今もお尻しりの下の本郷のぬくもりに、身体をむずむずさせてしまう。

　本郷が、咳払いを一つした。

「誤ご解かいのないように言っておきますが、僕が自分で楓さんを膝枕したわけではありません」

「……え」

　至近距離で見る本郷の顔は、なにやら困っているように見えた。

「ソファに寝かせた楓さんの様子を見ようと隣に座ったら、楓さんが膝に頭を乗せてきたのです」

　枕を求めたのか、楓が自分で本郷の膝にのし上がったらしい。

　──なにやってんの、私!?

　楓は慌てて本郷の膝の上から飛び下りる。恥ずかしくて、今すぐどこかに隠れてしまいたい。

「えっと、もう大丈夫です。先輩、ありがとうございます」

「どういたしまして」

『役得だけど、ちょっとした拷問だよね～』

　無む駄だに手をバタバタさせる楓に、本郷が笑顔を見せた。副音声の言葉も気になるが、きっと楓の頭で足が痺しびれたりしたのだろう。

　この時、北川がリビングに顔を見せた。

「まあ起きたのね、よかった」

　北川は温かいお茶を入れてくれた。楓は身体が冷えていたようで、温かいお茶が身に沁しみる。

　あの後人形の震えは止まったらしく、今の展示室は静かなものだそうだ。

「もしかしてとは考えたけれど、実際にあんなことに遭そう遇ぐうしたのは初めてよ。もうビックリしてしまって」

「お察さつしします」

　北川の驚きに、本郷が神しん妙みように頷いた。

　ポルターガイスト現象に遭遇した後ということもあり、北川は今日は婚約者の家に泊まるそうだ。楓もそれがいいと同意した。

「例の人形は、梱こん包ぽうしてもらいました」

　本郷の足元に、大きめの紙袋がある。この中にあの人形が入っているらしい。楓はそれがわかると、ソファの上を移動して本郷、というより紙袋と距離を大きく開けた。

　楓の反応に、本郷は苦笑する。

「それ、お願いできるかしら？」

「お預かりいたします」

　無言の楓の代わりに、本郷が北川に答えた。

　そろそろ帰ろうという楓と本郷を、北川が玄関口で見送ってくれた。

「それじゃあ来週の日曜日に、神社へ引き取りに伺います。よろしくお願いします」

「はい」

　深々と頭を下げる北川に、楓は短く返事をする。

　本音を言うならば、こんなオカルト物体を持ち帰るなんて嫌だ。そんな楓の心境を察したのか、本郷が楓の頭を撫でた。

　人形の入った紙袋は、本郷の手にさげられていた。重いというのもあるが、楓が持つと恐怖のあまり落としてしまう危険があると、本郷に指し摘てきされたからだ。そんなことはないとは言えない楓は、素直に本郷にお願いした。その代わり北川にもらったお祓い代金は、楓のリュックにしまわれている。

「それじゃあ、お邪魔しました」

　北川に挨拶すると、楓と本郷は人形の館を後にした。

　二人で駅を目指す途中ふと、楓は立ち止まって周囲を見回した。

「楓さん、どうかしましたか？」

　突然立ち止まった楓を、本郷が振り返る。

「えっと、いや」

　しばしキョロキョロと周囲を見る。

　──誰かに、見られている気がしたんだけどな。

　だが、誰も見当たらない。きっと気にしすぎているのだろう。あのような人形の怪かい異いを経験したばかりで、神経が昂たかぶっているのだ。楓は自分をそう納得させる。

「なんでもないです、気のせいかな」

「そうですか？」

　いろいろありすぎて疲れてしまった楓は、本郷に手を引かれるまま、駅に向かって歩き出した。そして帰りの電車の中で、本郷にもたれかかって眠ってしまった。

　帰り道も、本郷は石守神社までついてきてくれた。

「わざわざ長い石段を上ってもらって、すまないね」

「いえ、楓さんはこれを持ちたくないように思えましたので」

　本郷が困ったように微笑んで、出で迎むかえた父親に紙袋を渡した。父親がその場で紙袋から中身を取り出すと、楓はそっと本郷の背中に隠れた。できるだけあの人形から距離をとりたかったのだ。

「これはまた、楓が苦手な部類のものだね」

　父親もしげしげと人形を眺めて苦笑した。

「もうね、すっごい怖かった。たくさんある人形が、一斉に震えるし」

　本郷の背中越しに文もん句くを言う楓に、父親も目を丸くする。本物のオカルト物件は、石守神社でも滅めつ多たにお目にかからないのだ。

「私、先輩がいなかったら、人形を見ないで帰ったかもしれない」

　敵てき前ぜん逃とう亡ぼうも辞じさないほどに怖かったことを強調する。

「それは怖かったな。本郷くんもお祓いしておこう。なにか悪いものがついていてもいけない」

　こうして、帰った足でそのままお祓いをすることになった。

『ふぅむ、これはまた一段と苦いな』

　石神様がそんな感想を言った。

　──この念、ママって言ってた。

　寂さびしい子供の思いが、人形についてしまったのかもしれない。そう考えると、楓には人形の顔が泣いているようにも見えた。




　それから連休が明けて、学校の昼休み。

　楓はいつものように国語科準じゆん備び室しつで弁当を食べていた。今日は本郷も一緒である。

「楓ちゃん、お土産！」

　沖おき縄なわに行ったらしく、ちょっと困り顔のシーサーのヌイグルミを寧々からもらった。

「わぁ、ありがとう」

　──あの人形も、こんなのだったら怖くないのに。

　ムニムニとヌイグルミを揉んでいる楓を、本郷が目を細めて眺める。

　橋本姉妹から沖縄の話を聞いていると、ドアがガラリと開いた。

「ああ、やっぱりここにいた」

「新井先生、こんにちは」

　今日初めて会う新井先生に、楓は挨拶をする。

「石守さん、先日はありがとうね、瑞樹も感謝していたわ」

「それは、どうも……」

　あれから、人形は神しん殿でんに鍵かぎをかけて置いてある。理由としては二つ。古い物なので、できるだけ石神様のそばに置いておこうというのが一つ。自宅に置くのを楓が怖がったからというのがもう一つだ。楓は早くアレを引き取りに来てほしいと心底願っている。

「なになに、なんの話？」

「あのね……」

　興きよう味み津しん々しんの寧々に、楓は連休に訪れた人形の館での顚てん末まつを語った。話を聞いた寧々の感想はというと。

「なにそれ!?　私も行きたかった!!」

　オカルト好きだという寧々らしい。楓も寧々が一緒だったならば、恐怖が和らいだかもしれないと思う。

「ですが、さすがに衝撃的でしたよ、あれは」

　楓の気持ちを思いやってか、本郷が苦笑してそう言った。

「その人形、一度見てみたいな」

　莉奈も興味を示したようで、前のめりになる。

「今は大人しいですよ？　お祓い済んだし」

　あの恐怖を一緒に語れるのは本郷しかいない。それが幸いなのか残念なのかは、楓としても判断がつけにくい。

　四人で盛り上がっていると、新井先生が困った顔をした。

「あのね、実は人形の引き取りなんだけど。ちょっと待ってもらうことになりそうなの」

「……え？」

　一いつ刻こくも早くアレを持ち去ってもらいたい楓は、新井先生の言葉に目を丸くする。

「実はね、瑞樹は今怪け我がをして歩けないのよ」

　新井先生の説明によると、楓たちが帰った後、北川は階段から落ちて怪我をしたらしい。全治一カ月程度で、現在松まつ葉ば杖づえを使用している状態だとか。

「それは大変ですね」

　本郷が驚いているのをよそに、楓は気になって仕方がない。

「あの人形、とりに来られないんですね……」

「瑞樹が歩けるようにならないと無理でしょうねぇ。他の人に頼みたくないらしいし」

　新井先生の言葉に、楓は肩を落として俯うつむいた。なんということだろうか。もうしばらくあの人形と別れられないとは。楓は絶望のあまり、肩をがっくりと落とす。

「しかし、神社に置いておくのも危険では？　あの宝石、本物かもしれないんですよね？」

　本郷が落ち込む楓を見つつ、心配事を口にした。

「……そうなんです」

　楓が反応したことを考えて、父親もあの宝石は本物だと確信を持っているようだった。

　父親は楓のような体質ではないが、それでも楓の力をよく知っていた。両親は楓を幼よう少しよう期きに理解してやれなかったことを悔くいて、理解者であった祖父が亡くなった今、楓の異い能のうと向き合おうとしてくれている。

　とにかくあのまま神社に置いておくことは、いろいろな面から考えてよくないのだ。楓が困り顔で悩んでいると。

「その人形を、届けてやるのがベストではないか？」

　莉奈がさらりと言った。

「もしそうしてもらえるなら、私から連絡しておくわ」

　新井先生も笑顔で請うけ負おう。

　楓の望まない方向に話が進もうとしている。

　──行きたくない、行きたくないよ！

　けれどもこのままでは、あの人形が石守神社に長ちよう期き滞たい在ざいしてしまう。それも避さけたい。

　どうするべきか悩む楓に、本郷が助言してきた。

「楓さん、みんなに素直にお願いしてみては？　きっと人数が増えたら怖さも薄れますよ」

　最さい善ぜんは北川がすぐに人形をとりに来てくれることだが、それが叶わないならよりよい方法を選べと、本郷が言う。

「莉奈先輩、寧々ちゃん、お願い一緒に行って！」

　楓は橋本姉妹に頭を下げる。

「よしきた！　私もその人形の館に興味ある！」

　寧々が元気よく手をあげた。

「ふむ、面白そうではないか」

　莉奈も興味津々だ。

　ちなみに本郷は、楓の中ですでに同行メンバー入りしている。

　こうして、郷土歴史研究会の次の活動が決まった。




　土曜の朝。楓はみんなと一緒に再び隣町の駅までやってきた。新井先生は定期テスト前で忙しいらしく、同行していない。

「うーん、天気がよくてオカルト日和びより！」

　寧々が謎なことを言った。

「オカルト日和？」

「そう、あんまり天気悪いと本当に怖いじゃない？　このくらい明るいと怖さも半減する」

　なんとなくわかるような、わからないような理屈である。だが楓の心が和なごんだことは確かだった。

　梱包された人形の入った紙袋は、本郷の手にさげられている。本郷はわざわざ楓を迎えに来てくれて、紙袋を預かってくれたのだ。大感謝である。

「帰りにうどん食べていこうよ！」

　駅前にうどんの店があったのを、ちゃっかりチェックした寧々が提案する。

「前回はそのような余よ裕ゆうは全くありませんでしたから、いいかもしれませんね」

　意外にも本郷が同意した。

　確かに前回は、早く人形を持ち帰りたくて寄り道らしいことをしなかった。今日は人形を届ければ、晴れて自由の身なのだ。

「帰りの楽しみができたところで、テンションを上げていこうではないか、楓」

　莉奈が楓の肩をポンポンと叩いてにっこり笑った。

「はい、楽しみです」

　楓もつられて微笑む。

「やはり人数が多いと、心強いですね」

　本郷が楓を見て目を細め、そんなことを言う。

「や、あの、前も先輩についてきてもらって、すごく心強かったですよ？」

　楓は弁解する。なにしろ自分一人では、人形の館に入れたかも怪あやしい。

　慌てる姿を見て、本郷が小さく笑った。

「ちゃんとわかってますよ。では楓さん、行きましょう」

「はいっ」

　先に立って歩く本郷に、楓はついていく。

「ちょいと、楓さんや」

　寧々が楓の横に並んで、顔を寄せてきた。

「なに？」

　首を傾げる楓に、寧々が小声でささやく。

「いつから本郷先輩はあなたを、『楓さん』と呼んでいるのかな？」

　にやっと笑う寧々に、楓は頰を赤くする。

「えっと、先輩がうちに弓道をしに来て、家族はみんな石守だからって、その……」

　上う手まく説明できずに、必死に喋る。

「ほほう、先輩は段取り上手ですなぁ」

「段取りって」

「おねーちゃんと言ってたんだぁ。楓ちゃんの巫女さん姿が自撮りじゃなかったし、一体誰に撮ってもらったんだろうねって」

　楓は無言になる。やましいことなどなにもないのだが、本郷に撮ってもらったとはなんとなく言い辛い。

「家族に撮ってもらって、あんなに緊張しますかねぇ」

　寧々の追つい及きゆうに、楓は赤い顔で俯く。すると後ろから手が伸びてきて頭を撫でられた。

「莉奈先輩」

「うむ、楓は実に可愛い。そのまま大きくなるんだぞ？」

「先輩、私もう成長期は終わったみたいです」

　そんな会話が、前を行く本郷に聞こえていたのかは定かではない。

　四人でわいわいと騒さわいでいると、道のりはあっという間だった。

「あそこです」

　人形の館の看板が見えてきたところで、本郷が一旦立ち止まった。前回はこの時点で緊張していたのだが、今日は平気だ。やはり人数がいるというのは心強い。

　しかし人形の館にも、前回と違うことがある。

「なんか、誰かいるね？」

　寧々が首を傾げる。そう、門の前で二人の男が口こう論ろんしているようなのだ。

「取り込み中なら、少し時間を置いた方がいいかもしれんな」

　莉奈がそう言うと、男の片方がこちらに気付いた。捕つかまえようとするもう一人の男を振りほどいて、その男は走ってくる。

　その剣けん幕まくに楓は怖くなった。

「楓さんたちは後ろに下がって」

　本郷が楓たちを後ろに庇った。だが男は女子三人ではなく、本郷に向かってきた。

「それだろう、寄よ越こせ！」

　突とつ進しんしてくる男を見て、本郷はとっさに紙袋を莉奈に渡した。

「その人形を寄越せ！」

　手渡された紙袋を追って、莉奈に手を伸ばした男の腕を、本郷が捕とらえる。軽くひねり上げるようにすると、男が悲鳴を上げた。

「なにをする!?」

「なにをするとはこっちの台詞です。乱らん暴ぼうはやめていただきたいですね」

　男は手を振りほどこうとしているが、どうやっているのか、本郷の拘こう束そくは外れない。

「大丈夫ですか!?」

　口論していた男もやってきて、まだ暴れようとする男をギロリとにらむ。

「お前、これ以上騒ぐと警察を呼ぶぞ！」

　その男も本郷を手伝って、暴れる男を取り押さえる。

「くそっ、人形を寄越せ！」

　なおも人形を要求する男に、楓は寧々と二人で莉奈の後ろに隠れた。

「おねーちゃん、警察呼ぶ？」

「その方がよさそうだな」

　寧々が自分のスマホから電話をかけようとしていると。

「警察沙ざ汰たとは、いけないねぇ」

　間ま延のびした声が、割って入った。

「きゃっ！」

　突然真後ろから聞こえた声に、楓は驚いて振り返る。

「ああ、驚いた？　ごめんねぇ」

　へらりと笑ったのは、ひょろりとした体型の中年の男だった。色白で、大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが印象的である。

「なんだ、お前は」

　莉奈が厳きびしい表情で、黒縁眼鏡の男をにらむ。だが男はそんなことには構わず、莉奈の持つ紙袋を覗いてきた。

「ああ、これはもう駄目だなぁ」

　黒縁眼鏡の男は、そう言ってため息をついた。

「なに!?」

　これに反応したのは、本郷らに取り押さえられている男だ。

「ただの珍しい人形に成り下がってる。こんなものに興味はないなぁ」

　ああ残念だ、と黒縁眼鏡の男は嘆なげく。

　その言葉に、取り押さえられている男は顔色を変えた。

「そんな、ちゃんと見てくれ！」

「見ましたよ、とてもきれいな人形だ。でもこれは私が欲しいものではないねぇ」

　見たと言っているが、黒縁眼鏡の男は紙袋を覗いただけで、直接人形を見てはいない。

「お嬢さんを見かけた時に、もしやと思ったんだけどねぇ。お祓いを阻そ止ししてまで、手に入れたい物でもなかったし」

「あ……」

　その言葉に、楓は思い当たることがあった。前回の帰り道、視線を感じたと思ったのは、ひょっとしてこの男のものだったのだろうか。

「それにあなた、とても同意を得ているようには見えないねぇ。こちらとしても、犯罪に加か担たんするのはちょっとねぇ」

　黒縁眼鏡の男がなにをしたいのか、楓には話が見えない。

「……くそ！」

　取り押さえられている男は、悪あく態たいをついてうなだれた。

「お金は真まっ当とうに稼かせぎなさいな。それが一番いいねぇ」

　黒縁眼鏡の男は、またへらりと笑う。

「石守神社のお嬢さん、あなたもそう思うでしょう？」

　男が視線を向けてきたので、楓はとっさに莉奈の後ろに隠れる。

「楓、知り合いか？」

　莉奈の質問に、楓は首をぶんぶんと横に振った。誓ちかって、今日初めて会った相手だ。

　──なんだろう、気味が悪い人だ。

　楓が警けい戒かいしていると、取り押さえられていた男が大人しくなった。本郷は男をもう一人の男に任せ、楓の横に来てくれた。思わず本郷の服の袖をぎゅっと握る。

　その様子を見ていた黒縁眼鏡の男が、にんまりと口元を歪ませた。

「それよりもこっちに興味があるなぁ。君のその、胸元にある霊れい石せき」

　驚いた本郷が、とっさに胸元を手で押さえた。

「とても珍しいねぇ、ただの霊石ではないよ」

　そう言うと男は本郷に近寄り、胸元に顔を寄せてきた。急に距離を詰めてこられたので、本郷がぎょっとして後ずさる。

「なんですか、あなたは！」

『俺に近寄るなよ、気き色しよく悪わるい！』

　主音声と副音声が同時に拒きよ絶ぜつ反はん応のうを示した。楓もその得体の知れなさに怖くなる。

「おおなんと珍しい！　喋るのですか！」

「え……」

　黒縁眼鏡の男が、興奮したように叫んだ。楓は驚いて本郷の腕を引っ張る。

　──この人、石の声が聞こえるの？

　相手は普通の人間ではないようだ。

「誰です、あなたは」

　怖くて震えそうになりながらも、楓は視線を強くして尋ねる。その楓を莉奈が背中に庇ってくれて、空いている方の手を寧々が握ってくれる。本郷も寄より添そうように立ってくれている。

「いいねぇ、美しき友情だ」

　楓たちを見て、男は感心するように微笑んだ。

「わたしはねぇ、珍しいものに目がないのですよ。それもただ珍しいのではなく、とても珍しいものがいい」

　男はうっとりとした表情で、本郷の胸元を見る。ネックレスの霊石は見えていないはずなのに。

　両者の間に妙みような緊張が走っていたが、しばらくして黒縁眼鏡の男が、肩をすくめた。

「ああ、タイムオーバーのようです」

「え？」

「仕方がないので、ぜひまたの機会に」

　困った困った、と呟きながら身を翻ひるがえす相手を、楓は呆ぼう然ぜんと見つめる。

　男が立ち去った直後、警察が現れた。どうやら近所の住人が通報してくれたらしい。警察に事情を聞かれ、取り押さえられていた男はパトカーに連行されていった。

　ここでようやく、落ち着いて話ができるようになった。

「みなさん、石守神社の方ですよね？」

　一人残った男が頭を下げた。彼は北川の婚こん約やく者しやだという。

「とんだトラブルに巻き込んでしまい、申し訳ありません」

　彼の勧すすめで場所を路上から、人形の館のリビングに移すことにした。

　リビングには北川が待っていた。楓たちが座ると、婚約者がお茶を用意してくれる。

　ようやく気分が落ち着いたらしい本郷が、深くため息をつく。

「気味が悪くて、鳥とり肌はだが立ちました」

『穢けがされた気分だよ、全く！』

　どちらの本郷も嫌な気分だったようだ。こころもち顔色が悪い気がする。

　一同にお茶が配られたところで、北川が憔しよう悴すいした様子で謝しや罪ざいしてきた。

「私の身内の問題に巻き込んだようで、本当に申し訳ないわ」

「身内って、あの最初に突っかかってきた人？」

　出されたお茶に口をつけながら寧々が尋ねると、北川は簡単に説明してくれた。

「彼は叔母の息子さんでね、相続問題でちょっと揉めている相手なのよ」

　叔母の息子ということは、北川の従い兄と弟こである。相続で揉めるのもありがちな話ではあるのだろうが、本人としてはたまったものではないだろう。

「この家と人形は、遺言のもとにいただいたのでは？」

　本郷の疑問に北川も頷く。

「そうなんだけど。彼は借しやつ金きん癖ぐせがあって、相続したお金では足りなかったようなの」

　人形を売って金を寄越せ、と北川に再三言ってきていたらしい。

「でもね、これでもだいぶ人形を売ったのよ？　そのお金のほとんどを、彼は受け取ったはずなのだけど」

「どうやらそのせいで、まだこの家に金があると思ったようでね」

　困った様子の北川の隣に座る婚約者が、苦い表情で口を挟んだ。

　ようやく楓にも事のあらましがわかってきた。おそらくあの人形を高価だと判断した北川の従兄弟が、待まち伏ぶせして横取りしようとしたのだろう。

　聞けば北川の怪我も、従兄弟と揉み合っているうちに階段から落ちたものらしい。警察に連れて行かれた時に、婚約者がそのことについても話したそうだ。今頃彼は、厳しい追及をされていることだろう。

「ではあの眼鏡の男に、人形を売るつもりだったのかもな」

「質しち屋やさんとかかもね」

　莉奈の推すい理りに寧々が補ほ足そくする。おそらくそのようなことなのだろうが、一つだけ気になることがある。

「あの男は、質屋という雰囲気ではないようでしたがね」

　本郷がしかめっ面つらで言った。それについては楓も同意見だった。

　──あの人も、そういう人なのかな。

　不安顔の楓を、本郷が心配そうに見つめていた。

　それから楓は無事、北川に人形を受け取ってもらい、ついでにチョーカーについている石が、本物である可能性が高いと知らせた。

「ガラス玉じゃなかったの？」

　北川はとても驚いており、婚約者は真面目な顔で考え込んだ。

「瑞樹これ、もっと大きな博物館に寄き贈ぞうしたらどう？」

「そうね、考えるわ」

　提案に、北川も神妙に頷く。物ぶつ騒そうな従兄弟がいる以上、楓もそうすることを勧める。

　それから橋本姉妹は展示室を見学しに行った。同好会の活動として、レポートを作成するらしい。もう人形はこりごりな楓は当然リビングに残り、本郷もそれに付き合ってくれる。

　姉妹の見学が終わると、楓たちはそろそろお暇いとますることにした。

「本当に、ありがとうございました」

「いいえ、北川さんもお大事に」

　松葉杖をついた北川と婚約者は、二人並んで玄関から見送ってくれた。

　その後、一同は駅に向かって歩く。

「よーし、お勤つとめ終了だ！」

　寧々が楓の肩を抱いてきて、元気に雄お叫たけびを上げる。寧々の元気につられて、楓も笑みを浮かべる。

「そうだね」

　気がかりな紙袋がなくなった楓の気分は晴れやかだった。

「うむ、楓も笑顔が出てきたな」

　莉奈が楓の頭を撫でる。楓は行きの道中、よほど悲ひ壮そうな顔をしていたようだ。それならば先日本郷と二人で向かった時は、もっと死にそうな顔だったに違いない。

「時間も頃ころ合あいだし、うどん食べようよ」

　食い気を出した寧々に、本郷が同意した。

「そうですね。今とても温かいものが食べたい気分です」

　どうやら本郷は未だ、黒縁眼鏡の男のことを引きずっているらしい。

「えっと、先輩、元気を出して？」

　楓が励はげますと、本郷は微笑んでくれた。

　その後は、みんなで騒ぎつつもうどんを食べた。友人と外で食事するなど、楓は高校に入るまで経験したことがなかった。実にこれが二度目である。

　楽しい時間を過ごした後、楓は本郷に石守神社まで送ってもらった。




　その日家族で夕食を食べた後、楓は幼馴染みにメールした。人形屋敷に行ってポルターガイスト現象に遭遇したことなどを長文で綴つづる。

『すっごく怖い思いをした！　もう人形はこりごり！』

　最後をそんな文面で結び、楓は思いの丈たけを送信する。

　ピロリン♪

　するとすぐに返信が来た。

『ビビりの楓ちゃんにしては大だい健けん闘とう』

　そんな短文メールと共に、日本人形の写真が添てん付ぷされている。幼少の頃、楓が夜に見て怖くて大泣きしてしまった人形だ。

「写真じゃ、怖くないもんね！」

　強がってみたものの、すぐにその写真を消去したのだった。

　幼馴染みとのメールのやり取りで落ち着いた楓は、神殿に向かう。

『どうした楓』

「石神様、今日変な人に会った」

『ほう？』

　楓は石神様に、今日見た黒縁眼鏡の男について語った。

「私のことを知っているみたいだったし、見えてもいない物のことを言うし。なんだか気味が悪い」

　それに本郷の霊石の副音声も、聞こえているようなそぶりを見せた。

　楓の話を聞いて、石神様は少し考えるように間を空けた。

『おそらくそやつ、霊れい能のうの道に生きる者であろう。そういった輩やからには変わり者が多い。重々気をつけることだ』

「……うん」

　気をつけるといっても、今日みたいに突然出くわした場合はどうすればいいのだろうか。

　脳裏に本郷のしかめっ面が浮かんだ。思えば本郷と出かけた時は、いつも怪異に出くわしている。

「石神様、高校生になってから私、おかしなことばっかり起きてる気がする」

　石神様にもたれかかると、ひんやりとした感触が伝わる。これから暑くなると、このひんやり感が病やみつきになる。

　楓の愚ぐ痴ちともいえる疑問に、石神様は「なにもおかしいことはない」と告げる。

『楓が我の領りよう域いきから頻ひん繁ぱんに出るようになったせいだろう。楓は昨年まで、学校へ行く以外はずっと我の側にいたゆえ、怪異の類に出会う隙すきがなかっただけだ』

　石神様の領域とはここ、石守神社だ。確かに楓は中学まで、学校が終わると真っ直ぐ帰って来て、休みの日だってどこにも出かけなかった。

　石神様に本当のことを言われ、言葉に詰まる。

「……だって、外に出て怖い思いをするのは嫌だったんだもの」

　人付き合いが苦手な上に外出嫌いとあって、引きこもりまっしぐらだったのだ。

『勇気をもって恐怖に立ち向かう先に、大いなる幸せが待ち受ける時もある』

「そんなの、お話の中のことだよ」

　諭さとす声に、楓は小声で反はん論ろんする。お話は最後がめでたしめでたしで終わるものが多いが、現実はそれほど甘くない。

『物語というものは、過去の真実をもとに作られるのだぞ？』

　だがずっと昔からここにいる石神様に理り屈くつで敵かなうわけもなく、楓はむっつりと黙り込む。

　今まで石の声は、楓に不幸しかもたらさなかった。怖い世界なんて知りたくない。優しい世界だけに包まれていたい。そう思うのはわがままなのだろうか？

　石の声が聞こえなかったら、どんな人生になっていただろうかと考えたこともある。おかしなことを言う子供だと思われることなく、楽しく暮らしていただろうか。

　しかしそう考えた後、ふと思う。

　──でもそうなってたら、莉奈先輩や寧々ちゃん……それに本郷先輩と出会えてないな。

　それにあの幼馴染みとだって、交流がなかったに違いない。

　普通の人生と今の人生と、楓の中の天てん秤びんは選べずにグラグラ揺れている。以前だったら、普通の人生の方にすぐに傾かたむいただろう。

「私も、めでたしめでたしの結末になれるかな？」

　ささやくような楓の声に、石神様が答える。

『楓は悪い声ばかりを拾い上げているだけだ。もっと世界に耳を澄すますがいい。美しい声もたくさんある』

「……そうかな」

『我が言うのだ、本当だとも』

　石神様の言葉が、楓の胸の奥に沁みていった。





[image: ]






　ゴールデンウィークが終われば、入学式から浮ついていた新入生たちも、学校に慣れてくる。

　そうなるとある種の緊張感から解き放たれた生徒たちが、様々なトラブルを起こす季節となる。今はある意味、風紀委員が最も忙いそがしい時期だ。

　そして、もうじき新年度で初めてのテストがある。巽の机には、ノートを写しに来た男子生徒が数人、群むらがっている。

「あのセンセー、字が汚くて見み辛づらいんだよなぁ」

「まあ、僕も推すい測そくして写しているのは確かですね」

　愚痴る生徒に、巽も苦笑する。

「なあ本郷、今年こそ弓道部に入ろうぜ！」

　弓道部の中なか山やまが、巽を囲む輪の中に乱らん入にゆうしてきた。

「お断りします」

　中山のいつもの誘さそい文句を、巽はぴしゃりとはねのける。だが群がる他の男子たちは、去年から続くいつもの光景なので気にしない。

「客寄せパンダはごめんです」

　良くも悪くも自分をよく知っている巽がそう言うと、中山がなおも食い下がる。

「でもよ、たまに顔出すくらいならいいだろう？　今の部長がさ、中学の頃に大会でお前を見かけて以来のファンなんだよ」

　この学校の弓道部はそこそこ実力があり、中でも現在の部長は全国大会出場経験があるという。巽は覚えていないが、少し会話をしたことがあるらしい。

　女嫌いであっても人嫌いではない巽は、そうまで言われて悪い気はしない。

「……まぁ、たまに部長に会いに行く程度であれば」

　巽は先日久しぶりに弓を引いて、筋肉が落ちていると感じたばかりなので、たまに練習に交じるのはいいかもしれないと思えた。楓に褒められて、その気になったのもある。

　巽は中学時代、時間を削けずって熱中するほど弓道部で活動していたわけではない。弓道は好きだが、部活動にはあまり執しゆう着ちやくがなかった。

　だからこちらに引っ越してきて、弓道部をあっさりと視し野やから外した。莉奈から同好会の数合わせに誘われて、特に考えることなく頷いたのだって、本気で部活をする気がなかったからだ。

「およ？　なんか風かざ向むきが変わったカンジ？」

　いつもと違う返答に訝しむ中山に、巽は咳払いをして言い訳を述べる。

「部長に教えてもらった弓道場に、最近ようやく出向くことができまして。ちょっと心変わりをしたといいますか」

「ああ、部長のじいちゃんが使っているっていう弓道場か」

　石守神社の弓道場を教えてくれたのは、弓道部の部長だった。石守神社と縁を結んでくれたとも言えるので、恩返しもやぶさかではない。

　過去には女子目当てで部活を選ぶ男子を冷めた目で見ていたが、今の巽はそんな男子の一人なのだ。我ながら、いっそすがすがしいくらいの手の平返しだろう。

　今日は残念ながら、昼休みも放課後も委員会の集まりがあり、国語科準備室には行けそうにない。引っ越して来る前まで遡さかのぼっても、部活に行けないことをこれほど惜おしいと思ったことはなかった。

「今日さっそく部長に言うからな、心変わりはナシだぞ？」

「わかってますよ、そのうち顔を出すと言っておいてください」

　中山に念を押されて、巽は苦笑しながら頷いた。

　それから授業開始のチャイムが鳴ると、男子たちは自分の席へ戻っていく。

「しかし、忌いま々いましい……」

　一人になった席で、巽は呟く。

　体育祭に文化祭、その後は委員会の人事と、これから会議が増えることはあれど減ることはないだろう。どうして去年風紀委員長を引き受けてしまったのか、巽は今にして悔くやまれた。この分だと、石守に会えるのは土曜日になりそうだ。

　それに加えて巽には、ずっと気になっていることがある。「副音声」の謎が、未だに解明できていないのだ。ゴールデンウィーク以来、石守と一緒に行動する機会が増え、何度か「副音声」という呟きを拾ひろった。

　しかし巽は「それはなんだ？」と追及できない。石守と巽の間には、いつ切れてもおかしくない脆もろい絆きずなしかなく、安易に懐ふところに入り込んでは逃げられるかもしれない。最近の巽は、このことばかり考えている気がする。

　──自分が、よりによって色いろ恋こいに執着するなんて。

　東京の例の友人が聞けば、きっと腹を抱えて笑うに違ちがいない。それだけ巽と色恋は相あい容いれぬ関係だったのだ。その彼とも、未だ連絡がとれないままだ。巽の状況はよくなっているとはいえ、実はなに一つ解決していない。霊石の件以外にも、恋愛相談にうってつけの相手なのだが。

　彼ならばこういう時、どうするだろう？　相手があの引っ込み思じ案あんな石守だ、多少強引に事を運んだ方が上手くいくのではないか、と考える冷静な自分もいる。しかしその考えにゴーサインを出す勇気が、今の巽にはない。

　──我ながら、臆おく病びようになったな。

　そんな風に人を変える、それが恋というものかもしれない。
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　土曜日になり、楓かえではいつものようにお守り売り場に座っていた。

「いい天気だなぁ」

　そう呟つぶやいて空を見上げる。天気予報では、昼になると暑くなると言っていたが、まだ心地ここちよい陽気である。

　大型連休も終わった神社では暇ひまな時間が増えたが、連休前に用意しておいたお守りがなくなってきているので、今のうちに小石をお守り袋に詰つめる作業をしている。

　──売れていったお守りも、大事にしてもらえるといいな。

　こうして自分で作ったお守りなので、愛あい着ちやくも湧わくというものだ。

　土曜日といえば、先ほど本ほん郷ごうが週に一度の弓きゆう道どうの練習のため、石いし守もり神社にやってきた。実家から弓道具が届いたらしく、自前の弓と弓道衣を担いでいた。その大荷物に楓が驚おどろいていると、慣れるとどうということはないと笑った。

　本郷は一見細身だが、服の下は意外と引ひき締しまった身体をしている。何な故ぜそのことを楓が知っているのかといえば、背負ってもらったり膝ひざ枕まくらしてもらったりして、筋肉のつき具合を確認しているからだ。

　楓はその時のことを、ポワンと脳のう裏りに浮かべそうになる。

　──思い出したらダメ！

　慌あわてて頭を振って記き憶おくを消す。

　こんな邪じや念ねんを抱いだいていると、絶対に石いし神がみ様さまにからかわれる。楓は気持ちを引きしめて、手元の作業に集中する。

　作業をしている合間、ポツリポツリと参さん拝ぱい客きやくがやって来て、お守りやおみくじを買っていく。それに応対しながらお守りを作って、を繰り返すうちに時間は過ぎていく。

　気付けばお守り売り場の奥の部屋で、床半分にお守りを敷しき詰つめていた。

　楓はちょっと休きゆう憩けいしようと、体勢を崩くずして足を伸ばす。

「あふ……」

　誰だれも見ていないだろうと、大きく欠伸あくびをしていると。

「おや楓さん、お疲れですか？」

　売り場の外から声をかけられた。楓がぎょっとして見ると、本郷がお茶の載のった盆ぼんを持って立っていた。

　──うひゃあ、先せん輩ぱいに変なところを見られた！

　楓は慌てて取とり繕つくろい、背せ筋すじを伸ばして正座をするがもう遅い。

「楓さんのお母さんからお茶を預かってますから、一緒に休憩しませんか？」

　笑顔で告げられて、楓は慌てる。

「もうお母さんてば、先輩に使い走りをさせて！」

　お盆を受け取ろうと立ち上がろうとするも、ずっと座っていたせいで足がもつれそうになる。柱にしがみつき、本郷の前で無ぶ様ざまに転がることは阻そ止しできた。

「大丈夫ですか？」

「……なんとか」

　心配する本郷に、楓は恥はずかしさを堪こらえて答える。急に立ち上がるからこうなるのだ。

「楓さん、根こんの詰めすぎはいけませんよ？」

　奥の部屋にずらりと並ぶお守りを見て、本郷が眉まゆを寄せる。

「もう切り上げようと思ったところです」

「ではちょうどよかったですね」

　微笑ほほえむ本郷からお盆を受け取り、二人で冷たいお茶を飲む。

　──学校以外で先輩に会うのって、やっぱり変なカンジ。

　心の奥おくがムズムズするというか、やましいことなどないのに、誰かに言い訳したくなる。女子生徒の王子様である本郷を、独り占めしているせいかもしれない。

　楓がソワソワしていると。

『そやつ、最近味が変わったの』

　石神様が声をかけてきた。

　本郷は土曜日に弓道場に来ると、初めに神しん殿でんで拝はい礼れいする。その際、石神様が本郷の霊れい石せきの念を少しだけ食べる。霊石の念が溢あふれてしまわないために、本郷にとって必要なことなのだ。

『それに、念の溜たまりが遅くなった』

　念の溜まりが遅いということは、本郷が少しずつ気持ちの折り合いをつけているということだ。

　──先輩、がんばってるんだ。

　楓はまるで自分のことのように、その事実が嬉うれしかった。

「楓さん、なにかいいことでもありましたか？」

　一人でにやける楓に、本郷が尋たずねる。
















「いいことですか、先輩とこうしてお茶を飲んでいます」

　本郷の努力が実っているのが嬉しいと口に出すのが恥ずかしい楓は、そんな言葉でごまかす。

　──だって私、先輩のカノジョでもなんでもないし。

　余計なお世話だと、本郷に煙けむたがられるのは辛つらい。

　けれどきっと今の状況は、全校女子が羨うらやむいいことのはずだ。

「確かに、僕ぼくにとってもいいことですね」

　楓に合わせてくれたのか、本郷もニコリと笑ってそんなことを言う。

　そうして二人でのんびりとしていると。

「ようお前さん、嬢じようちゃんをナンパか？」

　弓道場の方から来た年配の男性が、楓たちを見てからかった。あの男性は楓の祖父の友人で、時折弓道場を使いに来るのだ。今日も朝から来ていて、そろそろ帰るのだろう。

「ナンパとは人聞きの悪い。手順を踏ふんでいると言ってください」

「ははっ！　嬢ちゃん、そいつよりも俺の方がいい男だぞ！」

　真ま面じ目めな顔で冗じよう談だんを返す本郷に、男性は大笑いしながら悪わる乗のりする。

「もう二人とも、からかうのはなしですよ」

　楓はむくれ顔で文句を言う。自分をネタにして言い合うのは、やめてもらいたい。

　本郷が楓をナンパするとは、冗談でも無理がある。本郷ならば相手は選び放題だろうし、第一ナンパするような人ではない。

　──でも、副音声だったらなんて言うかな？

　楓は石神様の領りよう域いきでは聞こえない声を思う。『ムッチリちゃん、一緒にデートに行こう！』とか言いそうだ。この台詞せりふを頭の中で本郷に言わせてみて、思わず噴ふき出す。副音声も本郷の一部なのだが、違い和わ感かんが半はん端ぱない。

「楓さん、一人で百ひやく面めん相そうですか？」

　むくれたと思えば急に笑い出す楓に、本郷が不思議そうな声で言った。

「や、なんていうか、その……」

「ナンパする先輩を連想して笑っちゃいました」とは言えない楓は、愛あい想そ笑わらいをして言葉を濁にごす。

「いいねぇ、若いってのは！　嬢ちゃんもカレシを大事にな！」

　二人を見比べた男性が笑う。

「かっ、カレシ……！」

「ありがとうございます」

　ボンッと顔を赤くする楓と何故か礼を言う本郷に、男性はヒラヒラと手を振ふって帰っていった。

　──またからかわれた！

　けれどこんな他た愛わいのないやり取りでも、楓の中の天てん秤びんはまたグラグラと揺ゆれて「今」に傾かたむく。「今」の比重を増している大きな原因が本郷であることは、楓も認みとめざるを得ない。

「先輩、休憩ついでにちょっとだけ、弓道の見学をしてもいいですか？」

「どうぞ、いいですよ」

　楓が遠えん慮りよがちに尋ねると、本郷はにこやかに頷うなずく。

　本郷の許可を得て、楓は近くにいた父親に断って弓道場へ行く。その途中、生前の祖そ父ふが暮らしていた離はなれが目に入った。

　──おじいちゃん、私をわかってくれる人を見つけるのはまだ難しいけど……。

　一緒にいてドキドキもするけど、懸けん命めいに助けてくれる人ならば見つけた気がする。

　心の中で語りかけた楓の耳に、「よかったね」という祖父の声が聞こえた気がした。





ｆｉｎ
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　ビーズログ文庫アリスの読者のみなさま、初めまして。そして「過去に作者の本を読んだことあるよ！」という方はお久しぶりです。黒辺あゆみと申します。

　この作品を書くにあたって、舞台設定をどうしようかと考えた時、自分の地元を参考にしました。

　作中でディスられていた地方都市とは、我が地元のことです（笑）　決して地元が嫌いなわけではなく、都会恐怖症気味の作者には、過ごしやすいところですよ！

　作中の石守神社のような崖の上の神社というものは、近所に意外とあるものです。古墳も探せば見つかります。

　楓の歩いている場所を、「どこか自分の近くにあるかもしれない風景」として、読者のみなさまに既視感を感じていただけたのならば嬉しいです。

　最後に、この本を手に取っていただき、ありがとうございました！





黒辺あゆみ
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